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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　むかしむかし、あるところに、三人のロリ姫さまがおりました。

　清せい楚そ可か憐れんな黒髪ロング──トウカ姫。

　ツンデレツインテール──チヅル姫。

　中二ネコミミショート──サナ姫。

　三人ともそれはそれは愛らしく、きらびやかなドレスがよく似合っております。

　また、すごいのは見た目だけではありません。

　大人顔負けの優れた知性を持っております。

　彼女たちが国の財政を管理すると、瞬またたく間まに資産は増大しました。

　おかげで世界一裕福な国家となり、国民は何不自由なく暮らしておりました。

　……しかし、お金だけでは人は幸せになれません。

　端的に言って姫たち、特にトウカ姫は退屈していました。

　大きなお城、豪華な食事、社交界での付き合い……。

　メリハリのない日々に、どれも飽き飽きしていました。

　贅ぜい沢たくな悩みかもしれませんが、無理もありません。

　安定した日常よりも、刺激的な非日常を求めてしまうのは人の性さがなのです。

　ですからトウカ姫は、心の片隅で常にこんなことを思っていました。

　なにか面白いことが起きないかな……？







　そんなある日のことです。

　トウカ姫は衝撃的なものを見つけます。

　城下にある掲示板に、めちゃくちゃなコミックが貼られていたのです。

　とにかくストーリーが支離滅裂……。

　主人公はスパイだったはずなのに、話がいきなり一年後に飛んでレストランを経営していたりします。しかもラスボスかと思われた敵国の女王が、忠実なウェイトレスになっていました。もちろん伏線なんてどこにもありません。おそらく作者はノリで描いているのでしょう。本当にわけがわかりませんでした。

　これではせっかくの画力も台無しです。

　当然、誰も見向きもしていませんでした。

　しかし、トウカ姫は興奮しました。

　自分の想像を超えるものを見たのは、生まれてはじめてのことだったのです。

　作者の名前は『ハル』と記されています。

　残念ながら連絡先は載っていませんでしたが、いつかこの人と会ってみたい。

　そう思ったトウカ姫は、妙案を考えます。

　お城でコミックのマーケットを開けば、この人も参加してくれるかもしれない！

　善は急げ。

　トウカ姫は有能なメイドに頼み、国中のコミック描きに招待状を出しました。







　一方その頃。トウカ姫が探し求めるハルは、担当のヘンシュウシャであるユリちゃんに思いきりダメ出しされていました。

「ストーリーが意味不明すぎる。なんでこんなもん読ませた？　くたばりたいのか？」

「……いえ、僕的には面白いと思っているので、悪気とかはないです」

「そもそも、なんで提出したネームと内容がまるっきり変わってるんだ？」

「……それは描いているときに、こっちのほうがいいかなと思ったからです。ライブ感を重視した結果というか……」

「ぶっとばすぞ」

「…………すいません」

　コミック描きにとってヘンシュウシャはとても恐ろしい存在です。

　ハルはふるえながら謝りました。

　それからいくつかアドバイスをもらい、打ち合わせが終わります。

　別れ際、ユリちゃんが言いました。

「そういえば、お城でマーケットが開かれるみたいだけど、おまえは参加するのか？」

「いや、俺はしませんよ」

「なんだ。せっかくだし、参加しておけばいいのに」

「……そうなんですけど、招待状がなけりゃどうしようもないですよ」

「……なんか、すまん」

　ハルはコミック描きとして無名すぎたため、招待状が届かなかったのです。

「まあ、私は期待しているからな。せいぜいがんばれよ」

　ユリちゃんに励まされて、ハルはすこしモチベーションがあがりました。







　そして数時間後。

　コミックのマーケットとはなんの関係もないところで、ハルとトウカ姫は出会います。

　道ばたでスケッチしていたハルを、偶然トウカ姫が見つけたのでした。

　トウカ姫は大喜びして、パトロンになることを申し出ます。

　ハルはすこし悩みました。こんなにうまい話があるのだろうか……？

　しかし、彼女ははじめての純粋なファンです。

　ファンの期待には応えたい。

　ハルはヒモになることを決意し、これからは彼女のために描こうと誓いました。

　で、翌日。

　トウカ姫のメイドであるマヤさんに、カボチャの馬車で迎えに来てもらいました。

　カボチャの馬車といえば超高級車です。

　いくらするのか庶民には想像もできませんでした。

　ですが、それ以上にハルの心を動かしたのはメイドのおっぱいです。

　とても大きくて、すごくやわらかそうでした。

　馬車が揺れた際、事故を装よそおってさわってみようか……？

　何度もそう思いましたが、自じ重ちようすることにしました。

　マヤさんを本気で怒らせたら命がなくなると思ったからです。

　実に見事な判断力と言えるでしょう。おかげでハルは無事にお城に到着しました。

　もちろんトウカ姫は大歓迎の構えです。

　びっくりするほど広い部屋と、最高級の家具が用意されていました。

　それ以外にもほしいものがあれば、なんでも買ってくれるらしいです。

「どうぞ先生。お買い物の際はこちらを使ってください」

　トウカ姫から黒いカードを手渡されます。

「なにこれ？」

「魔法のカードです」

　トウカ姫は言いました。

「対応しているお店であれば、限度額なしで好きなものを買うことができます」

「それはすごい！」

「えへへ、喜んでくださってなによりです♡」

　テンション爆あげのハルを見つめて、トウカ姫は嬉うれしそうに微笑ほほえみました。







　惜しみない支援を一身に受けて、ハルのお城での生活がはじまりました。

　それはひとことで言うと、最高でした。

　専属メイドになったマヤさんに時々、いや頻ひん繁ぱんに叱られたりもしますが、毎日楽しくてしょうがありません。

　最初は反対していたチヅル姫も、なんだかんだでハルにメロメロになりました。

　人見知りをするサナ姫もハルのオーラに心を開き、いまでは超仲良しです。

　自分は世界一の幸せものだと、ハルは思いました。

　その反動で、ふと不安になります。こんなに幸せでいいのだろうか……？

　ガラスのクツならぬガラスのハートです。

　ハルのメンタルはもうすぐ十二時を迎えようとしていました。

　いくら魔法のカードでも、心についてはどうすることもできません。

　そこで、ハルはみんなを集めて訊たずねました。

「この素晴らしい生活、いつか終わったりしないよね……？」

　するとトウカ姫はくすりと笑みをこぼし、ハルをやさしく抱きしめました。

「大丈夫です。わたしたちはずっと一緒ですよ」

　それにサナ姫も続きます。

「ぼくたちは姫であると同時に一流の魔法使いにゃ。魔法の効果は永遠にゃ」

　チヅル姫も照れくさそうに抱きついてきました。

「……あんたが楽しそうにしてくれないと、こっちも調子狂うでしょ」

　そして、四人でぎゅっと抱き合います。

　あまくて、やわらかくて、あたたかい。

　ぷにっとしたロリみ三拍子がばっちりそろった心地よさ。

　ハルの心はみるみる満たされていきました。

　もう不安なんてひとかけらも残っていません。

　メイドのマヤさんは抱きついてくれませんでしたが、やさしげな瞳ひとみで見守ってくれていました。

「──みんな、本当にありがとう！　これからもよろしくな！」

「はい、こちらこそよろしくお願いします」

「せいぜいあたしたちを楽しませなさい」

「にゃあ。ぼくたちもにいさまを精一杯甘やかすにゃ」

「……調子に乗りすぎないでくださいね」

　こうして三人のロリ姫さまと、専属メイドと、おまけにヘンシュウシャ。

　素敵なレディたちに囲まれて、ヒモは末永く幸せに暮らしました。

　めでたしめでたし。





　　　　　　　☆






　心地よい陽気のある日。

　自室でロリっ娘こ三人組と雑談中、俺は思い出したように言った。

「そういえば今日、愉ゆ快かいな夢を見たよ」

「え、どんなのですか？　ぜひ聞かせてください」

「にいさまの夢……興味あるにゃ」

　藤とう花かと紗さ奈なはすぐに食いついてくれ、

「えぇー、どうせえっちな夢じゃないの？」

　千ち鶴づるはじっとりとした目つきになった。

　べつにえっちな夢ではなかったので、俺はリクエストにお応えする。

　ロリたちを楽しませるため細かい部分は脚色したが、大筋は夢で見たとおりに話した。

　しがない青年が三人のお姫さまのヒモになる、シンデレラストーリーだ。

　というか、シンデレラのパロディである。

　……まあ、パロディとしても決して優れた出で来きではなかったけれど、

「──めでたしめでたし」

　と、おきまりの言葉で話を締めくくると、藤花と紗奈は盛大に拍手してくれた。

「ありがとうございますっ。すっごく面白かったですっ」

「同感にゃ。姫でありながら魔法使いというのが、ぼく的にポイント高かったにゃ」

「──いやいや、どこがよ!?　ツッコミどころ満載じゃない！」

　ふたりの言葉を受けて、千鶴が声を荒らげる。

「話の流れがいちいち雑で、マーケットのくだりとか完全にいらないし！　カボチャの馬車よりおっぱいに注目してるし！　『ガラスのクツならぬガラスのハート』とかぜんぜんうまくないのにどや顔で語るし！　なによりおかしいのはチヅル姫よ！　『なんだかんだでハルにメロメロになりました』ってどういうこと!?　あたしはそんなお手軽な女じゃないわよ！　仮にメロメロになったのならきちんとその過程を描えがきなさいよ！」

「なに言ってるんですか。そういう理不尽さが、天てん堂どうハル作品の面白いところじゃないですか」

「というか、にいさまの話にしては、むしろまともな構成だったにゃ」

　まくしたてながらヒートアップしていく千鶴に、ふたりは冷静に反論した。

　紗奈の言い草はやや失敬だったが見逃そう。

「そもそも夢の話ですし、ツッコむのは野や暮ぼですよ？」

「…………まあ、それもそうね」

　さらに藤花からさとすように言われて、千鶴は深々とため息をついた。怒るのもバカらしいと思ったようだ。

　そこで俺は明るく告げる。

「んじゃ、千鶴も納得してくれたところで、ひとつお願いしてもいい？」

「なんですか？」

「夢のなかのみんなが超かわいかったから、現実でもお姫さまの格好をしてほしい」

「──はい、喜んで！」

「……まあ、それくらいならいいけど」

「にいさまからのクエストを断るぼくたちじゃないにゃ」

　と、三人は承知してくれた。

　というわけで、さっそくウォークインクローゼットで着替えてもらう。

　俺のコスプレコレクションのなかには、プリンセスセットもあるのだ。

　レースがたっぷりあしらわれたキラキラのドレス。

　もちろん、グローブやティアラといった小物類もばっちりだ。

　まあ、さすがに宝石はイミテーションだけど。本物だって買えないこともないが、そこまでそろえる勇気はなかった……。

　でも、そんなものは必要ない。

　お姫さまルックになった三人は、宝石よりもよっぽど輝いていた。

「──おおっ、すげえ！　超かわいい！　めちゃくちゃ似合ってるよ！」

　見開いた目が釘くぎづけになる。

　まるで童話の世界からそのまま飛び出してきたようだ。

「えへへ、ありがとうございます♡」

　照れくさそうに微笑ほほえむ藤とう花か。

「お世辞にも着心地がいいとは言えないけど……悪くないわ」

「にゃあ、さすがにいさま。いいセンスしてるにゃ」

　千ち鶴づると紗さ奈なも嬉うれしそうな様子で、自分たちの衣装を見つめていた。

　お気に召してくれたようでなによりだ。

　とりあえず何枚かスケッチさせてもらう。

　それからせっかくなので、舞ぶ踏とう会かいごっこをやってみる。

　アニメのサントラを流し、俺たちは社交ダンスっぽいものを踊った。

　ロリデレラたちの手をとり、華きや奢しやな腰に手を回し、雰囲気で身体からだを動かす。

「──先生。ちゃんとリードしてくださいね？」

「──へ、変なところにはさわらないでよっ」

「──にいさまの斬ざん新しんなステップで、ＭＰをアップさせるにゃ」

　むろん俺にはダンスの心得なんて皆かい無むで、ロリたちも経験がなかった。

　だから、傍はたから見たらひどいものだったと思う。

　だけど、めちゃくちゃ楽しかった。

　一緒にいるだけで笑顔になれる。

　何時になっても解けることがない、これぞロリの魔法だな、うん。
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「きみたちにひとつ、重要なミッションを託たくしたい」

　十一月上旬のある日。自室にて。

　学校から帰ってきた制服姿のロリたちに、俺は重々しい口調で切り出した。

「……なによいきなりあらたまって」

　と、千ち鶴づるが警戒して目を細める。

　対して、藤とう花かは内容も聞かずに承知してくれた。

「わかりました。なにをすればいいでしょう？」

「ちょっと、安請け合いしちゃダメよ。変なことかもしれないでしょ」

「関係ありません。先生のご要望にお応えするのが、わたしたちの使命です」

　眉まゆをひそめる千鶴に、藤花は力強く言い切った。

「藤花の言うとおりにゃ。たとええっちなことでも、ぼくはがんばるにゃ」

　ネコの手をにゃんにゃんさせて紗さ奈なが意気込む。

「いや、べつにえっちなことじゃないけどな」

「……そうにゃ？」

　苦笑まじりにツッコむと、紗奈は目をぱちくりさせた。

「ああ」

「……だったらまぎらわしい言い方しないで、最初からそう言うにゃ」

「……すいません」

　不満げにほっぺをふくらませる紗奈に、俺は素直に謝った。

　べつにまぎらわしくはなかったと思うけど、反論するのも大人げない。

「それで、いったいなにをしてほしいの？　とりあえず話くらいは聞いてあげるわ」

　千鶴がこちらを見つめ、上からの感じで言う。

　もったいぶる意味もないので、俺はあっさりと告げた。

「みんなで力を合わせて、クッキーを作ってくれ」

「……クッキー、ですか？」

　意外だったのか、やや戸惑った様子で小首をかしげる藤花。

「それはまた、なぜでしょう？」

「もちろん、食べたいからだよ」

「なら、コンビニとかでテキトーに買ってくればいいじゃない」

　俺のシンプルな答えに、千鶴が素っ気ない口調で言った。

「いや、手作りじゃなきゃダメなんだよ」

「はあ？　なんでよ」

「それはだな……」

　俺は説明のため、一冊の漫画を取り出した。

　一昔前にヒットしたラブコメで、数時間前に読んだものだ。

　きっかけとなったページを開いて、三人に見せる。

「ほら、主人公がヒロインから手作りクッキーをもらってるだろ？」

「そうですね」と藤とう花かがうなずき、

「これがなんなのにゃ？」と紗さ奈なが続きをうながしてくる。

「めっちゃうらやましくて、俺も手作りクッキーが食べたくなった」

「……びっくりするくらい浅い理由ね」

　千ち鶴づるはあきれたように嘆息して、

「じゃあ、ケーキ屋さんにでも行けば？　手作りのクッキーも売ってるでしょ」

「だから、そういうことじゃないんだって」

　わかってないなーとばかりに首を振る。

「……なにそれ。もっとわかりやすく話しなさいよ」

　イラッときたのか、千鶴は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「にいさまは、プロより素人しろうとのほうがいいってことにゃ」

　紗奈が俺の代わりに答えてくれる。

　いや、その言い方はなんかちょっと違う気もするけど……。

「お金じゃなくて、心のやりとりをしたいってことですね」

　藤花がもっといい表現をしてくれた。

「えぇー、素人が作ったものより、プロが作ったもののほうがよくない？　ぜったいそっちのほうがおいしいわよ？」

「まあ、たしかにお店で買ったほうが手っ取り早いし、味もいいんだろうけどさ」

　千鶴の合理的な主張に、俺は真面目まじめなトーンで返す。

「女の子の手作りっていうのは、やっぱ特別なものなんだよ」

　たとえ腕前が残念だったとしても、相手のことを思って一生懸命作る。

　その気持ちが最高の調味料となり、プライスレスな価値を生み出すのだ。

「先生は、そんなに手作りがお好きなんですか？」

「ああ、好きだね。てか、憧れって感じ」

「なるほど、そうなんですね」

　力説する俺の姿がおかしかったのか、藤花はくすりと微笑ほほえんだ。

　だが、千鶴はまだ納得できない様子で、

「でも、そういうのって『重い』って言われたりもしない？」

「あー、まあな。相手の気持ちを受け止められないときは、そうかも」

　一方的にもらうだけだと、たいていの人は居心地の悪さを感じてしまう。

　だから時には『想おもい』が『重い』になってしまうこともある。それは否定できない。

「だけど、好きな人からもらえたら最高に嬉うれしいと思うよ。すくなくとも俺は」

「──にゃ？　つまりにいさまは、ぼくたちのことが好きってことにゃ？」

「ああ、もちろん」

　紗さ奈なの問いにうなずく。ロリたちの手作りクッキーを食べたら、とても幸せな気分になれるだろう。だからこうして頼んでいるのだ。

　欲を言うと麻ま耶やさんにも作ってほしいのだけど、残念ながら今日は仕事で留守だった。

　というか、二に条じよう家の実家のほうに行っている。こちらの生活についての報告とかもあるだろうし（なんならそれがメインかもしれない）、こればかりは致し方ない。

　俺は誠意をこめて、あらためてお願いする。

「大好きなみんなに、クッキーを作ってほしい」

「──わかりましたっ。がんばりますっ」

「……まったく、しょうがないわね」

「にゃあ。にいさまのために、究極のクッキーを生成するにゃ」

　藤とう花かは笑顔で元気よく、千ち鶴づるは照れくさそうに、紗奈はどや顔で承知してくれた。







　そんなこんなで、とりあえず三人には着替えてもらった。

　千鶴がうんざりした口調でこぼす。

「……なんでわざわざ着替えなきゃいけないのよ」

「そりゃ、制服を汚すわけにはいかないからな」

「それはそうだけど……なにもこんな本格的なやつじゃなくてもよくない？」

　そう。三人に着てもらったのは、パティシエールの衣装である。

　それもコスプレ衣装というより、ほとんど本物の調理服だ。

　なにしろ白いコックコートは実際の現場で使われているやつをもとに、小学生用のサイズに仕立ててもらったものだからな。

　その上に、それぞれ色違いのフリルつきエプロンを着用してもらっている。

　こちらは見み栄ばえ優先で、ふつうにかわいいやつだ。幼おさな妻づまっぽさがある。

　また、エプロンの色と合わせたスカーフがいいアクセントになっていた。

「料理は味だけでなく、見た目でも楽しむものだろう？　三人とも超似合っているぞ」

「……褒ほめてくれるのは嬉しいけど、それは作る側のことじゃないでしょ」

「まあまあ、いいじゃないですか」

　もっともなツッコミを入れる千ち鶴づるを、藤とう花かがにこやかになだめる。

「こうすることで先生の取材にもなりますし、一石二鳥です」

「そうにゃ。それに防具としても悪くないにゃ」

「……まあ、そうね。ハルのコレクションにしてはまともなデザインだし、あたしも本気で文句が言いたいわけじゃないわ。いちおうツッコんでおきたかっただけ」

　なるほど、ツッコミ役としての義務感か。

　皮肉でもなんでもなく、その気き遣づかいはありがたく思う。

　俺の言うことをすべて鵜う吞のみにされてしまうと、それはそれで不安になるからな。

　ともあれ、ご理解いただけたところで、一階のキッチンに移動する。

　実は藤花たちが帰ってくる前から準備していたので、材料や道具はすでに完璧にそろえてあった。

「んじゃ、これを見ながら三人で協力して作ってくれ」

　ネットで見つけてプリントアウトしたレシピを渡す。

　簡単そうなものを選んだから、賢いロリたちならきっと大丈夫なはずだ。たぶん。

「俺もそばにいるけど、基本的には手を出さないから。あと、一番重要なのはケガしないこと。おーけー？」

　刃物とかは使わないけど、キッチンは不慣れな場所である。

　注意しておくに越したことはない。

「わかりました」「ええ」「気をつけるにゃ」

　三人は素直にうなずいた。

「ちなみに、三人とも料理の心得は？」

　参考までに訊たずねてみる。

「学校の調理実習でやったくらいですね」「あたしも」「ぼくも」

　つまり、かなりの初心者ってことだ。

　まあ、家でしているのを見たことないから、そうだろうとは思った。

　真のお嬢さまは家事もこなせるよう教育されると聞いたことがあるけれど、三人は仕事をしているからそういった時間が取れないのだろう。

「了解。もしわからないことがあったら聞いてくれ」

　俺も料理なんてほとんどできないけど、ヒモになる前はひとり暮らしだったので、三人よりはマシだと思う。すくなくともレシピに書いてあることはちゃんと理解できたし。

「はい、ありがとうございます。ですが、わたしたちだけで作ってこそ、先生が求めているものになると思うので、お手を煩わずらわせないようにがんばりますね」

「ま、あたしたちだけで楽勝よ」

「楽しみに待ってるにゃ」

　とロリたちはコメントして、やる気満々な様子で調理に取りかかった。

　ただ見ているだけだと手持ちぶさたになってしまう。

　俺はスケッチしながら見守ることにした。

「で、まずはなにをすればいいの？」

　手洗いをしたあと千ち鶴づるが訊たずね、藤とう花かがレシピを確認する。

「えーと、下準備はできているので、バターを混ぜるところからですね」

「ぼくにまかせるにゃ」

　紗さ奈なが大胆な手つきでバターをボウルに投入し、ホイッパーをしゃきんと構えた。

「なめらかになるまでやるそうです」

「かしこまりにゃ」

　にゃにゃにゃにゃーっ、と気合いたっぷりでまぜまぜする紗奈。

　いい感じになってきたところで、粉ふん糖とう（粉状でさらさらの砂糖）、ひとつまみの塩、卵を何回かにわけて加えていき、三人で交代して混ぜ続けた。

　ここまではわりと順調だったのだが……。

　薄はく力りき粉こを入れる前に、紗奈がこんなことを言い出した。

「どうせなら、にいさま好みの味にアレンジしたいにゃ」

　──料理をアレンジ。たしかにそれは、魅み惑わく的な響きである。












　しかし実際のところ、初心者がぜったいやっちゃいけない罠わなでしかない。

　いや、まじで。この流れでうまくいった例を見たことないもん……。

　繊細な作業が求められるお菓子作りなら尚なお更さらだ。

　とはいえ、手を出さないと宣言している以上、注意するわけにもいかない。

　俺はハラハラしながら三人を見守った。

「アレンジって、具体的にはどうするの？」と千ち鶴づる。

「にいさまが好きなものを隠かくし味に入れるにゃ」

　隠し味。これも非常に危険なワードである……。

「たとえば？」

「そうにゃあ、コーラとかどうにゃ？」

　……あかん。たしかに好きだけど、うまくいくとは思えない。

「いや、クッキーに入れるものじゃないでしょ」

「だからこそにゃ。コーラ味のクッキーは斬ざん新しんにゃ」

「それで失敗したら元も子もないでしょ」

　そうだ。いいぞ千鶴。さすがみんなのツッコミ役。

　このまま紗さ奈なを説得して、レシピどおりに作るのだ。

　だが、そんな俺の思いとは裏腹に、

「わたしは紗奈に賛成です」

　と、藤とう花かもアレンジ側についてしまう。

「先生が食べたいのは、単純においしいクッキーではありません。心がこもった手作りのクッキーです。であれば先生の好みを考慮して、アレンジするべきだと思います」

　おっと、これは真っ当な理由ですね。

　そう言われると、俺としても受け入れざるを得ない。

「まあ、それはそうかもだけど……」

　千鶴も一理あると思ったのか、反論が弱々しくなる。

「でも、『レシピを見て作ってくれ』って言ってたじゃない」

「そうですね。ですが、『レシピどおりに作れ』とは言っていません」

「──そういえば、そうね」

「──にゃあ、にいさまの叙じよ述じゆつトリックにゃ」

　藤花のひとことに、千鶴と紗奈がハッとする。

　いや、べつにそんなトリックは仕掛けてないけど……。

　しかし、流れは完全に傾いた。

「まあ、たしかにふつうに作るだけじゃ面白みに欠けるしね」

　と千鶴が納得して、方針が決定する。

「いっそハルの漫画みたいにカオスにしてやりましょう」

「あ、いいですねっ。では、コーラのほかにはなにを入れます？」

「粉々にしたポテチとかもいいと思うにゃ」

「おー、お菓子のコラボですね」

「それならチョコ系のお菓子も入れましょうよ」

　和わ気き藹あい々あい。

　ロリたちはとても楽しそうに、俺が好きなものを生地にまぜまぜしていった。







　……で。

　もちろんクッキーは失敗した。

　なんとも言いがたい色の生地を型でくりぬき、オーブンでしっかりと焼きあげた結果、なんとも言いがたい物質が生成された。

「……これは、どうなんでしょう」

「……まあ、あたしだったらぜったい食べない見た目ね」

「……にゃあ、食べてみたら意外とおいしいかもにゃ？」

　いちおうお皿に盛りつけて、三人は複雑な面おも持もちで言った。

　そして無念そうに言葉を継ぐ。

「……すいません先生。これは捨てたほうがいいかもしれません」

「……そうね。無理して食べることないわ」

「……にゃあ、アレンジとか言ってごめんにゃ」

　まったく。

　そんな悲しそうな顔をされたら、俺はこう答えるしかないじゃないか。

「いや、食べさせてもらうよ」

「え、本気ですか？」

「当たり前だろ。せっかくみんなが作ってくれたんだから、捨てるなんてとんでもない」

　驚く藤とう花かにそう言って、クッキー（という名のなにか）に手を伸ばした。

　大丈夫。食べられないものは入ってないし、丸コゲなわけでもない。

「いただきます」

　覚悟を決めて、口に入れる。

　……………………。

　何回か咀そ嚼しやくして、用意していた牛乳で流しこんだ。

「ど、どうですか？」

「まずかったら吐いちゃいなさい」

「ぼくたちに気を遣つかわなくていいにゃ」

　三人に心配そうに見つめられ、俺は超がんばって笑みを作る。

「……ありがとう。正直おいしくはないけど、めっちゃ嬉うれしいよ」

　さすがに『おいしい』と言うのは白々しい。

　何重もオブラートに包んで感想を述べた。

　まあでも、見た目よりはマシである。

　牛乳をがぶ飲みしながらなら、なんとか食べられないことはなかった。

　いや、ロリたちの笑顔のためじゃなかったら、ぜったいにやんないけどな！

　涙を必死にこらえて完食すると、三人が全力で褒ほめてくれた。

「先生、ありがとうございます！　わたし、感動しました！」

「ほんと、ハルにしては男気を見せたわね！」

「素敵にもほどがあるにゃ！」

　うむ。心のやりとりをするという目的は果たせたようだ。

　やっぱり手作りはいいものだと思った。

　ただ、無謀なアレンジはもう勘弁していただきたい……。

　ちなみにこの一件を聞いた麻ま耶やさんは「……よくおなかを壊しませんでしたね」と感心した様子でコメントした。それな。日頃の行いのおかげか、あるいはロリの奇跡だろう。





[image: ]




「このおっぱいは先生のものです。だから、お好きにさわってもいいんですよ？」

「……と、特別だからね、ありがたく思いなさい……っ」

「にいさまがしたいこと、なんでもしていいにゃ♡」




　二に条じよう藤とう花か。丹たん沢ざわ千ち鶴づる。小こ森もり紗さ奈な。

　俺が世界でもっとも大切に想おもう、至高のロリたちが……。

　ほんのりと頰ほおを赤らめて、そんな大胆なことを言ってきた。

　ゴクリと喉が音を立てる。視線が一部に吸い寄せられる。

　たわわ。たわわ。たわわ。

　私服姿の三人の胸元は、小学生とは思えないくらいパツンパツンになっていた。

　あの立派なたわわさまを、好きにしてもいい、だと……？

　心臓が早鐘を打ち、激しい葛かつ藤とうを強いられる。

　すなわち。




　──揉もむべきか、揉まざるべきか？




　一度、大きく深呼吸をする。

　……落ち着け。よく考えろ、天てん堂どうハル。

　これは、シェイクスピアの戯曲に出てくるレベルの難題だ。

　どうしてこんな状況になったのか……？

　正しい解答を導みちびくために。

　まずは、そこから整理しよう──







　手作りクッキーでロリたちと絆きずなを深めた数日後。

　自室のベッドでごろごろしていると、ロリたちが学校から帰ってきた。

「先生、ただいまですっ」「おじゃまー」「にゃーふ♪」

「おー、おかえりー」

　と答えつつ身体からだを起こし、制服姿のロリたちのほうを向く。

　すると、三人が手にしている黒い紙袋が目についた。

「あれ、なにそれ？」

　率直な問いに、藤とう花かがはにかみながら答えてくれる。

「常日頃お世話になっている先生に、わたしたちからささやかなプレゼントです」

「え、まじで？　べつに誕生日とかじゃないのに、いいの？」

　突然のことに戸惑う俺に、千ち鶴づるがばっさりツッコむ。

「さんざんヒモとして貢みつがれておいて、いまさらいいも悪いもないでしょ」

　たしかに、言われてみるとそうだな。

　おはようからおやすみまで、生活のすべてがロリたちからのプレゼントだ。

「ぼくたちがしたいから、するだけにゃ。遠慮はいらないにゃ」

「ん、ありがとう。すげえ嬉うれしいよ」

　紗さ奈なのやさしい言葉に、じんわりと胸があたたかくなった。

　藤花が微笑を浮かべて言う。

「では、準備するので少々お待ちください」

「準備？」

「はい。今回わたしたちが提供するのは、モノではなくて体験なんです」

　なるほど。つまり、紙袋の中身はあくまで道具に過ぎないってことか。

　それでぱっと思い浮かぶのは、マッサージやキャバクラ的な接待である。

　紙袋のサイズも、衣装や器具を入れるのにちょうどいいくらいだしな。

　いや、あんまり予想するのもよくないか。

　せっかくの計らいだ。素直にサプライズを楽しもうじゃないか。







　とまあ、そんなわけで。

　更衣室代わりのウォークインクローゼットに、三人が入っていく。

　わくわくしながら待つことしばし。

「先生、お待たせしました！　準備ＯＫです！」

「はいよー」

　藤とう花かから声がかかり、ゆっくりと扉が開かれた。

　制服から私服に着替えたロリたちが出てきて──数秒、呼吸が止まる。

　ありえないことが起こっていた。

　慎つつましやかだった少女たちの一部が、とんでもない成長を遂げていた。

　いやもう直球で言おう。




　──胸が、大きくなっていた。




　二次元でしか生で拝んだことがない伝説の存在、ロリ巨乳が降臨していた。

「──え……どういうこと？」

　理解がまったく追いつかなくて、俺はそれしか言えなかった。

「ふふ、驚きました？」

　自身の胸を下から支えるように持ち、藤花が得意げに答える。

「実はこれ、特注のパッドなんです」

　…………ああ、そうか、そりゃそうだよな。

　常識的に考えて、おっぱいは短時間で変化しない。

　ゆえにもしそうなったとしたら、それは人工的なものに決まっていた。

　ついでに、制服から私服に着替えた理由も察する。

　制服のブラウスだと、ボタンが留まらなくなるからだ。

　納得して、ほっと吐息がもれた。

「……で？」

　千ち鶴づるが不満げな目つきで言う。

「せっかく巨乳好きのあんたのために苦労して作ってもらったんだから、感想くらい言いなさいよ」

「あー、そうだな、ごめん」

　無ぶ粋すいを詫わびて、俺はあらためて三人を眺めた。

　幼い肢体に、豊かなたわわ……。

「──うん、めっちゃいいと思うよ」

　お世辞でもなんでもなく、素直な気持ちでうなずいた。

　ロリ巨乳は邪道。

　そう言い切る派閥があることも承知しているが……。

　なにしろ俺は、自他共に認めるおっぱい好きである。

　このアンバランスな魅力に、惹ひかれないわけがなかった。

　無意識に右手がうずく。ぜひともあとで、スケッチさせてもらわねば。

「そう……ならよかったわ」

　わずかに頰ほおを染めて、千ち鶴づるは照れくさそうに横を向いた。

「ちなみに、苦労したってのはどのあたりで？」

　見た目を盛るだけなら、市販のパッドでも充分なはずだ。

　ロリ用のオーダーメイドってこと以外にも、なにかこだわりがあると思った。

「さすがにいさま。いい質問にゃ」

　謎の上から目線で紗さ奈なが解説してくれる。

「魔術と科学の粋すいを集めて開発したこのパッドには、すごい特長があるにゃ」

「と、言いますと？」

「ずばり、感触にゃ」

「感触？」

「そうにゃ。おっぱいのぬくもりとやわらかさを──完全に再現しているにゃ」

「──まじで？」

　もしそれが本当なら、今世紀最高の発明じゃないか？

「まじにゃ」

　と言って、紗奈がその場で軽くジャンプする。




　──たゆん、たゆん、たゆゆんっ♪




「──おおっ、すげえ！」

　思わず歓声をあげる。

　紗奈の動きに合わせて、おっぱいが躍やく動どうしていた。

　その揺れ方は実に自然であり、俺の目から見ても偽ぎ乳にゆうとは思えないほどだった。

「……ほんとハルっておっぱいが好きよね」

　前のめりで釘くぎづけになる俺に、千鶴がジト目でこぼす。

「にゃふふ、喜んでくれてなによりにゃ」

　紗さ奈なは満足げに笑い、

「ちなみに唯一の欠点は、地味に重たいことにゃ……」

　と、軽いため息まじりで続けた。

「あー、そうね。こんなのずっとつけてたら、ぜったい肩がこるもの」

「そう考えると、麻ま耶やってすごいですよね」

「ほんとにね」「尊敬するにゃ」

　三人はしみじみとうなずいた。

　まあ、たしかに大変だろう。激しく揺らすと痛いとも聞くし。

　勤労感謝ならぬ『巨乳感謝の日』という祝日を制定してもいいくらいだ。

　そして感謝というなら、ロリたちにも精一杯捧ささげなくてはならない。

「みんな、素敵なプレゼントを本当にありがとう」

　目の保ほ養ようと漫画の参考、という実利的な面だけでなく。

　なにより俺のために用意してくれたその気持ちが、とても嬉うれしかった。

　すると、藤とう花かがくすりと微笑ほほえむ。

「先生、満足するのはまだ早いですよ？」

「え？」

「だって、本番はこれからじゃないですか」

　本番……？

　と目を瞬またたかせる俺に、藤花はすごいことを言ってくる。




「このおっぱいは先生のものです。だから、お好きにさわってもいいんですよ？」




　──っ!?

　どきりと心臓がはね、体温が露ろ骨こつに上昇する。

　あまりに魅み惑わく的な台詞せりふに、これは夢なんじゃないかと疑いたくなる。

　だけど、これはまぎれもなく現実で……。

　俺は遠慮がちに訊たずねた。

「……い、いいの？」

「もちろんです。将来本物を揉もんでいただく約束はしていますが、先生を何年もお待たせするのは心苦しいですからね。せめてこれくらいはさせてください」

　藤花はお日さまのような、慈愛に満ちた笑顔でうなずいた。

　いや、でも、しかし……。

　いくらニセモノとはいえ、ロリのおっぱいである。

　本当にさわっても、いいのだろうか……？

　それとも、どんなに精巧でもあくまで作り物なんだし、ここで躊ちゆう躇ちよするほうがむしろいやらしいと言えるのか……？

　倫理観がわからなくなって、千ち鶴づるの顔色をうかがう。

　藤とう花かは俺にとことん甘い。それは時に、常識を逸脱してしまうほどに。

　だから、ツッコミ役がどう思っているか知りたかった。

「……と、特別だからね、ありがたく思いなさい……っ」

　照れ隠かくしなのか、千鶴はツンツンとした口調で許可してくれた。

　──え、千鶴もいいの？

　ってことは、やっぱりそんなに不健全なことじゃない……？

　動揺しながら、いちおう紗さ奈なのほうもチラ見してみる。

「にいさまがしたいこと、なんでもしていいにゃ♡」

　果たして、紗奈もどや顔でそう言ってくれた。

　つまり、俺の気持ち次第ということで……。

　…………………………………………。

　…………………………。

　…………。




　──よし、揉ももう。




　ここまでの流れを振り返り。

　十じゆう全ぜんに頭の整理ができたところで、結論はあっさり出た。

　だって親愛なる三人が俺のためにここまでしてくれたのだ。

　ヒモとして、断るわけにはいかない。

　それに所しよ詮せんはパッドである。

　見方によっては、アクセサリーの一種と言えなくもない。

　ネックレスやシュシュをさわるようなものだ。

　よって、なにも問題はない。

　俺は、揉みたいように揉んでいいのだ。

　……というわけで。

　藤花のそれにゆっくりと手を伸ばし、やさしく包みこむように、揉む。

「──あっ」

　藤花が小さな声をあげると同時に──むにゅん。

　たしかなぬくもりと、極上のやわらかさ。

　そんな脳をとろけさせる幸せが、手のひらいっぱいに伝わってきた。




　──これが、おっぱいの感触！




　俺は一瞬で虜とりこになり、一心不乱にもみもみした。

　…………すげえ、すげえよ……。

　なんだこれ、なんでこんなに気持ちいいんだ……。

　やばい、感動でちょっと泣きそうだぞ……。

　こんなものがこの世にあるとか、奇跡かよ……。

　あぁ神さま……人間を、女の子を、おっぱいを作ってくれてありがとう。

　まじで、神デザインにもほどがあるわ……。

「……えへへ、なんだか思ったよりも恥ずかしいですね」

　赤らんだ顔で藤とう花かはもじもじとつぶやいた。

「……てか、いつまで藤花の胸を揉もんでるのよ」

　千ち鶴づるに背中を小こ突づかれて、俺はいったん両手を止める。

「……あ、あたしたちのも、試しなさいよ」

　おっと、それもそうだ。












　つい夢中になってしまったが、ひいきするのは本意ではない。

　お言葉に甘えて、今度は千ち鶴づるのたわわをもみもみする。

　むにゅ。むにゅ。むにゅり。たゆん。ぽよぽよ。ぽよよん。

　あー、ほんとたまらん。一日中でも揉もんでられるな、これ。

　当たり前だけど藤とう花かのものと同様、実に素晴らしい感触だった。

「……うぅ、たしかに恥ずかしいわね……」

　と、顔を真っ赤にする千鶴。

　俺は揉みしだく場所や力加減などを変えて、おっぱいの動きをつぶさに観察した。

　それがまた楽しくて仕方なかった。

　しばらくしてクイクイと、服の裾を引っ張られる。

「そろそろぼくの番にゃ」

　よしきた。

　千鶴からシフトして、紗さ奈なのたわわも思うさま堪たん能のうさせてもらう。

　むにゅ。むにゅ。もにゅ。もにゅ。ぷるりん。

　いやはや、いい仕事してますねー。

「……にゃあ、にいさまの真剣なまなざし、ドキドキするにゃ」

　さながら学者か鑑定士のように見えるのか、紗奈はうっとりとそう言った。

　それから五十モミモミほどしたところで、俺は「……ふう」と手を放す。

　やさしく揉んでいても、ずっと続けていたらさすがに疲れる。

　より長く楽しむため、握力を鍛える必要を感じた。

　そんな俺の様子を見て、藤花が楽しげに口を開く。

「先生、手を休めているあいだ、こういうのはどうですか？」

「ん、なに？」

「ちょっと失礼しますね」

　と言いながら、正面からぎゅっと抱きついてきた。

　そうなると当然、俺のおなかにむにゅぅっとたわわが押しつけられる。

「……おー、いいねぇ」

　これまで感じたことのない抱き心地に、俺は頰ほおをゆるませた。

「にゃっ、藤花ずるい。ぼくもやるにゃ」

　紗奈も負けじと、後ろから俺に抱きついてくる。

　背中でむにゅむにゅとたわわが弾んで、これまた味わい深い感触だった。

「──あ、あたしもっ」

　と、最後に千鶴。慌てて横から抱きついてくる。

　こちらの二の腕をたわわで挟むような姿勢で、これも言うまでもなく最高だった。

「先生♡」むにゅ。

「ハル……」むにゅり。

「にいさま♡」むにゅん。

　極ごく楽らく浄じよう土どとは、ここのことではなかろうか。

　究極のトライアングルが完成し、俺はついに確信する。

　やはり、ロリ巨乳はいい文明だ。

　甘えさせてくれるロリと、やすらぎを供給できるたわわ。

　この組み合わせが最強でないはずがなかった……。

　……あー……癒いやされる…………。

　と。

　目を閉じて、夢見心地で浸っている俺に。

　冷やかな声がかけられる。




「──なにをしているんですか？」




　……っ!?

　心臓が大きく脈打ち、リラックスしていた身体からだがピシリと凍りついた。

　あんなにもあたたかかったロリたちのぬくもりが感じられなくなり。

　やがて全身の感覚が消失した。

　呼吸の仕方さえわからなくなった。

　そもそも自分はいま、生きているのか死んでいるのか？

　もはやそれすら不明瞭だ。

　ただひとつ言えることは、極楽にいたはずの俺は。

　その瞬間、地獄へ真っ逆さまに落ちていた。

　……ここからしばらくのあいだ、俺の記憶はひどくあやふやなものになる。

　あまりの恐怖にほとんど失神状態だったのだ。

　おぼろげながらも覚えているのは、麻ま耶やさんに関節をきめられて凄すごまれたこと、この状況に至った経緯を洗いざらい白状させられたこと、ロリたちが必死にかばってくれたことだけ。

　そして気がつくと俺は泣きながら土下座しており、

「藤とう花かたちの発案なので今回は大目に見ますが、今度こういった不ふ埒らちなことをしたら相応の罰を受けていただきますので、肝に銘じておいてください」

　麻耶さんからそんな判決を言い渡されていた。

　ろりろり弁護団のおかげでなんとか死刑を免まぬかれ、執しつ行こう猶ゆう予よを勝ち取れた形である。

　…………まあ、冷静に考えると、俺もちょっとどうかしていた。

　いくらそれがニセチチとはいえ、ロリのおっぱいを揉もむのは、やっぱり絵え面づら的にアウトだろう。ロリたちの健すこやかな成長のためにも、俺の生命のためにも、最低限の節度は守らねばならない。

　海よりも深く反省し、今後は過度なスキンシップは自じ重ちようすることを表明した。

　ロリたちにも、はしたないことはしないように言い聞かせる。

「わかりました。先生のためにも、きちんと慎つつしみを持つようにします」

「てか、そんなの言われるまでもないわ」

「千ち鶴づるの言うとおりにゃ。ぼくたちはいつだって貞てい淑しゆくなレディにゃ」

　と、三人は納得してくれた。

　おかげで麻ま耶やさんの心しん証しようもよくなり、そのあとは穏やかに過ごすことができた。
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　ロリパッドを揉みしだき、記憶を失うほど叱られた翌日。

　学校から帰ってきたロリたちと、俺は自室でくつろいでいた。

　で、『今日はなにをしようか？』という話題になる。

　ロリたちに意見を求めると、紗さ奈ながまっさきに手をあげた。

「『ヒモクロニクル』の打ち合わせをするにゃ」

「あ、いいですね」

「あたしも賛成。早く原作を用意してあげないと、ハルがまたサボっちゃうしね」

　三人の意向が一致する。つまり決定だな。

『ヒモクロニクル』とは、先日描きあげた漫画のタイトルである。

　原作がロリたちで、作画が俺。

　異世界でヒモが活躍する、ハーレム系冒険活劇だ。

　身内では絶賛の嵐で、ぜひ続編を作ろうという話になっていた。

　ちなみにプロの評価は……。

　多忙な夕ゆ莉りちゃんにネット経由で見てもらったところ、

『……まあ、私がモデルっぽいキャラについては言いたいこともあるが、それを抜きにすればすげえ楽しかったよ。でも、それはおまえや藤とう花かちゃんたちのことを知っているからで、そうでなければキャラの心情についていくのは難しいな……』

　という批評をいただいた。

　要するに、主人公がクズすぎてむかつく、ヒロインたちがヒモを肯定することに共感しにくい、よって残念ながら商業向けの内容ではない……ってわけだ。

　もうすこしキャラを調整して、一般読者を意識した作りにできれば連載もワンチャンありそう、とも言ってくれたが、俺たちはあくまで自分たちが楽しむためにやっている。

　設定を変えるくらいなら、雑誌に載らなくても一向に構わなかった。

　個人的にも締め切りに追われるのは勘弁だしな……。

　漫画家として仕事をするよりも、ヒモとして全力で遊ぶ。

　それが、みんなが望んだことだった。

　ともあれそんなわけで、続編の打ち合わせをはじめる。

　作画担当として、まず大おお雑ざつ把ぱに訊たずねた。

「なにかこういうのやりたい、みたいなのある？」

「はい。ここはやっぱり主人公とメインヒロインが、より絆きずなを深めるエピソードがいいと思います」

「にゃあ。デート中に敵に襲われて、協力して戦うとかはどうにゃ？」

「あー、いいわね。異世界だと、どんなデートがいいかしら」

　と、原作サイドは次々とアイデアを出してくれる。頼もしい限りだ。

　ただ、肝心なところでちゃんと嚙かみ合っているのか気にかかる。

　主人公は『ハル』でいいとして……。

「……ちなみに、メインヒロインって誰なの？」

　と、俺はおずおずと口を開いた。

「もちろん『トウカ』ですよ」

「『チヅル』に決まってるじゃない」

「どう考えても『サナ』にゃ」

　三人は同時に答えて……。

「え？」「は？」「にゃ？」

　カチンときた顔つきでお互いのことを見つめ……。

「たしかにこの作品には複数のヒロインがいます。ですが、そのなかであえて誰がメインかと言えば、これはもう『トウカ』しかありえませんよね？」

「なに言ってるの？　メインヒロインは主人公を甘やかすだけでなく、時に厳しく接して正しい道に導みちびける存在であるべきだわ。そんなの『チヅル』一択じゃない」

「ふたりともまったくわかってないにゃ。ここは物語的に、誰をメインにしたら一番広がるか考えるにゃ。つまり、裏設定が豊富な『サナ』がベストってことにゃ」

　不機嫌そうに意見を衝突させた。

　あれー、なんでだろう……。

　この流れ、どこかで見たことある気がするぞ……。

「いやごめん。質問の仕方が悪かった。この作品のヒロインは、全員がメインだからな」

　前回の二の舞にならないよう、俺は素早くなだめた。

「だからデートをする場合、一対一なのか、みんな一緒になのか、どっちを想定しているのか訊ききたかった」

「デートといえば、ふつう一対一だと思います」

「そうよバカハル。それくらい文脈でわかるでしょ」

「にいさまはいい加減デリカシーをなんとかするにゃ」

「……すいません」

　思いのほか責められて、俺はしょんぼりと謝った。

　でも、ロリたちがケンカするよりはマシである。

　喜んで生贄スケープゴートになろうじゃないか。

「じゃあ、ひとりずつデートするようにしようか」

　誰かひとりなんて選べるはずもない。必然の提案だった。

　それはロリたちも理解してくれて、

「……女の子をとっかえひっかえとか、ほんとヒモってクズね」

　と、千ち鶴づるはあきれたように嘆息し、

「でも、それでこそ『ハル』だと思います」

「主人公にふさわしい器にゃ」

　藤とう花かと紗さ奈なは微笑ほほえみながら承諾してくれた。ありがたい。

　そんで、個別エピソードを各自で考えてもらい、最終的に俺がまとめることになる。

　ページ数がふくらみそうで怖いけど……。

　まあ、締め切りがあるわけでもない。無理のない範囲でがんばらせていただこう。

「もし相談したいことがあったら、遠慮なく言ってくれな」

　いくら優秀とはいえ、ロリたちは創作初心者である。念のためそう声をかけておいた。

　すると、さっそく藤花が反応する。

「あ、それでしたらひとつ、先生にお願いしてもいいですか？」

「お、なに？」

「よりよい物語を作るために、取材がしたいんです」

　おお、素晴らしい向上心だな。

　いまさら言うまでもないけど、創作においてインプットはとても重要である。

　それを積極的にしたいと言うのであれば、もちろん断る理由は皆かい無むだった。

　俺は胸を張って答える。

「いいよ。どこだろうとなんだろうと、いくらでも付き合うよ」

「本当ですか？」

「ああ、ヒモに二言はない」

「──ありがとうございますっ」

　藤とう花かは満面の笑みを咲かせて、




「では、『ききヒモ』の特訓をさせてください！」




　とても嬉うれしそうにそう言った。

　…………。

　……………………。

　………………………………え？

「──ごめん、なんの特訓だって？」

　ちょっとよくわかんない単語が聞こえてきたので、思わず確認してしまう。

「『ききヒモ』です」

　藤花は笑顔のまま、はっきりと繰り返した。やっぱりよくわかんないやつだった。

　……いや、まあ、だいたい想像はつくんだけど。

「それはあれ？　目め隠かくしした状態で俺にさわって、どこだか当てるやつ？」

「そうです」

　思ったとおり、以前やった『ききロリ』のヒモバージョンか……。

「えーと、藤花ちゃん」

「はい」

「過度なスキンシップは自じ重ちようしようって、昨日言ったよね？」

「そうですね」

　忘れたわけではないようで、藤花は真顔でうなずいた。

「ですが、はしたないことでなければいいんですよね？」

「うん、だから『ききヒモ』はアウトでしょ」

「え？　漫画の取材って、はしたないことになるんですか？」

「…………」

　予想外の疑問を突きつけられ、俺は言葉を失う。

　…………んん……あれ……？

「まあ、ふつうに考えたらならないわよね。だってそうでなきゃ、これまでハルがしてきたことはただのセクハラになっちゃうもの」

「同感にゃ。『これはあくまで漫画のためであって、いやらしい気持ちは微み塵じんもない』ってにいさまもよく言ってるにゃ。だから、下心がなければＯＫのはずにゃ」

　と、千ち鶴づると紗さ奈なも主張した。

　いや、それはたしかに、そうなんだけど……。

　しかし、あれだけ麻ま耶やさんに叱られたのだ。

　昨日の今日で、そういうことをするのはなんだか抵抗がある。

「えーと……それ、漫画にどうしても必要？」

「もちろんです」

　俺の問いかけに藤とう花かは即答した。さらに熱をこめて語る。

「先生の作品を読んでいれば取材がどれだけ大切か、素人しろうとのわたしにもわかります」

「……そう？」

「はい。ちょっとした仕草や細かな表情、身体からだの描き方など、新作ごとにちゃんとアップデートされていて、どんどん魅力的になっています。画力そのものも進化しているんですけど、観察力が本当にすごいです。自分たちで原作をやってみて、あらためて先生の技術の高さに気づかされました」

　藤花の言葉に、千鶴と紗奈も同意する。

「そうね。ストーリーのセンスは壊かい滅めつ的てきだけど、ハルの絵はやっぱりすごいわ。このまえの漫画だって、あそこまで面白くなるとは思わなかったもの」

「にいさまは天才な上に努力家にゃ。最初に見たときより、格段にうまくなってるにゃ」

　…………まじか。

　突然のべた褒ぼめに照れながら、俺は内心で驚く。

　前の作品をいちいち見直したりしないので、自分の変化に気づいていなかった。

　作画中も深く考えず、夢中になってペンを走らせているだけだし……。

　心がけていることと言えば、百点のかわいさを描こう、ってことだけ。

　あー、でも、そうか。

　笑っている顔、怒っている顔、悲しんでいる顔、その他いろいろ。

　一緒に過ごして、楽しく遊んで、みんなのいいところを知れば知るほど、魅力の引き出しは増えていく。

　しかもそれをイメージボードに起こすことで、きちんと脳内にストックされる。引くべき線を手が覚える。

　漫画の修業に近道はない。ひとつひとつの積み重ねがすべて。

　そんなようなことはよく言われるけど、なるほど、こういうことかと実感した。

「ですからわたしたちも先生のことをもっと知りたいです。ヒモとして進化を続ける先生のように、甘やかすテクニックを磨いていきたいです。ハルフェッショナルになりたいんです！」

「あっ、あたしだって！　その、中途半端はイヤだからね！」

「にゃあ、ぼくも！　にいさまのすべてを知りたいにゃ！」

　藤とう花かが、千ち鶴づるが、紗さ奈なが。

　純粋な瞳ひとみが、まっすぐこちらに向けられる。

　俺が本気でヒモをやっているように、ロリたちも本気でパトロンをやっているのだ。

　その熱量にあてられ、俺の魂に火がついた。

　それですこしでも漫画がよくなるなら。

　なによりロリたちが望むなら──喜んでこの身を差しだそう。

　バッと両腕を広げ、高らかに叫ぶ。




「よしわかった！　俺の身体からだを気が済むまで好きにしてくれ！」

「はい！　じっくりと取材させていただきます！」

「ええ！　あくまで取材としてさわらせてもらうわ！」

「さすがにいさまにゃ！」




　ロリたちは歓喜の声をあげた。

「ちなみにいちおうの確認だけど、本当に下心はないんだな？」

「…………はいっ！」

　何気なく訊たずねると、藤花が元気よく答えてくれた。

　が、気のせいだろうか。なんかいま、変な間があったような……。

「本当にないの？」「ありません！」

　……今度は逆に食い気味というか、早すぎる気がした。

　首をひねり、ツインテールとネコミミにも訊ねてみる。

「千鶴と紗奈もないよね？」

「──あ、当たり前でしょ！　そんなのあるわけないじゃない！」

「──ま、まったくにゃ！　にいさま失敬にゃ！」

　ふたりは心外だとばかりに声を荒らげた。

　しかし、どうも目が泳いでいるように見える。

　ありていに言って怪しい……。

　もしや漫画のためというのは、ただの口実じゃあるまいな……？

「……先生、わたしたちのこと、信用できませんか？」

「……あたしたちがハルにうそをつくと思う？」

「……ぼくたち、にいさまのことが大好きにゃ」

　疑惑の目を向けると、ロリたちは悲しそうな表情で訴えてきた。

　この時点で、もはや真実などどうでもよくなる。

　彼女たちを笑顔するのが俺の義務であり、生きがいだ。

　信じよう。ロリたちの純真さを。うん。







　で、それから。

　疑ってしまったことを詫わびて、要望どおり『ききヒモ』をみんなで行う。

「わっ……思ったよりドキドキしますね」

「そうね、やっぱり女子とはちがうし……」

「できるだけ、やさしくさわるようにするにゃ」

　すりすり。ぺたぺた。もみもみ。ぎゅっぎゅっ。

　目め隠かくしをした三人に、身体からだ中じゆうをさわられまくった。

　それはくすぐったかったり、心地よかったり、たまーにちょっとだけ痛かったりもしたけど……案外、新感覚で楽しかった。












　見えていないぶん、ロリたちが予想できない動きをするのだ。

　おかげで驚きはもちろん、もどかしさみたいなものもあり、真っ暗なダンジョンでのやりとりとか、どこかしらで応用できそうだなーと思った。

　つまり図らずも、俺にとってもいい取材になった、ということである。

　そしてえらいもんで……。

「──この感触は、右のふとももですっ」

「──えーと、たぶん左の二の腕ね」

「──右おしりにゃ！」

　一時間もするとロリたちはかなり正確に、俺の身体からだを把は握あくできるようになっていた。

　前に俺がやった指一本でのチャレンジはさすがに厳しかったが、片手であればどこでもノーミスでクリアできた。さすがの学習能力である。

「ありがとうございます先生！　おかげでとてもいい取材になりました！」

「勉強になったわ」

「にいさまのツボはこれでだいたいわかったにゃ」

　うむ、満足していただけたようでなによりだ。







　その日の夜。

　夕食の席で、藤とう花かは自慢げに『ききヒモ』のことを麻ま耶やさんに報告した。

「……そ、そうですか」

　と、麻耶さんは苦笑いを浮かべながらもきちんと聞いていた。本当は怒りたかったのかもしれないが、藤花があまりに楽しそうに話すので、水を差したくなかったのだろう。

　そして案あんの定じよう、藤花の入浴中に、ジト目でこちらに詰め寄ってきた。

「スキンシップは自じ重ちようするんじゃなかったんですか？」

「そうなんだけど、取材だからしょうがないじゃん」

「……それ、藤花たちにいいように言いくるめられてませんか？」

「……やっぱりそう思う？」

「はい」

　ですよねぇ……。

　麻耶さんがそう言うなら、きっとそうなのだろう。

　だが、下心があったとしても、藤花たちの情熱は本物だった。

　であればけっきょく、従うほかなかっただろう。

「……まあ、気持ちはわからなくもないです」

　やや意外なことに、麻耶さんも理解を示してくれた。

「商談の場を見ているとわかるのですが、藤とう花かには特殊なゾーンがあります」

　続けてテニス漫画みたいなことを言い出す。

「なにそれ？」

「言うなれば、交渉の奥おう義ぎですね。おそらく本人も無意識でしょうが、ごく自然に自分がもっとも得をする条件を引き出すのです。しかも相手に損をさせずに」

「あー、はいはい、わかる」

　見つめられるだけで、この娘このためになにかしてあげたいって思うもんな。

　あれは本当に魔性のスキルである。

　いま思えば、初対面にもかかわらず、俺がいきなりヒモになることを決断できたのも、藤花のそういう力が働いていたからなのかもしれない。

　これが通用しないのは、同格の千ち鶴づると紗さ奈なくらいだろう。

「最近はその技にどんどん磨きがかかっています。おそらくよくも悪くも、あなたの影響を受けているのでしょう」

「え、俺？」

「はい。あなたにもそういう現実を歪わい曲きよくさせる力がありますので」

　いや、そんなアップルの創業者みたいなスキル、俺にはないと思うけど……。

「つまりもともとある天性の技術に、あなたのずる賢さが加わったということです」

「おまけに超かわいい」

「そうです。これはもう、甘えられたら一巻の終わりですよ……」

　さすが、速攻でパンツを脱がされたこともある経験者。言葉に重みがある。

　それにしたって麻ま耶やさんはちょろいと思うけど、想おもいは痛いほど伝わってきた。

「ですから気を引き締めて、流されないようにがんばってください」

「ん、了解」

　いちおうこちらは人生の先輩である。

　どれだけ藤花たちがかわいくても、そうやすやすと手玉にとられたりはしない。

　…………。

　……………………。

　………………………………。

　まあ。

　いちいち引っ張るようなことでもないのでぶっちゃけてしまうと。

　翌日以降もなんやかんやでスキンシップをとってしまい……。

『自じ重ちようする』という宣言は、あっさり有名無実化してしまうのだった。

　誰もかわいいには勝てないからしょうがないよね。
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　普段引きこもってばかりいると、たまに無性に外の空気を吸いたくなるときがある。

　つまり、それがいまだった。

　散歩にでも行こうかね。

　そう思い、手早く身支度を整える。

　時刻を確認すると、ちょうど午後二時を回ったところだった。

　微妙な時間だ。藤とう花かが帰ってくるまで、もうしばらくかかる。

　ひとりで行ってもいいけれど、話し相手がいてくれたほうが楽しい。

　ダメ元で麻ま耶やさんでも誘ってみるか。

　一階におりて、仕事部屋のドアをノックする。

「麻耶さん、入っていい？」

「どうぞ」

　という返事を待って開けると、たわわメイドは五つのディスプレイに向かっていた。

　こちらを振り向きもせず、一心不乱に複数のキーボードを叩たたいている。ピアニストさながらの指さばきだ。てゆーかどんな処理能力だ。すごすぎる……。

　俺は若干気後れしつつ、さっさと用件を口にした。

「あきらかに仕事中っぽいけど、そこをあえて、これから俺と街ブラしない？　もしくはブラジャー見せてくれない？」

「地獄をブラつきたいなら片道きっぷをご用意しますよ」

「すいませんなんでもないですひとりで行くのでお仕事がんばってください！」

　頭を下げて、すごすごと部屋をあとにする。

　ちなみに、麻耶さんはいっさいこちらを見なかった。

　まあ、しょうがない。ソロプレイを楽しむとしますか。







　外に出ると思ったより肌寒かった。

　もう十一月も半ばだもんなー。

　そろそろコートを用意したほうがいいかもしれない。

　冬の到来を間近に感じ、そんなことを考えつつ、曇り空の下をてくてく歩いた。

　ほどなくして、駅周辺に到着する。

　これといった目的もないので、駅ビルに入っているお店をテキトーに見て回った。

　そして、特にほしいものと出会うことなく、最後にとっておいた場所にやってくる。

　本屋さんだ。わりと大型の店舗で、たくさんの棚がずらりと並んでいる。

　壮そう観かんな眺めに胸が躍った。やっぱ本屋っていいな、なんてあらためて思う。

　ヒモになってからは買い物全般ネットで済ませてしまうことが多いけど、このわくわく感はリアルでなければ味わえない。

　……それともいずれ、ネット書店の進化形として、ＶＲ書店なんてサービスがはじまったりするのだろうか。二次元好きとしては、なかなか興味深いことである。

　ただまあ、仮にそうなるとしてもまだまださきのことだ。

　今日のところはこの素敵な現実世界を満喫しよう。

　気になった本を好きなだけ買うのだ。ロリのお金で！

　藤とう花かに深い感謝を捧ささげつつ、店内の物色をはじめた。







　雑誌を皮切りに、漫画、ラノベ、デザイン関連、フリー素材関連、エトセトラ……。

　あれこれ見ているうちに、気がつくと一時間ほど経たっていた。

　まじかと驚く。この本屋、時間の流れがおかしいんじゃないだろうか。

　まあ、本でいっぱいになったカゴを見れば、さもありなんって感じなのだが。

　てか、そろそろ藤花が帰ってくる頃合いだ。

　漫画を中心に十冊ほど購入し、重たい袋を持って店をあとにした。

　そのままエスカレーターで一階までおりる。

　駅ビルの出入り口、ドアの手前で足を止めた。

「──うわ、雨かよ」

　鈍にび色いろの空を見上げ、顔をしかめてつぶやく。

　そこまで大降りではないが、傘がないとつらい程度の降り方だった。

　家を出るときから曇ってはいたけど、失敗したな……。

　日頃外出しない人間は天気予報を見ないのだ。

　まあでも、しょうがない。

　幸いここは駅ビルである。百均とか雑貨屋で、テキトーに傘を買って帰るか。

　もうちょい遠ければ迷わずタクシーなんだけど、そこまでの距離でもないしな。

　そう決断したところで、ポケットのなかのスマホがふるえた。

　取り出す。藤花からの着信だ。

　邪魔にならない隅っこに移動しながら、応答ボタンをタップした。

「もしもし？」

『あ、先生っ、もしもしですっ、藤花ですっ』

「うん、どうしたの？」

『えと、用事とかではないんですけど、帰ってきたら先生がいらっしゃらなかったので、早く会いたいなーと思って電話しちゃいました』

　はにかむような声で、実にかわいいことを言ってくれる。

　一緒に暮らしてるんだからそんなに焦らなくてもいいのに、と思いつつもやっぱり嬉うれしくて、盛大に頰ほおがゆるんだ。

「そっか。家にいなくてごめんね」

『いえいえ、気にしないでください。それよりいま、どちらにいらっしゃいます？』

「駅前のビルだよ。ついさっきまで本屋にいて、ちょうど帰ろうとしてたとこ」

『なるほど。ちなみに、傘は持ってます？』

「いや、それが持ってなくて、これから買おうと思ってる」

『──あっ、それはダメです！』

「え、なんで？」

『えーと、それはですね』

「それは？」

　いくらか考えるような間を挟み、

『……その、すこしの距離で傘を買うなんてもったいないじゃないですか』

「え、そう？」

　俺に数々の贅ぜい沢たくを与えてくれている、藤とう花からしからぬ発言だった。

『はい。職人のお手製なら、安くても一本数万はしますからね。バカになりません』

「いや、そんな高級品買わないから。百円のビニール傘にするし」

　てゆーかたとえ数万でも、藤花ならなんの問題もないはずだ。

『だ、ダメです！　先生にそんな安い傘を使わせるわけにはいきません！』

　えぇー、安くてもダメなのか。

　つまり、俺が傘を買うこと自体が藤花的にＮＧらしい。

「じゃあ、タクシーを使えばいい？」

『それもダメです』

　べつの案を言ってみたが、にべもなく却下された。

「……なんで？」

『運転手さんが先生の熱狂的なファンで、誘拐をたくらむ恐れがあるので』

　どんな超展開だ。微み塵じんもないわ、そんな恐れ。

　それだったらまだ雷に打たれる可能性のほうが高いだろう。

「うーん……じゃあ、いっそのこと濡ぬれて帰るか」

　本は袋に入れてもらっている。口をしっかり閉じれば、たぶん大丈夫だろう。

　が、お嬢さまはこれもお気に召さなかったようで、

『そんなの一番ダメです！　もし風邪を引いたらどうするんですか！　先生の身体からだは先生だけのものじゃないんですよ！　ぜったいめっです！』

「……ごめんなさい」

　思いのほか叱られてしまった。

　でも、正論である。体調管理も仕事のうちだ。

　いつでもロリたちと遊べるよう、健康には注意しないといけない。

　しかし、傘もタクシーも濡ぬれるのもダメとなると、どうしたらいいのだろう。

　そんな疑問を抱くと同時に、藤とう花かが言った。

『心配なので、これからわたしが迎えに行きます』

「え、藤花が？」

『はい。いますぐ出ますので、ちょっとだけ待っていてください』

「あー、了解」

　なんだか申し訳ない気分になるが、断るのも野や暮ぼだろう。

　お言葉に甘えまくるのがヒモの基本姿勢である。

　てか、察するに最初からそう言いたかったみたいだし。

　というわけで。電話を切ってエントランスで待つことしばし。

「──お待たせしましたっ」

　満面の笑みを浮かべて、制服姿の藤花が早足でやってきた。

　飼い主に駆け寄る子犬みたいで愛くるしい。ぶんぶん振れるしっぽが見えそうだ。

　俺は笑いながら声をかける。

「おー、早かったね。もしかして走ってきたの？」

　そのわりには息があがっていないけど、歩きのペースとは思えなかった。

「すぐそこまで車で送っていただいたんです」

「あ、そうだったんだ」

「はい」

「……で、その車はどこに？」

　藤花の送迎は主にハイブリッドカーで行われている。

　通りを見渡してみても、それらしい車は停とまっていなかった。

「えーと、緊急の仕事があったので、そちらに向かっていただきました」

　なるほど。藤花の秘書さんはみんな忙しいもんな。

「じゃあ、帰りは歩きか。わざわざありがとね」

「いえいえ。先生にご奉仕するのが、わたしの喜びですから」

　そう言って、藤花はにっこりと微笑ほほえむ。かわいい。

　まわりの人に聞かれたら誤解されかねないのがアレだけど。

　お礼に十秒ほど頭をなでなでして駅ビルを出た。ひさしの下でいったん止まる。

　そこでようやく、藤とう花かの手に傘が一本しかないことに気がついた。

　黒い、大人用の傘だ。これが俺のだとすると、藤花のはどこだろう？

　内心で首をひねり、率直に訊たずねてみた。

「藤花の傘は？」

「ふぇ？　これですよ」

　藤花はきょとんとして、持っていた傘を掲かかげた。

　あれ、そうなのか。サイズ的にてっきり俺のだと思ったけど……。

　んん……？　ということは、まさか俺の傘を忘れてきた？

　しっかりものの藤花が、そんな初歩的なミスをするだろうか……？

　まあ、考えてもわからん。やはり率直に訊ねた。

「じゃあ、俺の傘は？」

「これです」

　同じ傘をもう一度掲げた。

「……え、ふたりで一本なの？」

「はい。ダメですか？」

「……いや、ダメってことはないけど、ふつうはひとり一本でしょ」

「え、そうなんですか？」

「まあ、たぶん……」

　目をぱちぱちさせる藤花に、俺は自信が揺らぎ歯切れ悪く答えた。

　え？　もしかして俺がおかしい？

　お金持ち界かい隈わいでは傘といえばふたりで一本、と相場が決まっているのだろうか。

　いや、さすがにそんな面倒なことはしないと思うけど……。

「でも、クラスメイトの黒くろ河かわさんが言ってましたよ」

「なんて？」

　藤花はほんのりと頰ほおを染め、恥ずかしそうに言った。

「……あ、愛し合っている男女は、傘を共有するものだって」

　あー、はいはい。

「相合い傘ね」

「それですっ」

　パッと表情を明るくして、藤花は力強く言い切った。

「先生とわたしは愛し合っているので、傘は一本しか使っちゃいけないんです」

　いや、いけないってことはないけども……。

　でも、藤花の意図は理解できた。

　要するに、俺と相合い傘をしてみたかったのだろう。

　だから電話であんなふうに言っていたのか。いじらしくてかわいいなー。

「……それとも、先生はわたしと相合い傘をするのは嫌ですか？」

「そんなわけないだろ」

　不安そうな瞳ひとみを向けられて、即座に否定する。

「愛する人と相合い傘とか最高じゃん。一度やってみたいと思ってたよ」

　これはでまかせではなくマジだ。

　自転車のふたり乗り（違反）と並んで、憧れの青春イベントである。

「……先生は、これまで誰かと相合い傘をしたことないんですか？」

「ないよ」

　ほんと、悲しいくらいまったくなかった……。

「藤とう花かはある？」

「あ、ありませんよっ、あるわけないじゃないですかっ」

　問われること自体が心外とばかりに、激しく首を横に振る藤花。

「じゃあ、お互いはじめてだね」

「はい。先生の『はじめて』をいただけて光栄です」

「俺も」

「ふつつかものですけど、よろしくお願いします」

　ぺこりと頭をさげてくれる。綺き麗れいな所作で、髪の毛がさらりと流れた。

　たかが相合い傘でおおげさだけど、お嬢さまって感じがしてグッときた。むろんいやらしい意味ではない。自分には欠けている品のよさに、純粋な魅力を覚えるのだ。

　……ただ、いよいよ誤解を招きかねない会話になってきた。

　通報される前に帰路につこう。

　相合い傘は男が持つものだと主張して、藤花から傘を受け取った。

　右手で傘を開く。すると、藤花は左手にある袋が気になったようで訊たずねてきた。

「そちら、さきほど買った資料ですか？」

「そうだよ。資料っていうか、だいたい趣味の本だけど」

「なるほど。大きいおっぱいのやつですか？」

「それ以外もあるけどね」

「ふふ、そうですか。いいものがたくさんあったようでなによりです」

　藤花は小さく笑みをこぼし、「おつかれさまです」と労ねぎらってくれた。

　むろんこれは皮肉ではなく本心だ。

　俺が好きなものを買えば買うほど、藤花は喜んで褒ほめてくれる。

　ほんと、ロリのヒモって最高だわ。

「では、袋はわたしに持たせてください」

「いや、地味に重いから大丈夫。それより藤とう花かは俺の右腕を死守して」

「──わかりました。文化遺産が濡ぬれないようにがんばりますっ」

　文化遺産て。

　まあ、たしかに著名な漫画家なら、その表現も正しいと思うけど。

　などと苦笑していると、気合い充分の藤花が俺の右腕にぎゅっと抱きついてきた。

　やわっこくて、あったかい。めっちゃやすらぐ。

　晩秋になり吹きつける風が冷たくなっても、ロリの体温はいつだってぽかぽかだ。

　この感触を再現した『ロリカイロ』とか商品化したら大ヒット間違いなしじゃないだろうか？　あたたかいどころか派手に炎上するかもしれないが。

　ともあれ、完璧な相合い傘で歩き出す。

　藤花に合わせて普段よりもゆっくりとした歩調を心がけた。

　ぽつぽつと傘にあたる雨の音。車が水しぶきをあげる音。浅い水たまりを進む足音。

　これまで気にしたことのない、なんでもない日常の音が妙に心地よかった。

　赤信号で足を止める。藤花がにっこりと微笑ほほえみ、上うわ目め遣づかいでこちらを見つめてきた。

「楽しそうだね？」

「えへへ、それはもう。先生といるといつも新しい発見があります」












「発見？」

「はい」

　藤とう花かはうなずいて、

「お金なんてかけなくても、傘一本あるだけで、とても幸せな気持ちになれるんですね」

「……そうだな」

　本当にそう思う。

　どれだけ生活レベルがあがっても、こういう気持ちはいつまでも大切にしておきたい。

　信号が青に変わる。またゆっくりと歩きはじめる。

　すれ違う人と傘がぶつからないように、横断歩道を渡りきった。

　しばらく無言が続いて、藤花がおもむろに口を開く。

「先生」

「ん？」

「わたし、雨ってあんまり好きじゃなかったんです。傘で片手がふさがったり、手荷物が濡ぬれないように注意したり、とにかくわずらわしいと思ってました」

「俺も」

「でも、今日だけですっごく好きになりました」

「俺も」
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　藤花と相合い傘をした翌日。天気は引き続き雨である。

「おじゃまするわ」

　雨に対しての見方が変わったとはいえ、さすがに二日連続で出かけたいと思うほどではなく、いつものようにベッドでごろごろしていると、制服姿の千ち鶴づるがやってきた。

「あれ、ひとり？」

「……なによ、あたしだけじゃ不満？」

　藤花と紗さ奈なの姿が見えなかったので訊たずねると、千鶴は露ろ骨こつに顔をしかめた。

「いや、そんなことはないけど、とりあえず気になるじゃん」

「藤花と紗奈は仕事よ。てか、いない時点でそれくらい察しなさいよ」

　だいぶ素っ気ないが、きちんと答えてくれた。

　ちなみに麻ま耶やさんはいつもどおり下で作業している。

「……それより、ちょっと訊ききたいことがあるんだけど」

　千鶴がベッドにあがり、ずずいと膝ひざ立だちで迫ってきた。

　あきらかに不機嫌そうな口調と表情に、俺はすこし身構える。

「え、なに？」

「…………」

　しかし、こちらをにらみつけるばかりでなかなか口を開かない。

「なんだよ？」

　戸惑いがちに再度問う。

　まっすぐ見つめて、「遠慮せずになんでも訊きいてくれ」と続けた。

「……っ」

　わずかに頰ほおを染めて千ち鶴づるは目をそらす。

　なにやら言いにくい話題のようだ。急せかすのはやめて辛しん抱ぼう強く待つ。

　やがて、おずおずとした調子で切り出してきた。

「……き、昨日なんだけど」

「うん」

「……と、藤とう花かと相合い傘したって、本当？」

「え？　ああ、本当だよ」

「……ふーん」

　うなずくと、千鶴はくちびるをとがらせた。

　なにやら意味深な『ふーん』である。言いたいことがあるのは明白だ。

　千鶴は藤花や紗さ奈なと違って素直じゃない。

　傷つけないよう丁寧に、本音を探ってあげなくては。

　といっても、会話の流れからおおよその見当はつく。

　おそらく、自分も相合い傘をしてみたいのだろう。

　例の黒くろ河かわさんの影響で、クラスではかなり特別なこととして認識されてるっぽいし。

　なにより千鶴は俺のことが大好きだ（たぶん）。

　そのうえ負けず嫌いなので、藤花に対抗心を燃やしても不思議じゃない。

　だけどうまく甘えることができず、俺からの言葉を待っている。

　だいたいそんなところか。

　ただ、間違っていたらとんだ勘違い野郎になってしまうので、

「相合い傘がどうかした？」

　と、軽いジャブを入れてみる。

「……べつに、なんでもないわよ」

　千鶴はそっぽを向いたまま答えた。

　しかし、わずかに動揺があったのをプロである俺は見逃さない。

　なんのプロかといえば、それはもちろんロリのヒモだ。

　視線を窓のほうに向けて、ぽつりとこぼす。

「そういや今日も雨だな」

「……そうね」

「そんななか悪いけど、ちょっとコンビニまで付き合ってくれない？」

「はあ？　なんでよ？」

「いや、なんか小こ腹ばらが空すいたから、テキトーにお菓子でも買ってもらおうと思って」

　むろんこれは建前だ。家政婦さんがお茶菓子なども補充してくれるため、わざわざ出かける必要はない。

「……あたしが払うの前提なのね」

　千ち鶴づるはあきれたようにこぼした。

「ダメ？」

「……まあ、どうしてもって言うなら、べつにいいけど」

「どうしても千鶴と一緒にコンビニに行きたい」

「……だったらそのだらしない部屋着をどうにかして」

「了解」

「──って、いきなり脱ぐなバカっ！」

　赤面した千鶴に叱られつつ、俺はちゃちゃっと支度を済ませた。

　麻ま耶やさんに一声かけて、ふたりで玄関を出る。

「ああ、千鶴はいいよ」

　傘立てに手を伸ばそうとした千鶴を制した。

「……いいって、なにが？」

「俺の傘に入れてあげるから、持つ必要がないってこと」

　得意げにそう告げると、千鶴は小さくため息をついた。

　そして、ジト目をこちらに向ける。

「ねえ、ひょっとしてあんた、なにか勘違いしてない？」

「え？」

「あたしべつに、相合い傘したいとか思ってないから」

「……そうなの？」

「当たり前でしょ！　ハルなんかと相合い傘してなにが楽しいのよ！」

　目を瞬またたかせて返すと、千鶴が顔を真っ赤にして怒りだした。

　どうやらどこかで選択肢を間違ったらしい……。

　千鶴ルートの難しさを痛感しつつ、俺は遠慮がちに確認する。

「でも、愛し合っている男女は傘を共有するものだろ？」

「──っ……は、ハルはあたしのこと愛してるの？」

「もちろん。心の底から愛してるよ」

「……うぅ……ほんとにもう、この男は……」

　胸を張って断言すると、千ち鶴づるは悔しげにうなった。

「千鶴だって俺のこと好きだろ？」

「う、うるさいわね！　そんなこといちいち言わせないで！」

　えぇー、人には言わせといて理不尽な。

　でも、否定しない時点でほとんど認めたようなものである。

　であれば遠慮はいらない。積極的に攻めてやるぜ。

「素直じゃないのが千鶴のかわいいところだけど、ふたりきりのときくらいは素直に甘えてもいいんだぞ？」

　と言って、頭をなでようとする。が、乱暴に振り払われた。

「だから、そういう上から目線がむかつくのよ！　子ども扱いはやめて！」

　……そうか。そこが失敗の原因か。

　拒否されたことにすこしショックを受けつつ、千鶴の言い分に納得する。

　俺は好意でやっているつもりだったけど、千鶴は施されていると感じたのか。

　それはたしかに、気に入らないわな。

　実際、俺の態度もよくなかった。

　好かれていることにあぐらをかいて、身のほども弁わきまえず調子に乗っていた。

　千鶴の言うとおり、勘違いしていた。

『傘に入れてあげる』だって？　なんだその言い草は。アホか。

　お願いするのはこちらのほうじゃないか。

　誠意をこめて頭を下げた。

「ごめん。そんなつもりはなかったけど、気を悪くさせたなら謝るよ」

「…………」

「そのうえでわがままを言ってもいい？」

「……なによ？」

「俺と相合い傘をしてくれ」

「──っ」

　千鶴は息をのみ、もじもじと上うわ目め遣づかいでこちらを見つめる。

「…………そ、そんなに、あたしと相合い傘したいの？」

「したい」

「…………もう、しょうがないわね」

　千鶴はこれ見よがしにため息をつき、

「そこまで言うなら、特別に甘やかしてあげるわ。本当に特別だからね！」

　と、言ってくれた。

　よかった。今度はちゃんと正解できたみたいだ。

　ほっと胸をなでおろし、手にした傘を広げながら誘う。

「ありがとう。それじゃあ行こうか」

「……ちゃんとあたしが濡ぬれないように持ちなさいよ」

　尊大に告げて、千ち鶴づるが右隣に入ってきた。

「いや、濡れたくないならもっとくっついてよ。腕を組むくらいでちょうどいいから」

　絡めやすいよう右腕をあげる。

「……し、仕方ないわね」

　千鶴は恥ずかしそうにしながらも、素直に言うことを聞いてくれた。

　ぎゅっ。華きや奢しやな腕だけでなく、ぷにっとした上半身が押しつけられた。

　あー、あったかい。これで冷たい雨もへっちゃらだ。

　昨日と同じくゆっくりとした歩調を心がけて、最寄りのコンビニまでやってきた。

　チョコ系とスナック系の菓子をいくつか見繕って会計をする。千鶴がサイフを出したことに店員さんはすこし戸惑っていたが、なにか言ってきたりはしなかった。基本引きこもりだからコンビニにもあんまり来ないけど、頻ひん繁ぱんに通ってたら顔を覚えられて『バイト先の常連にＪＳにお菓子を買わせてるクズがいる件』とかネットで書かれそうだな……。

　なんてどうでもいいことを考えながらコンビニを出る。袋はもちろん俺が持った。

　ふたたび相合い傘で家路につく。

　その半ばほど、横断歩道の手前で千鶴が唐突に足を止めた。

「……ねえ、ちょっと待って」

「ん、なに？」

「その……やっぱあたしも、お菓子を買いたい」

「え、さっき買ったやつじゃダメ？」

「ダメ。あとさっきのところじゃなくて、べつのコンビニがいい」

「まあ、いいけど」

　このへんコンビニなんていくらでもあるし、たいした手間でもない。

　ただ、言うまでもなくお嬢さまの舌は肥えている。いくら昨今のコンビニがハイレベルとはいえ、千鶴がこだわるほどのものがあるのかと、純粋に興味を持った。

「そんなにほしいお菓子があるの？」

「…………うるさいばか」

　千鶴は横を向いて不満そうに言った。

「いいからなにも言わずに行けばいいの、グズ」

「……はい、わかりました」

　罵ば倒とうされる理由は謎だけど……仰おおせのとおりに致しましょう。

　新たなコンビニに足を向けた。

　二十メートルほど歩いたところで、千ち鶴づるがぽつりとつぶやいた。

「…………その……一回だけ、言ってあげる……」

　これは大事なことだと本能で感じとり、俺は全力で耳を傾ける。

　千鶴は耳まで真っ赤に染めて、ささやくような声で言ってくれた。

「…………あたしも、ハルのこと…………大好きだから」

　一瞬なんのことかと思い、さきほど聞きそびれた答えだと気づく。

　そして、遅ればせながら千鶴の意図にも気づき、自分の無ぶ粋すいさを反省した。

「千鶴」

「……なによ」

「雨ってどう思う？」

「…………ハルみたいって思う」

「？　そのこころは？」

「鬱うつ陶とうしい……けど、きらいじゃないわ」

「いいね、座布団一枚」

　それからコンビニを経由して家までの道のり。

　どんなお菓子でも味わえない、甘い時間を堪たん能のうした。
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　千ち鶴づると相合い傘をした翌日。

　降り続いていた雨はあがり、数日ぶりの晴天である。

　だからといって俺が活発になるかというと、むろんそんなことはなく。

「にいさまー、黒こく衣いのデビルキャットこと紗さ奈なちゃんが来たにゃー」

　ベッドでだらだらしていると、制服姿の紗奈がネコの手を振りながら登場した。

「おー、今日は紗奈ひとりか」

「そうにゃ。藤とう花かと千鶴がお仕事のおかげで、にいさまとふたりきりを満喫できるにゃ」

　嬉うれしそうに笑って、紗奈はベッドにあがってくる。

　そのまま俺の隣に座り、こてんとしなだれかかってきた。

　人肌が落ち着くのか、幸せそうな吐息をもらしている。

　ナチュラルに甘えん坊というか、紗奈はロリっ娘こ三人組のなかでもっとも遠慮がない。

　そのくせ実は人見知りだ。だからこそ心を開いた相手にはとことん甘えるのだろう。

　つまり、かわいい。でも、センスは残念である。

「ところで『黒衣のデビルキャット』ってふたつ名、若干ダサくない？」

「にゃ……」

「だいたい今日は制服だから黒衣じゃないよね？」

「……それは、あれにゃ。ノリで言っただけにゃ。べつにぼくも本気でかっこいいとは思ってないにゃ」

　紗奈はすねたようにくちびるをとがらせた。

　ノリでふたつ名を言っちゃうあたりがまた残念なんだけど、その残念さが愛いとおしい。

「……それよりにいさま、ちょっと訊ききたいことがあるにゃ」

　俺からすこし離れて、紗奈がジト目を向けてくる。

「なに？」

「おとといは藤花と、きのうは千鶴と、愛の儀式をしたってほんとにゃ？」

「……いや、儀式なんてしてないけど」

「しらばっくれても無駄にゃ。ネタはあがってるにゃ」

「──ああ、もしかして相合い傘のこと？」

「最初からそう言ってるにゃ」

　ぜんぜん言ってないわ。というツッコミはこの際おいといて……。

「それなら本当だよ」

「……にゃふーん」

　肯定すると、紗さ奈なはネコパンチ（弱）を俺の脇腹に繰り出してきた。

　しかも連打。痛くはないけど、くすぐったいのでやめてほしい。

「なんだよ。言いたいことがあるならはっきり言え」

「……ずるいにゃ」

「ずるい？」

「ぼくもにいさまと儀式したいにゃ」

　おう、本当にはっきり言ったな。素直でよろしい。

　俺は頰ほおをゆるめて、紗奈の頭をなでなでした。

「わかったよ。それじゃあ今度雨が降ったら儀式しような」

「今度じゃなくて、今日してほしいにゃ」

「え、でも今日はめっちゃ晴れてるぞ？」

「問題ないにゃ。すぐ出かけるから準備するにゃ」

　まあ、紗奈のお願いなら断ったりはしないけど。

　言われるがまま身支度を整える。例によって麻ま耶やさんに一声かけて、玄関を出た。

　気持ちのいい快晴。気温もちょうどよく、絶好の散歩日和びよりって感じだ。

「にゃうう……やっぱり汚染された外は、紫の波動がきついにゃ」

　手のひらを太陽に向けてうなる紗奈。

　紫の波動って……ああ、紫外線ね。納得していると、紗奈がシリアス顔で言う。

「にいさま、このまま進むのは危険にゃ」

「まじか、どうしたらいい？」

「あれを使うにゃ」

　わざわざ用意してきたのだろう。傘立てには黒くてフリフリの傘があった。

　紗奈はそれを手に取り、バサッと開く。

　なるほど。日傘か。それなら雨じゃなくても相合い傘ができるな。

　たしか紫外線は夏が一番多くて、この季節ならそうでもなかったはずだけど……。

　まあ、重要なのは雰囲気である。

　野や暮ぼなことは言わず、俺は目を見開いて叫んだ。

「──そ、それは伝説のっ！」

「そうにゃ。紫の波動をさえぎる魔導具にゃ」

「さすが紗奈だ。これさえあればどこにだって行けるな」

「にゃん」

「ちなみに、こっちのやつじゃダメなの？」

　べつの傘を指さす。紗奈は首を横に振った。

「それは魔導コーティングされてないからダメにゃ。一分も持たないにゃ」

　あー、そうくるか。いいね。コーティングって響きは個人的に好きだ。

「つまり、ちゃんとしたのはそれだけってことだな？」

「そのとおりにゃ。だからふたりで使うにゃ」

「わかった。俺が持ってもいい？」

「……これを扱うにはそれなりの技量が必要にゃ。ちょっとのミスが命取りになりかねない……その覚悟があるにゃ？」

「ある。俺はぜったい紗さ奈なを守る」

「…………ほんとにゃ？」

「ああ。この命に代えても、愛する人を守り抜いて見せる！」

「…………わかったにゃ」

　紗奈はぽっと頰ほおを赤らめ、俺に傘を差しだす。

「この魔導具とぼくの命、にいさまに託たくすにゃ」

「まかせとけ」

　俺は力強くうなずき、傘を受け取った。

　なんとなく、聖剣のごとく高々とかかげてみる。

「……にいさま、かっこいいにゃ」

　きらきらと目を輝かせ、紗奈は俺に寄り添った。

　右側からじんわりとロリ熱が伝わってくる。

　魔力をもらっているような気分になり、なかなか愉ゆ快かいだった。

「で、目的地はどこ？」

「んー、そうにゃあ……。とりあえずパブリックガーデンを探索するにゃ」

「了解」

　即座に『公園』と訳して、俺たちは足を踏み出した。

　若者とネコミミ美少女。晴れの日に相合い傘。しかもフリフリの日傘。

　これだけのコンボが決まれば目立つのは必然である。

　ほぼ確実にすれ違う人からの視線を感じた。

　あまり気持ちのいいものではないが、紗奈は特に気にしていないようで、

「にゃあにゃあ、にゃにゃにゃー、にゃあにゃー、にゃーん♪」

　と、某ゲームのＢＧＭを楽しげに口ずさんでいた。

　決してうまくはないけど、耳が幸せである。サントラにしたい。

「そういえば、なんであの人たちは傘──魔導具がないのに大丈夫なんだ？」

　数十メートル先の通行人を指さし、素朴な疑問をぶつけてみる。

「にいさま、なに言ってるにゃ？　大丈夫なわけないにゃ」

「え、そうなの？」

「にゃあ。あの人たちはとっくにグール化してるにゃ。もう、手遅れなのにゃ……」

　紗さ奈なはかぶりを振り、重々しい口調で言った。

　なんと、そういう世界観だったのか。紫の波動ぱねえ……。

　と、そんなことを話しているうちに『パブリックガーデン』に到着する。

　以前バレーの特訓をやって、警察のお世話になったところだ。まわりに花壇があるのはいいけれど、遊べるスペースは狭く、遊具はすべり台しかない。身もふたもない言い方をすればしょぼい。でも、おかげで先客はおらず静かなものだった。

「どうする？」

「あそこに座って観測するにゃ」

「なにを？」

「世界を」

　スケールがでかい。しかし断る理由もないので、ベンチに並んで腰をおろした。

　もちろん傘魔導具は展開したままだ。

　そして世界を観測しながら雑談に興じる。

　最近読んだラノベとか、今期のアニメとか、要するに他た愛あいもないことだ。

　でも、それがとても楽しかった。

　同じ目線で、オタクコンテンツを語り合える仲間は貴重である。

　藤とう花かは俺のことを尊敬しすぎていて、ほかの作品への評価が辛いし……。

　千ち鶴づるはいろいろ付き合ってくれるけど、あんまりオタク趣味はないし……。

　麻ま耶やさんはそもそも冷たいし……。

　夕ゆ莉りちゃんとはそれなりに語れるんだけど、だいたい途中で説教されるし……。

　だからやっぱり、オタトークをするなら紗奈が一番だ。

　べつに公園じゃなくて家でもできるじゃん、なんなら家のほうが快適じゃん、と思わなくもないけれど、たまにはこういうのもいいなと思った。

　あっという間に時間が過ぎて、気がつくと世界はすっかり夕焼けに染まっていた。

　俺の肩に小さな頭を預けて、紗奈がうっとりとつぶやく。

「美しいにゃ……」

「ああ、ずっと観測していた甲か斐いがあったな」

「……かんそく？　なんのことにゃ？」

「紗奈がしようって言い出したんだろ」

　きょとんと小首をかしげてんじゃねーよ。俺がアホみたいじゃん。

　まあ、かわいいから許すけど。

「……ちょっと寒くなってきたにゃ」

　紗奈が両腕をさする。

　たしかに気温が下がり、風が冷たく感じられた。

「じゃあ、そろそろ帰るか」

「……まだ帰りたくないにゃ」

　立ち上がろうとしたら、紗さ奈なが名残惜しそうに裾をつかんできた。

「にいさまと、夜の観測もしたいにゃ」

　……気持ちはわかるけど、そういうわけにもいかない。

「それはまたの機会にしよう。もし紗奈に風邪を引かせたら麻ま耶やさんに殺されちゃうし」

「にゃあ、たしかに。にいさまに風邪を引かせたら、藤とう花かと千ち鶴づるに死ぬほど怒られちゃうにゃ……」

　ご理解いただけてなによりだ。

「でも、にいさま。ここで重大な問題が発生してるにゃ」

　いかにも深刻そうな顔つきで、紗奈は言った。

「え、なに？」

「魔力が切れて、家まで歩けそうにないにゃ……」

　えー、近いんだからがんばれよ。

　と、ふつうならさとすところだけど、プロのヒモはそんなつまんない手は打たない。

　全力で乗っかる。

「それは重大だな……俺はどうしたらいい？」

「……ぼくを置いて、にいさまひとりで帰還するにゃ」

「バカ！　そんなことできるわけないだろ！」

「……でも、無理なものは無理にゃ」

「無理じゃない！　命に代えても守るって約束しただろ！」

「…………にいさま、そんなにぼくのことが好きにゃ？」

　大きな瞳ひとみをうるうるさせて、紗奈が問いかけてくる。俺は即答した。

「当たり前だろ！　紗奈を見捨てるくらいなら死んだほうがマシだ！」

「…………ありがとにゃ」

　紗奈はそっと目元をぬぐい、意を決したように告げた。

「実は、ひとつだけ方法があるにゃ」

「……というと？」

「まず、魔導具はぼくが持つにゃ」

「わかった」

　魔導具を紗奈に手渡し、続きをうながす。

「それで？」

「にいさまはぼくを持つにゃ」

「…………え？」

「お姫さまだっこで連れて帰ってほしいにゃ」

「…………」

　そうきたか。さすが遠慮を知らない甘えっ娘こだ。

　まあ、しょうがない。ここまでネタ振りしておいて断ったらヒモの名折れである。

　俺の頼りない筋肉でも、うちまでくらいなら持つだろう。

　そう決心して、紗さ奈なの背中と膝裏に手を回す。

　ご要望どおりお姫さまスタイルで抱きあげた。

「これでいいか？」

「にゃあ、さいこーにゃ♡」

　俺の首にしがみつくよう手を回して、紗奈は満面の笑みを浮かべた。

「しっかりつかまってろよ」

「かしこまりにゃ」

「あと、万が一通報されたらちゃんと弁護してくれな」

「もちろんにゃ」

　よし。それじゃあ腕が疲れる前にとっとと帰ろう。

　公園を出て、最短ルートを歩いていく。












　…………それでも思ったよりきつい。

　ヒモとしてやはり筋トレをするべきか……。

　もうそろそろ家が見えてくる、というあたりで俺は口を開いた。

「紗さ奈な。ひとつ頼みがある」

「なんにゃ？」

「お姫さま抱っこしたことは、みんなには秘密にしてくれ」

　藤とう花かと千ち鶴づるにバレたら、ぜったい自分にもしてくれって騒ぐだろうからな……。

　情けないと思うが、これを三人ぶんはさすがに勘弁願いたい……。

「わかったにゃ。ぼくたちだけの秘密にゃ♡」

　紗奈は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、ぎゅうっと強く抱きついてきた。

「にいさま」

「ん？」

「相合い傘って素敵な文化があって、心からよかったと思うにゃ」

「そうだな」

　果たしてこの状態が相合い傘と言えるのか……？

　という疑問はあったけれど、俺は苦笑しながらうなずいた。
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　十一月下旬のある日。二階のリビングのソファにて。

　俺とロリっ娘こ三人組は、なんとはなしにテレビを観みていた。

　右に藤花、左に千鶴、膝の上に紗奈。

　俺たちのなかではすっかり恒例となっているロリ鑑賞システムである。

　流れているのは情報系バラエティ番組で、かわいい動物の特集だった。

　生後数ヶ月のパンダに『ほう』と息をもらす。

「うーん、やっぱあざといけどかわいいなー」

　そりゃ客も寄ってきますわ。

　パンダに限らずだけど動物の赤ちゃんないし子どもは、だいたいまるっとしたシルエットをしている。まるくて小さいものをかわいいと思うのは人間の本能的なものだろうし、たとえば漫画でマスコットキャラを作る際も、意識しておいたほうがいいだろう。

　逆にひょろっとしていたり、わさわさっとしている虫とか爬は虫ちゆう類るいには嫌けん悪おを覚える。

　これはこれで敵キャラとかを作る際には参考にしたい。

　まあ、もちろん好みにもよるけども。

　世の中にはカマキリやヘビをかわいいと本気で思っている人もそれなりにいる。

　ヒトってやつは多様性のある種族だ。だからこそ繁栄したのだろう。

　……その多様性が原因で、いつか滅びるかもしれないけども。

　なんてちょっと皮肉なことを考えていると、藤とう花かが口を開いた。

「先生って動物がお好きなんですか？」

「んー、まあ、人並みって感じかな」

　すべての動物に愛情を注げる自信はないけれど、イヌやネコをはじめとしたもふもふできそうなやつはたいてい好きだ。

「もしご希望がありましたら、ペットを飼ってもいいですよ？」

「いや、それはいいかな」

　命を扱うってことは、当然そこには責任が伴う。

　気楽なヒモにはなかなかしんどいことだ。

「てか、ハルに生き物を飼うなんて無理でしょ。ハル自身がペットみたいな生活を送ってるんだから」

　と、千ち鶴づるが言う。まさしくそのとおりである。

「にいさまにはぼくがいるから、ペットなんていらないにゃ」

　膝上の紗さ奈ながこちらを振り向き、にゃんにゃんと甘えてきた。

「そうだなー。おーよしよし」

「にゃーん♡」

「──あ、紗奈！　ずるいですよ！」

「──そ、そうよ！」

　紗奈の頭や背中をわしゃわしゃなでると、藤花と千鶴が猛然と抗議した。

　そんな親友たちに、紗奈は挑発的な笑みを浮かべる。

「にゃふふ、悔しかったらふたりも魂のネコと契約を交わすにゃ」

「「──っ」」

　ふたりは言葉に詰まり、真剣に悩みはじめた。

　しかし、ネコとの契約はそう簡単にできることではない。

　特にプライドの高い千鶴にはハードルが高いようで、顔を赤らめて葛かつ藤とうする。

「うぅ……そんな恥ずかしいこと……でも……」

　対して、藤花の決断は早かった。

「それで先生にかわいがっていただけるなら……」

　真剣な瞳ひとみがこちらを向く。

「先生！」

「ん？」

「先生が一番好きな動物はなんですか？」

「え……なんだろう」

「ネコより好きなやつがあれば教えてください」

「──にゃっ!?」

　藤とう花かの問いに紗さ奈なが珍しく動揺する。

「……にいさまは、ネコが一番じゃないにゃ？」

「んー……いや、自分でも意外とわかんないな」

　身近な動物なだけあってネコは確実に上位だけど、イヌやハムスターだって好きだし、インコとかフクロウとかの鳥類だって捨てがたい。ほかにもウマはカッコイイし、ゾウとかキリンは間近で見ると迫力やばいし、イルカに乗ることへの憧れもある（実際にやるとなると恐怖のほうが上回るだろうが……）。

　つまりそのときの気分による、というのが正直なところだ。

　とはいえ、それでは回答として面白みに欠ける。

　べつの視点──漫画描きの目線で考えてみよう。

　すなわち、美少女化したときにもっとも漫画にハマるのはどの動物か……？

　動物にはそれぞれイメージがある。

　たとえばイヌは従順、ネコは気まぐれ、キツネはずる賢い、イカはゲソ……。

　その属性を付与するのは、キャラクターを立てるにはとても有効な手段だ。

　考えてみれば当たり前のことで、美少女と動物のかわいいところが掛け合わされば、そりゃ超かわいいに決まっている。

　実際、オタク業界では数え切れないほどの擬人化キャラが生み出されてきた。

　むろんなにがベストかなんて一概には言えないけど……。

　自分の好みくらいは把は握あくしておいて損はない。

『自分の性癖を作品にぶつけろ』

　というようなことは、売れている漫画家さんもよく言っているしな。

　よし、決めた。

「『第一回最強のロリアニマル決定戦！』を開催しよう」

「え？」「は？」「にゃ？」

　きょとんとする三人に概要を説明する。

「俺のコスプレコレクションには動物系もたくさんあるから、それをみんなに着てもらって、どの動物が俺の心に刺さるか検証するんだよ」

「なるほど、それはいいアイデアですっ」

「にゃあ、ぼくも賛成。いろいろ試して、ネコが一番ってはっきりさせるにゃ」

　藤花と紗奈はすぐに乗り気になってくれ、

「……まあ、動物の力を借りて戦うみたいな漫画もあるしね。取材として付き合うわ」

　千ち鶴づるも意外とあっさりそう言ってくれた。

「素直ににいさまにかわいがられたいって言ったらどうにゃ？」

「う、うるさいわね！　そういうんじゃなくてあくまで取材だから！」

　紗さ奈なにツッコまれて、千鶴が真っ赤な顔で反論する。

「まあまあ、やってくれるんなら動機はなんでもいいよ」

　俺は苦笑してなだめた。

「それより仲良くな。決定戦とは言ったけど、べつに対決形式じゃないから」

「あ、そうなんですね」

「ああ。今回は三人の力を合わせて、とことんかわいさを追求してくれ」

「わかりました」

　藤とう花かはにっこりと微笑ほほえみ、ふたりのほうを向く。

「わたしたちは仲間です。先生のためにもがんばりましょう」

「……ええ」「にゃあ」

　千鶴は照れくさそうに、紗奈は明るい笑顔でうなずいた。

　これぞ約束された勝利のロリチーム。

　どんなアニマルを見せてくれるか楽しみだ。







　というわけで。

　俺の部屋に移動して、三人にはさっそくウォークインクローゼットで着替えてもらう。

　わくわく感を高めるために、どういう順番でなにを着るかはおまかせにした。

　しばらくして、ドアがゆっくりと開かれる。

　もっふりとした白黒の衣装。

　トップバッターはさきほどテレビでも観みた人気者、パンダだった。

「──おお、かわいい！」

　予想以上に似合っていて、俺のテンションは一気に最高潮に達する。

「ふふ、ありがとうございます」

「……ちょっと動きにくいわね」

「笹ささがたべたいパン」

　三人はモコモコの手足をぱたぱたさせた。

　やばい。愛くるしいにもほどがある。

　これ、いきなり最強でちゃったんじゃないか……？

　まばたきも忘れる勢いで見入ってしまった。

「……てゆーか紗さ奈な。パンダの鳴き声って『パン』ではないでしょ」

「こういうのは雰囲気でいいパン」

　千ち鶴づるがあきれたようにツッコむと、紗奈は堂々と答えた。

　まあ、わかりやすさは大事だ。

　某アニメのモンスターも種族名を鳴き声にしてるしな。

「でも、実際の鳴き声はどんなのでしょう？」

「あー、たしかにちょっと気になる」

　藤とう花かの疑問を受けて、俺はスマホで検索してみた。

　都合よく音声ファイルが出てくる。再生。

『キャウウン、キャイイン、キャンキャン』

　と、思った以上に甲高い鳴き声だった。

「……なんだかイヌみたいですね」

「……あんまりかわいくないわ」

「……やっぱりパンのほうがいいと思うパン」

　微妙な表情で感想をもらす三人。

　動画もあったので、今度はそちらを再生してみる。

『フメメメメメメメメメメッ』

　なんとも言いがたい、ちょっと不気味な鳴き声だった。

「……強いて言えば、ヒツジに似ているでしょうか？」

「……あんまりどころか、ぜんぜんかわいくないわね」

「……これなら、知らないほうがよかったパン」

　ますます苦い表情になる三人。

　パンダに罪はないが、いささか期待はずれだった。

　聞かなかったことにして、もっとかわいらしい情報を集める。

　飼育員の脚にまとわりつく、子パンダの動画が見つかった。

　これは文句なしにかわいい。三人にも見せて真ま似ねしてもらう。

「えへへー、せんせー捕まえますパン」

「……なでなでとかしてくれてもいいわよ、パン」

「にいさま、げっとだパン」

　室内をテキトーに歩く俺の脚に、四よつん這ばいになった三人が抱きついてくる。

　たったそれだけのことなのに……これが超絶楽しかった。

　だって、本物のパンダより確実にかわいいもん。

　こんなパラダイスをひとりじめにしていたら、バチが当たるんじゃないだろうか。

　そうだ。写真、いや動画で記録して、麻ま耶やさんと夕ゆ莉りちゃんにも見せてあげよう。

　ロリのＡＶアニマルビデオである。

　きっと大喜びで感謝してくれると思い、スマホのカメラアプリを立ち上げた。

「──ちょっと、なにしてるの？」

　レンズを向けると、千ち鶴づるが顔をしかめてとがめてくる。

「動画の撮影」

　録画を開始して正直に答えた。盗撮はよくないからね。

「はあっ？　ちょ、恥ずかしいからやめて！」

「いいじゃん。麻ま耶やさんと夕ゆ莉りちゃんにしか見せないから」

「そういう問題じゃないわよ！」

　千鶴は声を荒らげると、顔を隠かくすようにうずくまった。

　おっと、どうやらガチでＮＧみたいだ。これはいかん。

「……ごめん。そこまで言うなら撮らないし、いま撮ったぶんも削除するよ」

　俺は録画を止めて反省の意を示した。

　すると、左右の脚から声がかかる。

「にいさま、ぼくは撮影ＯＫパン」

「わたしもいいですよパン」

「え、ほんと？」

「パン」「パンです」

　ふたりは笑顔でうなずいた。

　パンの使い方が若干謎だし、単体だと小麦粉を焼いたやつみたいに聞こえるけど……。

　これは嬉うれしい。お言葉に甘えて、録画を再開させてもらった。

　かわいい表情や仕草を引き出すため、頭をはじめ身体からだのあちこちをなでなでする。

「あははっ、先生っ、そこはくすぐったいですっ、パン」

「ぱ～ん♡　にいさま、すごくきもちいいパン」

　ジタバタしたりぽーっとしたり、さまざまなリアクションを見せてくれた。

　これは期待以上にいい画えである。

　クリエイターの血が騒ぎ、俺は夢中になって撮影した。

　数分ほど経たったところで、モフッと背中を叩たたかれる。

「ちょっと！　いつまで撮ってるのよ！」

「大丈夫。千鶴は映らないようにしてるから」

「そ、そうじゃなくて！　あたしにもすこしは構ってよ！」

　む、それもそうだ。ロリたちのあいだで差をつけるのはよくない。

　と思ったのだが、藤とう花かと紗さ奈ながたしなめるように言った。

「千鶴、それはわがままだと思いますパン」

「そうパン。撮影がダメなら、せめてにいさまの邪魔はしないでおとなしくしてるパン」

　まあ、もともと俺のためにやってくれていることだからな。

　仲間はずれにするつもりは毛もう頭とうないが、ふたりの主張もいちおう筋は通っている。

　千ち鶴づるも返す言葉がないようで、「うぅ……」とうなる。

　そして、上うわ目め遣づかいで俺を見つめた。

「……本当に、麻ま耶やさんと夕ゆ莉りちゃんにしか見せない？」

「ああ、約束する」

「…………だったら、あたしも撮っていいわ」

「おお、ありがとう！」

　許可をいただけたので、遠慮なく千鶴にスマホを向ける。

　少々ほったらかしてしまったぶん、丁寧になでまわした。

　千鶴は膝ひざ立だちで俺の腰に抱きつき、頰ほおを染めてはにかむ。

「もう、変なところはさわらないでよ……パン」

　注意する声音も実に穏やか。すっかりごきげんが直ったようでなによりだ。

「先生のためなら恥ずかしいことにも挑戦する……千鶴ならわかってくれると思いましたパン」

「ぼくたちみんな、にいさまのことが大好きパン」

　やわらかな笑みを浮かべ、藤とう花かと紗さ奈なは親友の勇気を称たたえた。

　かと思ったら一転、

「って、今度は千鶴ばっかり構いすぎですパン！」

「そうパン！　ぼくたちもまだまだ足りないパン！」

　俺の脚に額をぐりぐりとおしつけ、なでなでを要求してくる。

「はいはい。俺の手は二本しかないんだからそんな急せかすなよ」

　と苦笑して、じゃれついてくるロリパンダたちをめちゃくちゃモフモフした。







　パンダだけで一日中楽しんでもいいくらいだったが……。

　さすがにそれもアレなので、次の動物に着替えてもらう。

　二番手は動物園でも見かけるが、どちらかというと水族館の人気者、ペンギンだった。

「おー、これもかわいいな！」

　俺は掛け値なしに褒ほめ称えた。

　奇くしくもこちらも白黒だが、パンダとはまた違ったおもむきがある。

「えへへ、鳴き声はやっぱりペンですかね、ペン」

「……は、恥ずかしいんだから、またいっぱいなでなでしなさいよ」

「お魚たべたいペン♡」

　翼をぱたぱたさせて、よちよち歩きをするロリペンギンたち。

　泳ぎに特化したこの独特なフォルム……。

　愛くるしいとしか言いようがない。飽きずに何時間でも見てられるな。

　とはいえ、ほかにもたくさんの動物が控えている。

　適度に愛めでて撮影に満足できたら、やはり次の動物に着替えてもらった。







　三番手は主にサバンナに生息する百獣の王、ライオンである。

「がおーです♡」

「ふふ、ハルなんかぺろっとたべちゃうわよ？」

「ネコ科はぼくにおまかせガオ」

　それぞれ両手（この場合は前足？）を顔の横に持ってきて、肉食獣っぽく威嚇した。

　しかし迫力はまったくない。ただただかわいいだけだった。

　てか、鳴き声は『ガオ』なんだな。

　まあ、名前しばりにする必要もないし、わかりやすいからいいけども。

　わかりやすいと言えば、三人とも女の子だけど『たてがみ』つきである。

　シルエットだけでわかるのがいいキャラデザ、とか言われたりするけど、ライオンなんかまさにそうだ。たてがみというシンボルがあれば、多少ほかの部分が雑でもライオンだってわかる。逆にメスライオンだと、ほかのネコ科と区別がつかない。

　こういうシンプルでいて印象に残るデザインを、漫画でも描いていきたいものだ。

　……さておき。

　三つ目ともなると、動画にもバリエーションがほしくなる。

　どうすれば三人の魅力をより引き出すことができるだろう……？

　本物の動物と違うところはなにかと考え、単純な答えにたどり着いた。

　会話である。

　やや無む茶ちやぶりではあるが、動物になりきってインタビューを受けてもらうことにした。

　スマホを向けながら訊たずねる。

「えーと、それじゃあまずは、お名前と年齢を教えてくれるかな？」

「二に条じよう藤とう花かですガオ。十歳ですガオ♡」

「丹たん沢ざわ千ち鶴づる。おなじく十歳よ、ガオ」

「小こ森もり紗さ奈なガオ。一万二千と十歳ガオ」

　ひとり（一頭）だけ長寿すぎますね……。

　けどまあ、しゃべれるライオンって時点である種のファンタジーだ。

　ツッコむのも野や暮ぼだろう。むしろ個性的なアドリブは大歓迎である。

　三人の対応力に期待して、いろんな質問を投げてみよう。

「じゃあ、どういうオスライオンが好み？」

「んー、そうですねーガオ。狩りはわたしたちメスがしますので、群れのなかでどっしり構えて、みんなを楽しませてくれるオスが、個人的には素敵だと思いますガオ♡」

　と、まずは藤とう花かライオンが答えてくれた。

　そういやオスライオンって縄張りを守るだけで、狩りとかあまりしないんだよな。

　言ってみればヒモみたいなもんだ。つまり俺は百獣の王だった……？

　いや、もちろん実際はそんな簡単じゃないんだろうけど。

　ほかのオスとかと命がけで戦わなくちゃいけないわけだし。野生で生きるって大変だ。

「千ち鶴づるライオンは？」

「……あ、あたしはべつに、そういうのに興味ないけど……」

　千鶴はぷいっと横を向いて、もじもじと答えた。

「強いて言えば、やさしくて、頼りになることね……がお」

　これはかなりの直球だな。オスに求められる二大要素といっても過言ではない。

「紗さ奈なライオンは？」

「ぼくは、魔力が強いオスが好みガオ」












　今度は変化球すぎる……。

「あと、『にいさま』って呼びたくなるようなオスは、ポイント高いガオ」

　これも変化球ではあるけれど、魔力よりはずっとわかりやすかった。

　俺は「なるほど」とうなずき、冗談っぽく告げる。

「要するに三人とも、俺みたいなオスがタイプってことだな？」

「はいガオ♡」

「……悔しいけど、そうね……がお」

「どんぴしゃガオ♡」

　あっさり肯定されてしまった。

　あれー、すくなくとも千ち鶴づるはツッコんでくれると思ったのに……。

　俺に頼れる要素なんてあったっけ……？

　なんにしても、これはさすがにちょっと照れる。

　ささっと次の質問に移らせてもらおう。

「えーと、んじゃ、はじめて狩りをしたのはいつ？」

「まだしたことないですガオ」

「これからね、ガオ」

「もっとおおきくなったらがんばるガオ」

　追加でそんな感じの質問をいくつかして、ライオンのターンを終えた。







　それからゴリラ、クジラ、ヘビ、ユニコーン、ドラゴン……。

　と同じような要領で、さまざまなロリアニマルとふれあっていく。

　言うまでもなくどれも素晴らしくかわいかった。

　まじで、ヘビとかリアルだと超怖いけど、ロリたちの手にかかれば一発で萌もえキャラに仕上がるもんな。なにと合わせてもカワイイになる、万能の調味料って感じだ。

　最後のほうは空想上の生き物になっているが、漫画の参考にはむしろよかった。

　ドラゴン娘とか、オタク界かい隈わいではわりとメジャーだしね。

　仕事を終えた麻ま耶やさんが様子を見にきたのは、そのドラゴンのときだった。

　両りよう翼よくをバタバタはためかせ、炎を吐く真ま似ねをしている三人に一瞬で釘くぎづけになり、

「…………かわいい」

　と、率直な感想をもらしていた。

　おそらく思ったことをそのまま口にしたのだろう。

　思慮深い麻耶さんには珍しいことで、それだけ三人が魅力的ということだ。

　しばらく見入ってからハッと我に返りこちらを向く。

「……それで、今日はなにをしているんですか？」

　すました顔で口調も冷静だが、頰ほおがすこし赤らんでいた。照れているらしい。

　すげえからかってやりたい。

　けど、下へ手たにつついたら怒られるのは目に見えてる。

　紳士的に自じ重ちようして、ここまでの経緯をざっくりと話した。

「…………念のため聞きますが、いかがわしいことはしてないでしょうね？」

「当たり前だろ。なんなら証拠の動画もあるし」

　じっとりとした目つきの麻ま耶やさんに、スマホを振ってみせた。

「……録画していたんですか？」

「ああ」

「あとで必ずデータをください」

　目が本気だった。そこまで見たいのか……。

　であれば、ダメ元でちょっとふっかけてみよう。

「んじゃ、『ご主人さま、私にください』と言ったら渡してあげるよ」

「は？」

「すいません、無条件で提出させていただきます」

　目が超怖かった。殺意を敏感に感じ取った俺は秒で屈した。

　平和ボケした人間でも、生存本能はきちんと働くものなんだな……。

　そんなことを考えたりして、ドラゴンもひととおり堪たん能のうする。

　ふと時刻を確認すると、そろそろ夕飯時だった。

　思い出したように空腹を感じ、「次で最後にしようか」と告げる。

「はいドラ」「ええ、ドラ」「りょーかいドラ」

　三人は素直にうなずいた。

　そして、紗さ奈ながとことこと麻耶さんに歩み寄り、メイド服の袖をつまむ。

「麻耶さんも一緒にやるドラ」

「──えっ!?」

　突然のお誘いに目を見開く麻耶さんに、

「いいですねっ」「うん、せっかくだしね」

　藤とう花かと千ち鶴づるも笑みを浮かべて詰め寄った。

　一瞬にして築かれた、必殺のトライアングル。

　まともに血が通かよった人間であれば、この包囲網を脱出することは難しい。

「──い、いや、私は遠慮させていただきます。皆さんのように似合わないですし」

　麻耶さんは狼ろう狽ばいしつつもやんわりと断った。

　ロリたちに激甘のたわわメイドにしては、かなりがんばったほうである。

　しかし、一度拒否されたくらいであきらめるロリたちではない。

「えー、いいじゃないですか。大人の動物もいたほうが先生も参考にしやすいですし」

「そうよ。ちょっと恥ずかしいけど、やってみると意外と楽しいわよ」

「麻ま耶やさんのアニマルバージョンが見たいにゃ」

　ドラゴンではなく、普段の口調でおねだりした。

　もちろんロリたちに悪気はない。純粋に麻耶さんと遊びたいだけなのだ。

　これでもし麻耶さんが本気で嫌がってみせれば引くだろうけど……。

「うぅ……で、ですが……」

　ロリたちに慕われて、麻耶さんもまんざらではなさそうだった。

　コスプレをする羞しゆう恥ち心しんと、三人の笑顔のためにひと肌脱ぎたいという気持ち。

　そのふたつがせめぎ合っていて、すこしずつつ後者に傾いているようだ。

　それを感じ取っているから、三人もやや強引に迫る。

「麻耶、お願いです」「麻耶さん」「一緒にやろうにゃ」

　この時点でほとんど詰みだ。

　将棋でも最強の駒は竜ドラゴンだしな。逃げ道などない。

　もしひとつあるとすれば、それは第三者である俺の力を借りることだろう。

　麻耶さんもそう思ったらしく、俺にチラリと助けを求めるような視線を向けた。

　俺は笑顔で親指を立て、じっと様子を見守った。

　つまり、助ける気なんてさらさらなかった。

　だって紗さ奈なの言うとおり、俺もアニマル麻耶さん見たいもん。

　結果。

「……わ、わかりました。お付き合いします」

「ありがとうございますっ」「さすが麻耶さん」「やったにゃ」

　観念する麻耶さんに、三人はぱあっと笑みを咲かせて抱きついた。

　尊い光景である。にやにやせずにはいられなかった。

「先生。最後ですし、なにかリクエストはありますか？」

　麻耶さんから離れて、藤とう花かが健けな気げなことを言ってくれる。

　俺はいくらか思案して、ラストに相応ふさわしいメジャーな動物を口にした。

「んじゃ、ウサギでお願い」

「かしこまりました！」

「ん、ハルにしてはまともなやつね」

「麻耶さん、だいじょうぶにゃ？」

「……が、がんばります」

　藤花以外からも特に反対されず、四人はウォークインクローゼットに入っていった。

　しばしのお着替えタイム。

　途中、千ち鶴づると麻ま耶やさんの慌てる声が聞こえてくる。

　心配した振りをして様子を見ようという誘惑に駆られたが、紳士的に我慢した。

　ほどなくして藤とう花かから声がかかる。

「先生、いいですかー？」

　一ひと悶もん着ちやくあったのはあきらかだったが、無事に着替えが完了したらしい。

「おー」と返事をしてスマホを構えた。

　ドアが開く。

　三匹の子ウサギと一匹の大人ウサギが、それぞれのテンションで姿を現わした。

「ぴょんぴょんぴょんですっ♡」

「ニンジンたべたいぴょん♡」

　前ふたり、藤花と紗さ奈なはノリノリで、

「……うぅ、やっぱこれ、おかしくない……？」

「…………っ………………」

　後ろふたり、千鶴と麻耶さんは真っ赤な顔でもじもじしていた。

「──っ！」

　俺は驚きに言葉を失う。

　たしかにリクエストどおりウサギではあるけれど、完全に想定外の格好をしていた。

　各自の頭にあるウサミミカチューシャ。これはいい。

　おしりについている白いふわふわのしっぽ。これもいい。

　……だがしかし。

　蝶ちようネクタイ、リストバンド、黒いストッキング。

　と、このあたりからちょっと怪しくなり……。

　極めつきは、レオタードみたいな肩丸出しのハイレグスーツだ。

　これなんかどう考えてもウサギ由来のものではない。

　すなわち、ウサギはウサギでも──バニーガールの衣装だった。

　こういうお色気路線ではなく、ちゃんと着ぐるみっぽいやつもあったんだけど……。

　おそらくウサミミに目を奪われて、勘違いしてしまったんだろう。

　コレクションの数は膨大なので無理もない。

　ただ、千鶴と麻耶さんはご愁しゆう傷しよう様さまである。

　必死の抵抗もむなしく、藤花と紗奈に押し切られるところが目に浮かんだ。

　まあ、間違いを指摘してもいまさらだし、これについては黙っておこう。

　それより肝心の評価についてだが……そんなもんは決まっている。

「みんなめっちゃかわいいよ！」

　と、全力で褒ほめ称たたえた。

「ありがとうございますぴょん♡」

「にいさまの見る目はたしかぴょん♡」

　藤とう花かと紗さ奈なは素直に喜び、

「……ふん、ここまでして褒めなかったら、ただじゃ済まさなかったわよ」

　照れ隠かくしなのか千ち鶴づるはやたらツンツンしていた。

「……っ……」

　麻ま耶やさんはなにも言わずに深くうつむき、ただただ羞しゆう恥ちに耐えていた。

　…………いかん、これはちょっと、やばいかも。

　もともと無邪気なロリたちは、バニーの衣装もなんだかんだでかわいらしく着こなしている。露出度で言ったらビキニのほうがよっぽどあるし、いかがわしさで言ったらＳＭのときに着てもらったボンデージほうがひどかったしな。これくらいはセーフだろう。

　しかし、わがままボディの麻耶さんは……。

「それにしても、思ったとおり麻耶はすっごく綺き麗れいですねぴょんっ」

「そうね。ほんと理想的なスタイルだわ」

「お色気がほとばしってるぴょん」

「……ぁ、ありがとう、ございます……」

　三人から絶賛されて、麻耶さんは消え入るような声でお礼を言う。

　いやもうあれだ。端的に言ってえっちすぎる……。

　大人ウサギと言うより、アダルトウサギって感じだった。

　惜しげもなく晒さらされた胸元と、ストッキングに包まれたふとももが特にえぐい。

　眼がん福ぷくと言いたいところだが、もはやそんな次元でもない。

　艶なまめかしすぎて直視できなかった。

　撮影するのも躊躇ためらわれる。

　これをデータとして持ってしまったら、俺はたぶんダメになる……。

　もったいない気もするけど、致し方ない。

　ロリたちを想おもってがんばってくれている麻耶さんの名誉のためにも、俺の精神衛生のためにも、録画するのはやめておこう。

　てか、仮に撮ったとしても、麻耶さんにあとで消去を命じられるのがオチだしな。

　下へ手たしたらしばかれるのもセットで、記憶ごと飛ばされかねない。

　であればここはロリたちと戯たわむれつつ、ちょいちょいチラ見してやるのが賢い選択と言えるだろう。日頃セクハラを働くからこそ、空気を読んで紳士にもなれるのだ。

　そう結論を出し、俺は脳内カメラを回しながら高らかに叫ぶ。

「よし、それじゃあいまから十分間、なでなでフィーバータイムだ！」

「──わっ、なんですかそのすごく楽しそうなタイムは？」

　語尾を忘れる勢いで、まず藤とう花かが食いついた。

「……へえ、なんだか悪くない響きね」

「にいさまの神対応きちゃうぴょん？」

　千ち鶴づると紗さ奈なからも期待に満ちた瞳ひとみを向けられる。

「……うぅ……」

　ちなみに麻ま耶やさんは涙目。これは見たらあかん。

　たわわバニーから目を背け、俺はにやりと笑って答えた。

「文字どおりの意味だよ。いろんなアニマルになりきってくれたお礼として、俺が本気でなでまくってやる。なでられたいウサギちゃんは俺のそばに来い！」

「はいっ、ありがとうございますぴょんっ、お願いしますぴょん♡」

「あっ、あたしも！　ぴょんっ」

「右手はぼくがいただくぴょんっ」

　喜び勇んでぴょんぴょん寄ってくるロリバニーたち。

　持てるすべての技術を尽くして、なでなでさせていただいた。

　麻耶さんは、みんなの注目が俺に移ったことで多少楽になったのだろう。

　はしゃぐロリたちを微笑ほほえましそうに見つめていた。

　すこしでも隠かくれるように自身の身体からだを抱いていたが、それがかえってエロかった。

　恥じらいの重要性を確認できてよかったです。







　その後。宣言したとおりフィーバータイムを十分で切り上げ、決定戦を終了する。

　けっきょく優勝の動物は選べなかった。どれもかわいすぎたのだ。

　そこで、かわいさのおすそわけついでに、夕ゆ莉りちゃんに写真を送ってみた。

『このなかでどれが一番かわいいですか？』

『…………なんだこれ。こんなもんぜんぶ一番に決まってるだろ』

　ですよね。

『くそ、かわいすぎておまえを生かしているのがつらい……』

『物騒なこと言わないでください。今度うちに来たら動画も見せてあげますから』

『まじか。ちょうど今週末の予定が飛んだとこなんだけど、どう？』

『みんなの予定を訊きいてみます』

　で、確認したところ藤花たちは夕莉ちゃんと遊べることを喜び、うまいこと都合をつけてくれたのだった。
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　ロリアニマルを愛めでまくった数日後。お待ちかねの週末。

「お邪魔します」

　シックな私服できめたメガネ美人な夕ゆ莉りちゃんは、約束どおり午後二時ぴったりにやってきた。空腹になるまでテキトーに遊んでもらって、夕飯をご一緒する予定である。

「貴重な休日にお越しくださって、まことにありがとうございます！」

「こんにちは。ハルに対する愚ぐ痴ちがあったら遠慮なく言ってね」

「会えて嬉うれしいにゃ。今日はいっぱい遊ぶにゃ」

「いらっしゃいませ。ごゆっくりおくつろぎください」

　玄関で歓迎する私服姿のロリ三人と、メイド服の麻ま耶やさん。

　なんかちょっとした旅館みたいだなと、俺は軽く笑った。

　ロリたちはもともと俺の担当編集者ってことで夕莉ちゃんのことを慕っていたし、麻耶さんは麻耶さんで俺からセクハラを受けている同士で親近感があるのか、あるいは単純に気が合うのか、ともあれみんな夕莉ちゃんのことが大好きなようだ。もちろん俺も大好きである。自分の好きな人たちが仲良くなるのはたいへん気分がよかった。

「おお、ありがとう。こんなすごいサービス、無料で受けてもいいのか……？」

　感激した様子で夕莉ちゃんが言う。

　発想がなんかゲスっぽいな。気持ちはわかるけど。

「うふふ、サービスはお互いさまですよ。わたしたちも一流の編集者さんとお話しできる機会なんてそうそうないですしね」

「いや、そんな、私なんてまだまだだよ」

　藤とう花かの言葉に照れる夕莉ちゃん。わりと貴重。

「立ち話もなんですから、とりあえずリビングへどうぞ」

　麻耶さんがいいタイミングで割って入り、藤花を先頭にわいわいと移動する。

　その途中の廊下で、夕莉ちゃんが声をかけてきた。

「……おまえの顔を見ると、なんかちょっと安心するよ」

「え、なんですか、ついにデレ期ですか？」

　夕莉ちゃんらしからぬ発言に、思わず足を止めて応じる。

「いや、四人も天使がいるからここは天国か？　もしかして私は死んだのか？　って一瞬不安に思ったりするだろ？」

「まあ、そうですね」

　俺もヒモになった当初、幸せすぎてなかなか現実感が持てなかった。

「けどおまえがいると、ここがどうしようもない現実だって思い出せる」

「……なぜ？」

「おまえが天国に行けるわけないからな」

　夕ゆ莉りちゃんは俺の肩をパシッと叩たたき、したり顔で告げた。

　ちくしょう、反論できねえ。仕方ないので素直に認めて皮肉をお返しする。

「まあ、そうですね。現世を卒業したら一緒に地獄を巡りましょう」

「おい待て。私は天国に行くぞ」

「ハハハ、ご冗談を。そんな甘い人間に、編集者なんて務まりませんよ」

　業界に入った時点で、悪魔に魂を売ったようなものである。

　いや、実際のところは知らんけど。あくまで俺の偏見だ。

　でも、夕莉ちゃんは一本とられたと思ったらしく、チッと悔しげに舌打ちした。

「くそ、そのときは地獄でも原稿を描かせてやるからな」

「……管理する鬼側に回ってるじゃないですか」

「漫画の面白さを教えてやれば、鬼たちを懐かい柔じゆうするくらい余裕だろ」

「だからその発想が邪悪なんですって」

　現代の地獄（激務的な意味で）を生き抜いているだけあって、発言が頼もしすぎる。

　苦笑をもらし、あらためてリビングに向かった。







　みんなでにぎやかにテーブルを囲む。

　上手側センターに夕莉ちゃん、その右手に千ち鶴づる、左手に紗さ奈な。

　下手側センターに俺、その右手に藤とう花か、左手に麻ま耶やさん。

　いちおう住人とお客さまという席順である。

　テーブル上には夕莉ちゃんが持ってきてくれたお菓子と、麻耶さんが淹いれてくれた紅茶があり、夕食に差し支えない範囲でそれらを楽しみながらしばらく雑談に興じた。

　先日のＡＶアニマルビデオを見せてあげると夕莉ちゃんは絶賛して、

「あー、ほんとこいつがうらやましいわ……」

　と、ため息まじりにこぼした。やたら実感がこもってますね……。

　最初に訪問したときはちゃんと敬語を使い、藤花たちの前では『天てん堂どう先生』と呼んでいたのに、すっかり雑な扱いである。俺に無礼を働くと警察官でさえ烈火のごとく怒るロリたちも、自然にそれを受け入れていた。担当編集者であると同時に、俺の漫画の師匠みたいなポジションでもあるので、そこに違和感とか憤いきどおりはないようだ。

　まあ、いいことだと思う。もともとヒモに威厳なんかないし、夕莉ちゃんに丁寧に接されるのもむずがゆい。なによりそれだけ距離が縮まった証拠だからな。

　そこでやや出し抜けに藤とう花かが訊たずねる。

「夕ゆ莉りちゃんはヒモ肯定派ですか？」

　どんな派閥だ……というツッコミはさておき。

　藤花自身は当然肯定派だろうし、俺をうらやむってことは夕莉ちゃんもそうなんだろうなー、そうであってほしいなーといった期待が声のなかにふくまれていた。

「んん……どうだろうな……」

　夕莉ちゃんはいくらか思案して、

「まあ、ケースバイケースっていうか、お互いが納得してればいいんじゃないか？」

　べつにごきげんとりの建前とかではなく、本当にそう思っているようだ。

　ちょっと意外。ふつうに否定派で『社会のゴミだから滅びるべき』とか言うと思った。

　実際、前はそうだっただろう。藤花たちと絡んで考えをあらためたのかもしれない。

「そうですよねっ」

　ほしかったであろう答えが聞けて、藤花はにぱっと微笑ほほえんだ。

「さすが一流の編集者ね。常識にとらわれてなくて、頭がやわらかいわ」

「夕莉ちゃんならそう言ってくれると思ってたにゃ」

　千ち鶴づると紗さ奈なも満足げだった。

　まあ、たいていの人は否定派だろうからな。大人の味方は嬉うれしいのだろう。

「では、夕莉ちゃんもヒモになりたいと思いますか？」

　藤花がさらに踏みこんだ質問をした。

　女性の場合『ヒモ』とは呼ばないような気もするけど、そこはべつに重要じゃない。

　夕莉ちゃんもいちいち指摘せずに答える。

「うーん…………真面目まじめに答えると、いまのところは遠慮するかな」

「それは、なぜでしょう？」

「まだ出版の仕事をやりたいからね」

「おおー、それは素晴らしい志こころざしですっ」

「ほんと。どこかのクズとちがって、とても立派だと思うわ」

「にいさまの担当はダテじゃないにゃ」

　夕莉ちゃんの答えをロリたちは称たたえた。俺も内心ですげえと思う。

　優雅なヒモ生活よりもあんな激務を選ぶなんて、やっぱ仕事が好きなんだなー。

　あらためて尊敬の念を抱き、担当してもらっていることを誇りに思った。

「でもちょっと残念です」

　ぺろっと舌を出して、藤花が苦笑する。

「もし夕莉ちゃんさえよければ、わたしたちのヒモになっていただきたかったのですが」

「……私が、藤花ちゃんたちのヒモに？」

　盛大に目を瞬またたかせる夕ゆ莉りちゃん。

「え、希望したら私もしてもらえるの？」

「はい。先生から絶大な信頼を得ている夕莉ちゃんなら大歓迎ですよ」

「そうね。夕莉ちゃんと話すのは楽しいし、オシャレだし、断る理由はないわ」

「にいさまの原稿もはかどるにゃ」

　藤とう花かの言葉に、千ち鶴づると紗さ奈なもあっさりうなずいた。

　以前『夕莉ちゃんも望めば藤花に養ってもらえると思うよ』的なことを言った覚えがあるけど、まじで現実的な話になっている……。

　編集者からヒモにヘッドハンティングって、めっちゃ斬ざん新しんですね。

「私も同感です。この人を叱ってくれると、とてもありがたいです」

　冷めた目で俺を一いち瞥べつして、麻ま耶やさんまでそんなことを言い出す。

　夕莉ちゃんはしばし押し黙り、やがて真剣なトーンで言った。

「…………じゃあ、もし出版社を去ることになったら、お願いしてもいい？」

　うわ、なにそれせこっ。このメガネ美人、将来に保険をかけてやがる……。

　これが一流編集者のやり口か。払ったばかりの敬意を返してほしい。

　いや、どこまで本気で言っているかは知らんけど。

　ただ、それでも藤花は嬉うれしかったようで、にこやかに両手を差し出す。

「もちろんですっ。いつでも遠慮なくお声がけください」

「うん、ありがとう」

　夕莉ちゃんは真顔でお礼を言い、藤花と握手を交わした。

　……うーん、なんだろう。ちょっと複雑な気分だ。

　本当に夕莉ちゃんもヒモになってくれて、この家に住んでくれたら嬉しいけど……。

　こっちもプライドを持ってヒモ生活を送っているのだ。

　そう簡単にこなせると思ってもらっちゃ困る。

「やー、でも、夕莉ちゃんにヒモは無理じゃないかな？」

　思わず嫌いや味みっぽいものが口からこぼれた。

「あ？　なんでだよ？」

　ケチをつけられたのが不快だったのか、夕莉ちゃんがにらんでくる。

「だって才能なさそうだもん」

「……ヒモに才能なんているのか？」

「そりゃいるでしょう」

　眉まゆをひそめる夕莉ちゃんに、俺はうなずいて語る。

「ヒモってのは自分も相手も甘やかすプロですよ？　どっちにも厳しいストイックな人には向いていません」

「……でも、好きなだけダラダラして、気ままに遊んでればいいんだろ？」

「だから、それができるのかってことです」

「アホか。んなもんできるに決まってる。毎日が日曜日とか最高じゃないか」

「本当ですか？　一週間もすれば仕事したいって思うんじゃないですか？」

「む…………それはたしかに、あるかもな」

　夕ゆ莉りちゃんは形のいいあごに手をやり、俺の言い分を嫌そうに認めた。

「そりゃ才能っていう意味じゃ、ハルよりすごい逸材はいないでしょうね」

「いくら夕莉ちゃんでも、にいさまレベルにはなれないにゃ……」

　千ち鶴づると紗さ奈ながコメントする。

「そうですね。夕莉ちゃんには申し訳ないですが、ふたりの言うとおりだと思います」

　藤とう花かは神妙に同調して、俺を見つめる。

「でも先生。訓練すればそれなりのヒモにはなれるんじゃないですか？」

「まあ、そうだな。『それなり』ってのがどのくらいを指すかにもよるけど」

　人間には学習能力がある。必死に訓練すれば、どんなことでもある程度までは上達できるだろう。

　……が、やはり才能というものは残酷だ。

　努力だけでは決して到達できないラインがある。

　たとえば俺がこのさきどれだけ努力したって、プロ野球選手にはなれないだろう。身体からだの造りが根本的に違うのだ。軽自動車じゃどうやったってＦ１では勝てないのと一緒である。そもそもレースに出ることさえできない。比べることすらおこがましい。

　しかしだからといって軽自動車がダメな車かと言えば、もちろんそんなことはない。

　軽自動車には軽自動車の強みがある。値段や維持費が安く、燃費がいい。小回りが利いて運転しやすい。小さくてかわいい、というデザインを気に入る人もいるだろう。

　つまり、それぞれ自分の得意なところで勝負すればいいのだ。

　性格的な問題もある。たとえ人より想像力が豊かでも、机の前でじっとしていることに耐えられなければ、たぶん漫画家にはなれない（原作ならワンチャンあるかも）。

　高所恐怖症の人にパイロットになることを勧めたら、それはもはやギャグである。

　だから夕莉ちゃんみたいな勤勉な人に、あえてヒモを勧めようとは思わなかった。

　念のため繰り返すと、うちで暮らすこと自体は大賛成だけどね。

「では、試しにちょっとヒモの訓練をしてみませんか？」

「……ヒモの訓練？」

　首をかしげる俺に、藤花はにこやかに告げる。

「はい。ヒモビジネスの一環として、ちょうどそのあたりについても検討したいと思っていたので、もしよかったらお願いしたいです」

「あー、いいかもね。あたしからもお願い」

「楽しく遊べて、漫画の取材にもなって、一石三鳥にゃ」

　藤とう花かの提案に、千ち鶴づると紗さ奈なも続いた。

「……すまん。『ヒモビジネス』ってなんだ？」

　耳慣れないワードに興味をそそられたのか、夕ゆ莉りちゃんが訊たずねてくる。

　藤花は「ふふ」と笑みを浮かべ、どことなく誇らしげに答えた。

「実はわたしたち、将来的に増大するであろうヒモの需要を見越して、新しいビジネスの構想を練っているんです」

「……新しい、ビジネス…………そんなの成立するのか？」

　夕莉ちゃんは微妙な沈黙を挟み、素朴な疑問を口にした。

「残念ながら社会の格差は広がる一方ですし、投資先としては悪くないと思っています」

「もちろんビジネスである以上、多少のリスクはあるけどね」

「でも、やっていて楽しいから、たとえ損しても気にしないにゃ」

　藤花、千鶴、紗奈と流れるように話し、最後にまた藤花が素敵なことを言う。

「それに、わたしたちは先生というヒモに出会えて、幸せになることができました。その幸福をすこしでも社会の皆さんにおすそわけしたいんです」

　社会貢献。成功している起業家の多くがよく口にしている言葉だ。

　会社の利益を追求するより、社会にとってプラスになる仕事を行う。

　そうすることで結果的に、その会社は長生きしたりするんだとか。

　むろん、世間体のために建前で言っているだけの人もいるだろう。

　だけど本気でそう考える人もぜったいにいるはずだし、俺自身共感できるものがある。

　なんせ、漫画家がある意味そうだからな。

　作者が苦労して社会（すなわち読者）にとってプラスになる漫画を描けば、その作品はヒットして、漫画家として確固たる地位を築くことができる。

　まあ、要するに。ロリたちはやることに意義があると思っている、ということだ。

　そういう意味じゃ、ビジネスというより趣味のほうが近いのかもしれない。

　ただ、投資で大成功している藤花たちの意見なので、妙に説得力があった。

　夕莉ちゃんもそう感じたのか、腕を組んでうなる。

「うーん、なるほど。水商売の発展形と考えれば、可能性はなくもないのか……？」

　そして、さらに掘り下げる質問をした。

「ちなみに、具体的にはどんなのがあるか教えてもらってもいい？」

　ばりばりのビジネスウーマンだけあって、こういう話題が好きなのかもしれない。

　漫画の企画に通じるところもあるしな。ふつうだったら取り合わない、一見ありえないような題材にヒットの鍵が眠っていることはおうおうにしてある。

「いいですよ。夕ゆ莉りちゃんには特別に教えてあげます」

「おお、ありがとう」

「でも、口こう外がいしちゃダメですよ？」

　しー、と人差し指をくちびるに当てる藤とう花か。

「ああ、もちろん」

　そのかわいい仕草に夕莉ちゃんは微笑ほほえみながらうなずいた。

「といっても、まだもったいぶるほどのものはないんですけどね。大きいのはふたつだけです」

　はにかむような笑顔で前置きして、藤花はすらすらと説明する。

「ひとつはヒモのマッチングサービスです。人間である以上、相性というものがありますからね。ベストなパートナーを見つけられるお手伝いができたらと考えています」

　ちょっと前に面接のシミュレーションをやったことを思い出した。

「ふむ。要は結婚相談所みたいな感じだな？」

「そうです。婚活ならぬヒモ活ですね。そのうえでなにか独自のサービスを提供できたらいいなと思っています」

「……とりあえず、ＳＮＳではバズりそうだな」

　メガネをキランと光らせ（※イメージです）、夕莉ちゃんはブツブツとつぶやいた。

　職業病なのか、プロモーション方法をイメージしているようだ。

「もうひとつはヒモの育成です」

　藤花が説明を続ける。

「さきほど話していたように、どんな仕事にも向き不向きがあります。ヒモになりたいと思っても、そう簡単になれるとは限りません。むしろ、先生のような即戦力のヒモはほとんどいないでしょう」

「まあ、新卒で仕事ができたら逆にびびるしな」

　社会人らしい相づちを打ち、夕莉ちゃんは楽しげに笑った。

　即戦力のヒモ、というワードがツボだったのかもしれない。

「ヒモを自分好みに育てていく、という楽しみもあるとは思うんですけど、現実的に考えると、やはり初期段階から優秀な人のほうが求められると思います」

「だな。とりあえずルックスはいいに越したことはない」

　……悲しいけど、それは否定できない。

「わたしは圧倒的に内面を重視しますけどね」「あたしも」「にゃあ、ぼくも」

　ロリっ娘こ三人組は俺を見つめて微笑んだ。

　俺の内面を評価してくれている、ということだろう。遠回しにイケメンじゃないと言われているようでもあったが、実際イケメンではないので気にしない。

　藤とう花かは夕ゆ莉りちゃんに視線を戻す。

「ともあれ。こちらが用意したカリキュラムをこなしていただき、最低限のヒモスキルを磨いてからのほうが、マッチングサービスも効率的に利用できると思っています」

　ある種の職業訓練というわけだ。

「ちなみにこれは、ヒモ志望以外の需要も見こんでいます」

「ん？　ヒモの訓練をヒモ以外が受けて意味あるの？」

「はい。ヒモは至高のサービス業でもありますからね」

　むむっと眉まゆを寄せる夕莉ちゃんに、藤花は力強くうなずいた。

「本物のヒモにならなくても、そのノウハウがあれば接客業全般で活いかせます。ビジネススキルとしては、英会話よりも有用でしょう」

　まじか。ヒモってそんなに優遇されるの……？

　資格欄に『ヒモ検定一級』とか書かれている履り歴れき書しよを想像して、小さく笑った。

「たしかに、コミュニケーション力は重要だな」

　内心ではツッコみたいと思っているのか、夕莉ちゃんは苦笑した。

「それで、そのカリキュラムはできてるの？」

「いえ、まだまだこれからです」

　藤花は首を横に振り、

「それで話は戻るのですが、これから先生にヒモの講義をしていただけると嬉うれしいです。ヒモの天才である先生の技術を分析して、丁寧なマニュアルを作ることができれば、一般人でもある程度は先生に近づけると思うので」

　なるほど、そういうことか。意図を理解して納得した。

　何事においても、上達にはスペシャリストの模も倣ほうが一番である。

　おそらく漫画でも、プロの原稿を模写することより効率的な勉強法はないだろう。

　そうやって基礎を身につけ、自分のスタイルを確立すればいい。

　果たして俺が本当にヒモの天才かって疑問もなくはないが、その点についてはロリたちが認めてくれているからよしとしよう。

「まあ、夕莉ちゃんが俺の講義を受けたいっていうなら、べつにいいよ」

　ロリたちのお願いとあれば、全力で応えるのがヒモの使命。

　俺は講師役を快く引き受けた。

「ありがとうございます。夕莉ちゃんはどうでしょう？」

「んー、まあ、付き合うよ」

　藤花に見つめられ、夕莉ちゃんは存外あっさりと了承した。

「こいつになにかを教わるってのはシャクだけど面白そうではあるし、それで藤花ちゃんたちの役に立てるならおやすいご用だよ」

「ありがとうございますっ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむ藤とう花か。この笑顔だけで見返りとしては充分すぎる。

「夕ゆ莉りちゃんをがっかりさせないよう、ちゃんとやんなさいよね」

　千ち鶴づるが煽あおるように言ってくる。

　俺は「まかせとけ」と不敵な笑みを浮かべておいた。

　特にプランがあるわけではないが、ハッタリをかましておいて損はない。

　成功したらふつうにカッコイイし、失敗しても笑いのフリになるからな。

「にゃあ、もしよかったら、麻ま耶やさんも一緒に生徒役をやってほしいにゃ」

「え、私もですか？」

　紗さ奈なに請われて、麻耶さんが目を瞬またたかせた。それに藤花も乗っかる。

「そうですね。サンプルは多いほうがいいですし。ぜひお願いします」

「…………わかりました」

　なにかをあきらめたように吐息をもらし、麻耶さんはやや不安そうに承知した。

　つまり、年上ふたりが俺の生徒になるのか。

　美人のお姉さんからはいろいろ教わりたいタイプだけど、これはこれで悪くない。

　俺ははりきって講義の内容を考えはじめた。

　うまくすればセクハラざんまいも夢じゃない！







　……まあ、とはいえ。

　藤花たちへの協力が目的だし、あんまりふざけるのもよくないよな。

　なにより、加減をミスってふたりにしばかれる展開は避けたい。

　それに、ヒモ理論を整理することは俺にとっても有意義だ。

　人に教えると自分も勉強になるって言うしな。

　あんまり堅苦しくするつもりはないけれど、そこそこ真面目まじめモードで行くことにした。

　内容を考えるのと準備のために、一度自室に引き上げさせてもらう。

　十五分ほど時間をいただき、紙袋にあれこれ詰めて、一階のリビングに戻ってきた。

　今回は座学よりも実技をメインにしたいので、テーブルはかえって邪魔だ。

　カーペットの上に人数分の座布団を用意して、みんなにはそこに座ってもらった。

「講師の天てん堂どうハルです。これからヒモの授業をはじめます。よろしくお願いします」

　俺はみんなの前に立ち、気取った口調で言った。

　そして、わざわざ装着した伊だ達てメガネを指でクイッと押し上げる。

　メガネをつけると通常よりも賢そうに見えるからな。

　その考えがもうだいぶ賢くないけど、形から入るのは大事である。

「わあっ、先生のメガネ姿、素敵ですっ♡」

「……そ、そうね。思ったより似合うじゃない」

「にゃあ♡　メガネにいさまを見られるだけでも、授業料を払う価値があるにゃ」

　ぱちぱちぱちぱちぱちぱちっ。

　と、盛大な拍手とともに褒ほめてくれるロリ三人。

　こっちとしてはネタのつもりなので、真面目まじめに好評だと面おも映はゆい……。

　対して、夕ゆ莉りちゃんは冷めた目つきでツッコんでくる。

「……スウェットの時点で、メガネとかどうでもいいけどな」

「これがヒモの正装ですからね。ふたりにも着替えてもらいますよ」

「まじか」

「まじです」

　用意した紙袋を差し出した。俺と同じく形から入ってもらおう。

　スポーツとかでも、本格的にはじめるときはまずユニフォームをそろえるしな。

「えぇ……着替えは面倒だからいいだろ」

「……私もちょっと遠慮したいです……」

　露ろ骨こつに嫌がる夕莉ちゃんと麻ま耶やさん。

「ふたりとも、先生の言うことはちゃんと聞かなきゃダメですよ？」

「……まあ、藤とう花かちゃんがそう言うなら」

「……はい」

　藤花に注意され、ふたりはしぶしぶではあるが受け取ってくれた。

　夕莉ちゃんがなかをのぞき、警戒するように目を細める。

「ちなみにこれ、お前が着たやつじゃないだろうな？」

「……俺用ではありますけど、ちゃんと新品ですよ」

　ちょうど冬用のスウェットを何組か購入したところだった。

　てか、俺が着たやつだったらそんなに嫌か。と言いたいところだけど、はっきり嫌と返されたらちょっと傷つくので、それについてはふれないでおこう。

「それより、ふたりともちゃんと着られますか？　俺が着付けしてあげましょうか？」

「うるせえクズ。スウェットに着付けなんかいるかボケ」

「……くだらないことを言わないでください」

　夕莉ちゃんに罵ば倒とうされ、麻耶さんからじっとりにらまれる。

「……ですよねー」

　俺はすごすご引き下がった。我ながら講師の威厳ゼロだな。

「ふふ、いまのは先生のヒモジョークですよ」

「にいさまの発言は常にユーモアにあふれてるにゃ」

　憐あわれな俺を見かねてか、藤とう花かと紗さ奈ながフォローしてくれた。天使。

「いや、ただ単に着替えを見たかっただけじゃない？」

　千ち鶴づるがあきれたようにツッコむ。しかも正解に限りなく近かった。さすが。

　ともあれ、いったんお着替えタイム。

　さほど時間をかけずに、ふたりはスウェット姿を披露してくれた。

「──おお、めっちゃいいじゃないですか！」

　素直な感想が口をついて出る。お世辞じゃなく、まじで予想以上にグッときた。

　夕ゆ莉りちゃんはいつもピシッとした格好をしているし、麻ま耶やさんもメイド服以外はだいたいスーツだ。だから油断した感じの格好は、新鮮な魅力に満ちていた。

「すっごくかわいいですっ」

「不思議ね。ハルが着るとだらしないのに、ふたりが着るとオシャレに見えるわ」

「美人はなにを着ても似合うにゃ」

　憧れのまなざしでロリたちも称賛する。

「まあ、褒ほめられて悪い気はしないな」

　夕莉ちゃんは照れくさそうに苦笑して、

「……あ、ありがとうございます」

　麻耶さんはほんのり頰ほおを染めてお礼を言った。

「けどこれ、ちょっとでかくないか？」

　両腕を広げ、顔をしかめる夕莉ちゃん。

「メンズなんでそこは勘弁してください」

　夕莉ちゃんも麻耶さんもスタイルいいけど、モデルなみの高身長というわけでもない。

　いくらかだぼっとしてしまうのはしょうがないだろう。

　しかし、図らずも萌もえ袖みたいになっていて、それがまた個人的にはよかった。

　夕莉ちゃんもべつに本気でクレームをつけたいわけじゃなかったらしく、

「で、次にどうするんだ？」

　さくっと流して訊たずねてきた。

「とりあえず準備体操ですね」

「……着替えてから準備体操って、なんか体育みたいだな」

「懐かしいでしょう？」

「うるせえ嫌いや味みかぶっとばすぞ。昨日のことのように思い出せるわ」

「実際、まだまだ若いですしね」

「……ガキに若いとか言われると、それはそれでむかつくな」

「……すいません」

　わりとガチで怖かったので思わず謝ってしまった。

　まあ、女性に年齢ネタは振らないほうがいいだろう。

「それで準備体操なんですけど……藤とう花かと千ち鶴づる、そこに並んで正座してもらっていい？」

「はい」

「なんで正座？　べつにいいけど」

　藤花は即答で、千鶴は首をかしげつつ従ってくれた。

　これもお嬢さまのたしなみか、姿勢がよくとてもきれいな正座である。

　俺は「さんきゅー」と言って、次の指示を出した。

「んじゃ夕ゆ莉りちゃんは藤花に、麻ま耶やさんは千鶴にひざまくらしてもらってください」

「──は？　なんでそうなるんだよ？」

「心のストレッチだからです」

　顔をしかめる夕莉ちゃんに、俺は毅き然ぜんとした態度で告げる。

「この際だからはっきり言いましょう。俺の見立てでは、夕莉ちゃんも麻耶さんもヒモの素質が皆かい無むです」

「……そんな素質なくてもぜんぜん構わないけど、こいつに否定されるとむかつくな」

「……そうですね」

　夕莉ちゃんの苦々しいつぶやきに、麻耶さんも苦々しい表情でうなずいた。

　もうちょっと講師に対して敬意を持っていただきたいが……しょうがない。

　生徒に嫌われるのも講師の役目だと割り切ろう。

「ふたりはとても優秀ですけど、それゆえに日常生活では頼られてばかりでしょう。つまり、甘やかされることに慣れていないんです。なので、まずはそこからはじめます」

「いや、でもなぁ……」

「夕莉ちゃん。時には恥をかくことも、ビジネスでは必要ですよ？」

　ぐずぐずする夕莉ちゃんを藤花がたしなめる。

「それに何事も経験です。編集者であれば、なおのことそうなんじゃないですか？」

「くっ…………たしかに、一理あるね」

　夕莉ちゃんは言葉に詰まり、その言い分を認めた。

　そしてゆっくりと藤花のそばに寄っていく。

「し、失礼します」

「はい、どうぞ♡」

　藤花のふとももに頭を預けて、夕莉ちゃんは仰あお向むけになった。

　藤花がやわらかな笑みで問いかける。

「どうですか？」

「うーん……なんというか、羞しゆう恥ち心しんと心地よさとその他いろいろの感情がごちゃまぜになって、なんかもうよくわかんないな……」

　夕ゆ莉りちゃんは顔を真っ赤に染めて、なんともふわふわしたことを言った。

　まあ、初心者はだいたいそうなるだろう。むしろＪＳにひざまくらしてもらって動揺しなかったら、そっちのほうがどうかしている。むろん俺のような玄人くろうとはべつとしてね。

「最初は落ち着かないと思いますが、慣れれば天国になりますよ」

「……そう言われると、心のストレッチっていうのは言い得て妙だな」

「でしょう。あ、何度か深呼吸するといいかもしれません」

「ん、わかった」

　俺のアドバイスを素直に受け入れ、夕莉ちゃんはすぐに深呼吸をはじめた。

　ヒモとしての素質はなさそうだけど、適応力はさすがである。このあたりは出版業界という荒波に揉もまれてきたからだろう。いまどきの編集者って、仕事がアホほど多た岐きに渡るらしいしね。そういう意味では麻ま耶やさんもたいしたものなのだが……。

　麻耶さんはこの間なにもせず、恥ずかしそうにもじもじしていた。

　ほとんど万能に近いメイドだけど、やはり甘えることは苦手らしい。

「ほら、麻耶さんも早く」と俺はうながす。

「うぅ……ですが、千ち鶴づるさまにひざまくらしていただくなんて……」

「遠慮はいらないわよ。ハルにするよりぜんぜんいいもの」

　千鶴は自らのふとももをぽんぽんした。

　それでも躊ちゆう躇ちよしているので、俺はからかうように告げる。

「なに？　麻耶さんはそんなに千鶴にひざまくらしてもらうのが嫌なの？」

「……そ、そういう言い方はずるいと思います」

「だったらさっさとやる。大丈夫、千鶴のふとももは最高だから」

「……はい」

　麻耶さんはうなずき、おそるおそる千鶴のふとももに頭を預けた。

　本来リラックスするための姿勢なのに、下へ手たなロボットよりガチガチである。

　千鶴はくすりと笑みをこぼした。

「麻耶さん、もうちょっと肩の力を抜きなよ」

「は、はい……すいません」

「謝らなくてもいいから」

「……すいません」

「ふふ、もう。麻耶さんいつもカッコイイのに、こういうときはかわいいわね」

「うぅ……すいません」

　くすくす笑う千鶴に、ひたすら恐縮する麻耶さんだった。

　実に微笑ほほえましいやりとりである。尊い。

　見入っていると、袖をくいくい引っ張られた。

「にいさま、ぼくはなにもしなくていいにゃ？」

「いや、もちろん紗さ奈なにも働いてもらうよ」

「なんにゃ？　なんでも言うにゃ」

　お手伝いがしたいのだろう。紗奈は指示をせがむように袖をくいくいした。

　俺は苦笑まじりに言う。

「夕ゆ莉りちゃんと麻ま耶やさんの頭をやさしくなでなでしてあげて」

「御ぎよ意いにゃっ」

　紗奈はすばしっこい子猫のように移動して、藤とう花かと千ち鶴づるのあいだに腰をおろした。

　そして、右手で夕莉ちゃんの頭を、左手で麻耶さんの頭をなでなでする。

「にゃにゃ～ん♡」

「「──っ」」

　なでられたふたりは息をのんで身をすくめ、

「……うわ、ちょ、これはやばい……大人としての感覚が崩壊する……」

「…………そ、そんな、紗奈さま……いけません…………」

　と、顔を真っ赤にしてあわあわした。

「それじゃあ、十分間この状態を維持しようか。紗奈は疲れたら適てき宜ぎ休んでいいから」

「はい」「ええ」「にゃん」












　素直にうなずくよくできたロリたち。

　しかし、夕ゆ莉りちゃんと麻ま耶やさんは早くも弱音を吐く。

「じゅ、十分も……？」

「…………も、もうすこし短めで……」

「ダメです。ちゃんと身も心もゆだねられるようにならないと、次には進みません」

　俺は講師として厳しく告げた。

　ここで手を抜いたらシミュレーションにならないからな。

　それからきっちり十分間。

　メガネ美人とたわわ美人がＪＳにひざまくらしてもらい、ＪＳになでなでされているところをじっくりと観察させてもらった。あとでイメージボードに起こそう。







「……準備体操だけで、ふたりとも消耗しすぎじゃないですか？」

　ひざまくらから座布団に戻り……。

　なにやらぐったりしている美女ふたりに、俺はあきれ気味で言った。

「……うるせえな。しょうがねえだろ」

　夕莉ちゃんは言い返してくるも、その声音にいつもの迫力はない。

「悪魔系のモンスターにヒールをかけると、逆にダメージ食らうやつみたいですね」

「誰が悪魔系のモンスターだ」

「まあでも、これですこしは慣れたでしょう。最初が一番しんどいってのはよくあることですし、ここからさきはむしろ楽になるかもしれませんよ」

「……そうであることを願うよ」

　というわけで、次のステップに進む。

　そのためにまず「ふたりともソシャゲはやってますか？」と訊たずねた。

「ああ、いちおうやってるよ。そこまでがっつりってわけじゃないが、漫画家さんもよくやってるし、有名なやつはおさえといて損はないからな」

「私はやっていません」

　夕莉ちゃんはうなずき、麻耶さんは首を横に振った。

　俺はすこし考えて、

「あー、じゃあ、麻耶さんは今回お休みでいいや」

「え、いいんですか？」

「うん。たぶんこのターンは麻耶さんなら余裕だろうし」

「わかりました」

　麻耶さんはほっとしたように息をついた。

　対して夕ゆ莉りちゃんは嫌そうな顔をする。

「……ひとりでおまえの講義を受けるのか」

「そうですよ。光栄に思ってください」

「……まあ、乗りかかった船だからいいけどさ」

「素晴らしい責任感ですね。そういうのはヒモでも役に立ちますよ」

「そりゃどーも。どんな仕事でも必要なことだけどな」

「ですね。んじゃ、スマホを貸してください」

　右手を差し出して告げると、夕莉ちゃんは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「……なんで？」

「もちろん講義に使うからです。大丈夫、変なことはしませんから」

「本当だろうな？」

「はい。あ、渡す前に一番ハマってるソシャゲを起動しておいてください」

「…………ほらよ」

　いくらか逡しゆん巡じゆんしたのち、夕莉ちゃんは言うとおりにしてくれた。

　受け取って画面を見る。オタクであれば誰でも名前くらいは聞いたことがあるであろう、アイドルを育成するやつだった。

「へえー、夕莉ちゃん、アイドルとか好きなんですね」

「べつにいいだろ」

「推おしは誰ですか？」

「……ゲーム全体が好きだから、特に一番とかはいないよ」

　まあ、そういう人もいるか。俺も巨乳キャラのなかで一番を決めるのは難しいし。

「課金はどれくらいしてます？」

「ほとんどしてない。これまでに数万くらいだな」

　数万っていうとそれなりの金額に思えるが、ソシャゲ界かい隈わいではかわいいものだ。

「なら無課金を貫きたい、みたいなこだわりもないですね」

「それはないけど……なにをするんだ？」

「すぐにわかりますよ」

　俺はにやりと笑って、ポケットからリンゴのカードを取り出した。

　夕莉ちゃんはハッとしてそのカードを凝視する。

「……まさか、課金するつもりか？」

「そのまさかです。とりあえず一万円ぶんいっちゃいますね」

「はあ!?　おい、それってもとは藤とう花かちゃんのお金だろ！」

「そうですよ。もちろん許可はもらっているので安心してください。な？　藤花？」

「はい♡」

「いや、ぜんぜん安心できないから！」

　と、夕ゆ莉りちゃんは慌てて俺からスマホを奪おうとする。

「あっ、ちょっ、おとなしくしててください！　みんな夕莉ちゃんを止めて！」

「はいっ」「しょうがないわね」「にゃっ」

　ロリたちがぎゅっと夕莉ちゃんにしがみついた。

「──わ、こらっ、放しなさいっ」

「先生のご指示ですからダメです♡」

「ごめんね。でも、悪いようにはしないと思うから」

「にいさまにすべてゆだねるにゃ♡」

「……っ」

　さしもの夕莉ちゃんもロリたちの前では無力だった。

　乱暴に振り払うわけにもいかないもんな。

　そうこうしているうちにシリアルコードの入力が終わる。

「はい、どうぞ」

　無事にガチャをまわすための『石』を購入し、スマホを夕莉ちゃんに返した。

「…………っ……やってくれたな……」

　夕莉ちゃんは画面を確認すると、うめくようにこぼす。

　きっと罪悪感めいたものに苛さいなまれているのだろう。

　だけど本番はここからだ。俺は心を鬼にして告げた。

「では、いまから夕莉ちゃんにはガチャをまわしてもらいます」

「……なんだと？」

「ちなみに、いまやってる限定のＳＳＲって持ってます？」

「いや、持ってないが……」

「じゃ、ちょうどいいですね。それを引けるまでまわしましょう」

「……冗談だろ？」

「本気です。運がよければ一瞬で終わりますよ」

「……運が悪かったら？」

「それでもいつかは引けます。がんばってください」

「……が、がんばれって言われても……」

「応援しています」「気楽にやればいいわ」「いざとなったら運命を編集するにゃ」

　呆ぼう然ぜんとする夕莉ちゃんに、三人が明るい声援を送った。

「よかったですね中なか野のさん。さきほどよりはだいぶ簡単ですよ」

　麻ま耶やさんも頰ほおをゆるませて声をかける。

「か、簡単……？」

「はい。だって当たりが出るまでボタンを押していればいいんですよね？」

「…………」

　麻ま耶やさんにあっさり言われ、夕ゆ莉りちゃんは見事に絶句した。

　まあ、金銭感覚が違うからね。夕莉ちゃんの稼ぎも悪くない、というか一般的にはいいほうだと思うけど、やはり億単位の金に日常的にふれている麻耶さんとは比較にならない。

　ただ、藤とう花かたちにとってはたいしたことではない、という気休めにはなったようだ。

　夕莉ちゃんはごくりとツバをのみ、ゆっくりと口を開く。

「……わかった。ガチャをまわせばいいんだな」

「はい」

「ＳＳＲが出るまで、まわせばいいんだな！」

「そう言ってるじゃないですか」

「ちくしょう、わかったよ！」

　夕莉ちゃんはヤケになったように叫んで、ガチャの画面を開く。

　全員が見えるようカーペットに置いてもらった。

「ほ、ほんとにまわすぞ!?」

「そういう前置きいらないので、さっさとやってください。十連のほうですよ」

「くっ……うおおおおおおぉぉぉ──っ！」

　バトル漫画みたいな雄お叫たけびをあげて、夕莉ちゃんは画面をタップした。

　十連ガチャの演出がはじまる。

　夕莉ちゃんはアイドルが出てくるたびに息を止め、祈るような目で見守っていた。

　が、結論から言うとＳＳＲはゼロ。非常に残念な引きだった。

「あー、じゃあ次の十連いきましょうか」

「っ……も、もういいんじゃないか？」

「ダメです。みんなも待ってるので早くしてください」

「くそっ！」

　夕莉ちゃんはふたたび画面をタップ。十連ガチャをまわす。

　しかし、今度もＳＳＲはゼロ。俺は淡々と告げた。

「次」

「──はいはい、わかってるよ！」

　早く済ませて楽になりたいのか、夕莉ちゃんは躊ちゆう躇ちよせずにタップする。

　そして、三度目にしてついにＳＳＲが出た。

「──よっしゃあっ！　これでいいだろ！」

　盛大にガッツポーズをして、夕莉ちゃんがスマホを突きつけてくる。

「いえ、この娘こは限定じゃなくて恒こう常じようなのでダメです」

「うそだろっ!?　もう十連ぶんの石ねえぞ！」

「補充しましょう」

　新しいリンゴのカードを取り出した。

「……本当に引くまで続けるのか？」

「はい。今度は自分でシリアルを入力してください」

「っ……せめてそれは、やってくれないか？」

「甘えないでください。いくらヒモでも、それくらいは自分でやりましょう」

「うぅ……」

　夕ゆ莉りちゃんはカードを受け取り、ふるえる手で課金の手続きをした。

「んじゃ、またガチャガチャタイムですね」

「……ああ」

　もはや無駄口を叩たたく余裕もないようだ。

　夕莉ちゃんは力なくうなずき、死んだ表情でガチャをまわす。

　そして限定ＳＳＲは出ないまま、またあっという間に一万円ぶんの石を溶かした。

「あー、ついてないですねぇ……」

　と俺は苦笑して、三枚目のカードを取り出す。

「まあでも、そろそろ出ますよ。切り替えて次にいきましょう」

「……もう、勘弁してくれ……」

　心が折れたのか、夕莉ちゃんは涙目になって懇こん願がんした。

　顔を伏せて両手をカーペットにつく。奇くしくも土下座みたいな体勢だった。

　すっかりメンタルをやられてしまったようだ。

　気持ちは痛いほどわかる。俺もかつてビキニアーマーに苦戦したときは本当につらかった。あんなみじめな気持ちにさせられるくらいなら、二度とソシャゲなんてやらなくてもいいとすら思った。

　けれど……。

　あそこで逃げずに戦い抜いたから、いまの俺がある。

　あの試練を乗り越えて、俺はヒモとして成長できたのだ。

　だから……。

　夕莉ちゃんにも敗北の記憶ではなく、勝利の歓喜を味わってほしい。

　みんなで喜びを分かち合う、あの素晴らしい瞬間を体験してほしい。

　……とはいえ、夕莉ちゃんは俺と違ってヒモのセンスがない。

　これで見込みがあれば厳しく育てようとも思うけど……。

　才能のない人間に努力を押しつけるのは、ほとんど暴力みたいなものである。

　てか、そもそも夕莉ちゃん自身、ヒモになりたいと思っているわけではないからな。

　無む理り強じいはよくないし、ここが潮しお時どきだろうか……。

　そう思ったところで、藤とう花かが口を開いた。

「すいません。夕ゆ莉りちゃんにちょっと質問してもいいですか？」

「……え？」

　夕莉ちゃんは顔をあげて、戸惑った様子で藤花のほうを向く。

　藤花はやわらかな声で問うた。

「夕莉ちゃんは、そのゲームが好きなんですよね？」

「……そうだね」

「限定のＳＳＲが手に入ったら嬉うれしいですよね？」

「……ああ」

「よかったです。それなら悩むことはないですね」

　藤花はにっこりと微笑ほほえみ、こちらに視線を向ける。

　俺はすべてを察し、持っていたカードを託たくした。

　藤花は夕莉ちゃんにそれを差し出し、告げる。

「引いてください」

「──っ」

　夕莉ちゃんは目を見開き、弱々しい声で返した。

「で、でも……これ以上、藤花ちゃんのお金を無駄にするわけには……」

「無駄じゃありません」

　藤花は断言する。

「だってこのガチャをまわせば、夕莉ちゃんが好きなものを手に入れることができるんですよ？　そのために使うお金が無駄なわけないじゃないですか。もし無駄になるとしたらここで撤てつ退たいしたときです」

「同感ね。数万円で夕莉ちゃんが喜んでくれるなら、こんなに安い買い物もないわ」

「夕莉ちゃんの笑顔が、ぼくたちのＳＳＲにゃ」

　藤花に続いて、千ち鶴づると紗さ奈なも笑みを浮かべた。

「……わ、私のために……どうして、そこまで……」

「そんなの決まってるじゃないですか」

　狼ろう狽ばいしてふるえる夕莉ちゃんに、藤花はくすりと笑って言い放つ。

「わたしたちみんな、夕莉ちゃんのことが大好きだからです」

「──っ」

　そのひとことで、夕莉ちゃんの涙るい腺せんが決けつ壊かいする。

　鬼の目にも涙。

　地獄でも原稿を描かせるといった夕莉ちゃんの瞳ひとみから、あたたかな雫しずくがこぼれた。

　口元をおさえて感激している夕ゆ莉りちゃんに、麻ま耶やさんも微笑ほほえみかける。

「……中なか野のさん。この人は講師なんて器じゃまったくありませんし、正真正銘のクズですけど……それでも遺い憾かんながら、認めざるを得ない点があります」

「……こんなやつに？」

「はい。それはなにをすれば藤とう花かたちが喜ぶか、きちんと理解している点です」

「──っ」

「あえてビジネス的な言い方をしますと、ユーザーの視点に立っているということです。たとえよそから文句を言われようとも大事なのは顧客を満足させることで、それができているのであれば、評価はすべきだと思います。漫画でもそうではないですか？」

「……そうだな。九割がアンチでも熱狂的なファンが一割いたら、その作品は本物だ」

「ですから中野さんも勇気を出して、ガチャをまわしましょう」

「…………わかった」

　ちょいちょい失敬な部分もあったような気がしたが……。

　俺は寛容なので聞かなかったことにした。

「自分のためにも、みんなのためにも……」

　夕莉ちゃんの瞳ひとみに光がともる。折れていた心が復活する。




「──私は！　ガチャを！　まわす！」




　こぶしを握って熱く宣言した。

　それはひとつの奇跡のようでもあり、ヒモにとっては必然だった。

　ヒモはいつだって誰かに支えられて生きている。

　そしてだからこそ──

「その意気です！　夕莉ちゃんならぜったいにできます！」

「そうよ！　ハルでもできるんだからあきらめないで！」

「夕莉ちゃんがヒーローになるところを見たいにゃ！」

　大切な人を笑顔にすることができるのだ。

「ああ、やってやる！」

　夕莉ちゃんは藤花からリンゴのカードを受け取り、すぐさまシリアルを入力する。

　手早く『石』を購入し、さきほど破れた戦場、ガチャの画面に舞い戻った。

「──いくぞ」

　一度大きく深呼吸をして、静かに画面をタップした。

　ガチャの演出。ＳＳＲは──ゼロ。

　追い上げムードではあったが、やはりそう簡単にはいかない。

「くっ……」

　夕ゆ莉りちゃんは歯がみして、つらそうに胸をおさえる。

　それを見て藤とう花かは右腕、千ち鶴づるは左腕、紗さ奈なは背中から寄り添った。

「大丈夫です！　まだまだいけます！」

「焦らなくていいからね。落ち着いてまわすの」

「援護はまかせるにゃ！　勝負どころでぼくの魔力を注入するにゃ！」

　こんなに心強い味方はいない。

　夕莉ちゃんはふっと笑みを浮かべて、無言のままうなずいた。

　もう、自分のやるべきことはわかっている。

　ロリたちにくっつかれたまま、綺き麗れいな指先でガチャをまわした。

　──そして。

　十二回目の十連で、激熱の演出が表示される。

「──っ!?　これは、ついに出るか!?」

「いけます！」

「こういうときこそ冷静に！」

「ここにゃ！　すべての魔力を集中させるにゃ！」

「し、信じましょう……！」

　夕莉ちゃん、藤花、千鶴、紗奈、麻ま耶やさん、そしてもちろん俺。

　みんなの想おもいがひとつになり──




「来いっ！」「来てくださいっ！」「来てっ！」「来るにゃっ！」「お願いしますっ！」




　ついに、限定のＳＳＲがやってきた。

　するとさながらオセロのごとく……。

　これまでつらかった数々の出来事が、勝利への伏線へと変貌した。

　夕莉ちゃんの努力が、みんなの惜しみない声援が、すべて報われたのだ。

　たまっていた憂ゆう鬱うつが吹き飛び、歓喜の渦を巻き起こす。

「──よっしゃあ！　きたこれっ！」

「おめでとうございますっ！　やりましたねっ！」

「夕莉ちゃんならやってくれると思ってたわ！」

「ぼくも最後には勝つって信じてたにゃ！」

「おつかれさまです。素晴らしい戦いでした」

　感動で打ち震える夕莉ちゃんにロリたちはぎゅっと抱きついて、麻耶さんは労ねぎらうように拍手を送った。

「ありがとうっ。みんなのおかげだ……！」

　夕ゆ莉りちゃんはまた涙ぐんでお礼を言った。

　意外と涙もろいんだなー、と思いながら俺も満面の笑みで拍手を送った。







　ひとしきり喜びを分かち合い、テンションが落ち着いてきたところで……。

　俺は講師として仕切らせてもらう。

「では、貴重な夕莉ちゃんの涙も見られたところで、次にいきましょう」

「──なっ、べつに泣いてねーし」

「照れなくてもいいですよ。会社の人には言いませんから」

「……約束だからな」

　破ったら殺すと言わんばかりの目つきだった。

「……てか、言うような知り合いもいないですからね」

　と軽くびびりながら答えて、話を進める。

「ひざまくらで甘えることに慣れて、ガチャでヒモメンタルを鍛えたので、いよいよ実技に入りたいと思います」

「……ヒモの実技ってなんだよ？」

　夕莉ちゃんがうさんくさそうに目を細める。

「いろいろありますけど、まずは基本である『なでなで』ですね。今日の講義はここまでにしようと思うので、さくっとマスターして終わりましょう」

　まずは見本を示したほうがいいと思ったので、そばにいた藤とう花かの頭をなでなでする。

「えへへ、ありがとうございます♡」

　藤花はふにゃっとした笑顔になった。

「む……なんで藤花なのよ」

「そうにゃ。見本ならぼくでもいいにゃ」

「ああ、ごめん。ふたりにもあとでしてあげるから」

　不満げにくちびるをとがらせる千ち鶴づると紗さ奈なを苦笑まじりになだめて、

「まあ、こんな感じでやってみてください」

　夕莉ちゃんと麻ま耶やさんのほうを向いた。

「……こんな感じって言われてもな」

「……ええ」

「なにもじもじしてるんですか。ふたりともはじめてってわけじゃないでしょう」

　麻耶さんはもちろん、夕莉ちゃんも前に来たとき三人の頭をなでていたはずだ。

「そうだけど、なんかこうあらたまると緊張するっていうか……」

「そういうこと言ってると逆にハードルあがりますよ。べつにテストとかじゃないんですから、とりあえず藤とう花かの頭をなでてみてください」

　案ずるより産むが易やすし。困惑するふたりの前に、藤花に移動してもらう。

「ご遠慮なくどうぞ♡」

　お客さまファーストということか、まずは夕ゆ莉りちゃんに頭を傾けた。

「……じゃあ、失礼して」

　はじめてワンコとふれあう乙女のようにおずおずと、夕莉ちゃんは藤花の頭をなでた。

「あー、やっぱ藤花ちゃんの髪、さらさらで気持ちいいなー」

「ふふ、ありがとうございます」

　テキトーなところでいったん止めてもらう。

　俺は「どう？」と藤花に訊たずねた。

「うーん、そうですねー」

　藤花はいくらか思案して、やや申し訳なさそうに言った。

「気持ちよくはあるのですが、やはり先生と比べると物足りなく感じてしまいますね」

「まあ、そんなもんだろうな」

　だいたい予想どおりの答えである。

　これで俺よりうまいとか言われたらプロの立つ瀬がない。

「そりゃあハルと比べるのはかわいそうよ」

「そうにゃ。にいさまはちょっと次元がちがうにゃ」

　千ち鶴づると紗さ奈なもフォローするようにコメントした。

「くっ……なんだよ、このとてつもない敗北感は……」

「……しょうがないですよ。あの人は、藤花たちのツボを心得ていますから……」

　麻ま耶やさんはかぶりを振り、へこむ夕莉ちゃんを慰めた。

「じゃあ、次は麻耶さん」

「……はい、失礼します」

　比較しやすいよう、同じく藤花の頭をなでなでしてもらった。

　付き合いが長いぶん、夕莉ちゃんよりは慣れた手つきだ。しかし、

「んー、やはり先生には及びませんねー」

　藤花の感想はほとんど同じだった。

「……こうして言葉にされると、覚悟していてもすこしショックですね」

「……わかるよ園その原はらさん。ましてや相手はこいつだもんな」

　麻耶さんがため息をつくと、夕莉ちゃんは励ますように肩をぽんぽんした。

「ちなみにハルとふたりでは、具体的になにがちがうの？」

「えーと、なんでしょう。あえてひとことで言うと……精度でしょうか？」

　千ち鶴づるに問われ、藤とう花かが考えながら答える。

「先生はほしいところをほしいタイミングで、ちょうどいい強さでなでてくれます」

「あー」「にゃー」

　共感できるのか、千鶴と紗さ奈なはうんうんとうなずいた。

　さらに藤花は熱をこめて語る。

「あと、そうですね。ふたりは手のひら全体でなでてくれる感じなのですが、先生はそれだけじゃなくて指も細かく動きますね。それで、髪の梳すき方も絶妙なんです」

「あ、言われてみるとそうね。あまりに自然だからこれまで意識したことなかったわ」

「にゃるほど。匠たくみの技にゃ」

　ふたりは感心したようにうなった。

「……おまえ、いつもそんな複雑ななで方してるのか？」

　やや引いた様子で（なんでだよ）、夕ゆ莉りちゃんがこちらに目を向ける。

　俺は苦笑して答えた。

「いや、俺もそんな計算とかはしてませんよ。わりと直感的になでてるだけです」

「……すげえな」

「はい、だから先生は天才なんです」

　夕莉ちゃんはあきれたように言って、藤花はにっこりと微笑ほほえんだ。

「……理屈はわかりましたけど、実践するのはなかなか難しそうですね。なにかコツとかあるんですか？」

　麻ま耶やさんが眉まゆをひそめ、生徒役らしく助言を求めてくる。

「なんかこう……愛です」

「……なんですかそのふわっとしたアドバイスは。愛なら私にもあります」

「……ですよね、すいません」

　むっとした顔で返されて、俺は恐縮して謝る。

　ほんと、いまのは自分でもひどいと思う……。

　直感でやっているだけあって、なんと言っていいかわからなかった。

「にいさま。言葉で伝えるより、実際に体験したほうが早いにゃ」

「あー、そうかも」

　紗奈の意見に納得し、俺は美女ふたりに向き合う。

「……え、おまえに頭をなでられるのか？」

「……それは控えめに言って、ぜったいに遠慮したいですね……」

　露ろ骨こつに嫌そうな顔をされた。せめてもうちょっとオブラートに包んでくれ。

「なんでですか？　先生になでてもらえるなんて、奇跡といってもいい幸運ですよ？」

「そうよ。抵抗あるのもわかるけど、これは本当に体験しておいたほうがいいわ」

「にいさまのなでなでは現代の魔法にゃ。この機会を逃したら一生後悔するにゃ」

　俺の代わりにロリたちがツッコんでくれる。

「う……いや、それはそうかもしれないけど……」

　さすがにばつが悪いのか、夕ゆ莉りちゃんがまごまごと言い訳する。

「……その、私らにもいちおう、プライドがあるからさ……」

　それに対して、藤とう花かが人差し指を立てて注意した。

「あっ、夕莉ちゃん。それはめっですよ？」

「え？」

「ヒモにプライドはいりません。ですよね先生？」

「ああ。プライドと実利、どっちが大切かなんて考えるまでもないからな」

　藤花の言葉に深くうなずく。

「優れたビジネスマンも、わざと道化を演じたりするわよね」

「必要なときにプライドを捨てられるのも、ひとつのプライドのあり方にゃ」

　千ち鶴づると紗さ奈なも口々に言った。

「……たしかに、この人の開き直り方はすごいんですよね。決して尊敬はできませんが」

「……まあ、ふつうは望まれたってヒモになれないもんな。断じて尊敬はできないが」

　麻ま耶やさんのつぶやきに、夕莉ちゃんが応じる。

　ふたりともひとこと余計だが、照れ隠かくしだと思うことにしよう。

「しょうがない。三人がそこまで言うなら腹をくくるか」

　夕莉ちゃんは苦笑いを浮かべ、ため息まじりで言った。

「え……中なか野のさん、正気ですか？」

　麻耶さんが目を丸くする。

「ああ。さっき藤花ちゃんが言ったように、何事も経験だしな」

　と肩をすくめて、俺に向かって雑な口調で言う。

「ほら、なでろよ」

「……いや、そんなテンションで来られてもやる気でないんですけど」

　なでなではお互いの気持ちが一致してはじめて、真の力を発揮する。

　恋愛と似たようなもので、一方通行ではダメなのだ。

　第一、俺は紳士である。嫌がる女性にふれたいとは思わない。

「夕莉ちゃん。ちゃんと先生にお願いしてください」

「いちおう講師と生徒って立場だしね」

「パートナーのモチベーションを管理するのも、編集者のお仕事にゃ」

　げんなりする俺を見て取り、三人も苦言を呈した。

　夕莉ちゃんは「くっ……」と言葉に詰まる。

　やがて分ぶが悪いと思ったのか、屈辱に耐えるようくちびるを嚙かみしめ、

「…………な、なでて、ください。お願いします……」

　と、頭を下げた。

　……オークに対する女騎士じゃないんだから、もうちょっとかわいらしくおねだりできないものか。これはこれでいい、という輩やからもいるだろうけど、なでなでは気楽にやってなんぼである。てか、頭を下げさせるつもりはなかったので、むしろこっちとしては心苦しい……。

「……じゃあ、失礼します」

　やや罪悪感を覚えつつ、俺はゆっくりと手を伸ばした。

　心臓がドキドキと脈を打つ。あ、いかん。いざとなると緊張するな……。

　しかし、自分で言うのもなんだがそこはプロの技である。

　夕ゆ莉りちゃんの頭にふれた瞬間、ほとんど無意識に手が動いた。

　繊細な髪のあいだを泳ぐように、反応をたしかめながらなでる。

「──っ」

　夕莉ちゃんはびくりと身じろぎして、声を押し殺すように口元をおさえた。

　とりあえず十秒ほどで手を放す。すると、

「──ちくしょう！　おまえまじでめちゃくちゃうまいな!?　なんなんだよそれ！」

　夕莉ちゃんが真っ赤な顔で怒鳴ってきた。

「ふふふ、そうでしょうそうでしょう」

「ほんと、やみつきになるわよねー」

「もしなでなで屋だったら、三十分で五万はとれるにゃ」

　ロリたちは得意げに笑みを浮かべる。

　新規をやさしく見守る古こ参さんのオタクみたいだな。と、ちょっとだけ思った。

「では、次は麻ま耶やですね」

「っ……い、いえ、私は遠慮します」

　藤とう花かが言うと、麻耶さんは焦った様子で首を振る。

「夕莉ちゃんも受けたんですから、そんな恥ずかしがらなくてもいいじゃないですか」

「そうだぞ園その原はらさん。悔しいけど、このすごさは体験してみないとわからんわ」

「うぅ……で、ですが……」

　味方だった夕莉ちゃんからも言われ、麻耶さんは激しく葛かつ藤とうする。

「麻耶さん、成長のチャンスは逃すべきじゃないわ。さっきハルにコツを訊きいてたってことは、うまくなでられるようになりたいんでしょ？」

「麻耶さんのなでなで力がアップしたら、ぼく的にも嬉うれしいにゃ」

　千ち鶴づると紗さ奈なも背中を押した。

　それでようやく麻ま耶やさんはうなずく。

「…………わ、わかりました」

　真剣な瞳ひとみをこちらに向けて、綺き麗れいなお辞儀をした。

「……よろしくお願いします」

　なんというか、武道の試合前みたいな雰囲気である。

　だから、もっと気楽にやろうぜ……。

　と思わずにはいられないが、しかし、麻耶さんの気持ちも理解できた。

　なでなで力を向上させて、ロリたちと一緒に楽しみたい。

　そんなシンプルな動機で、麻耶さんは勇気を振り絞ったのだ。

　すべてはロリたちへの愛ゆえに。

　やっぱなでなでに一番大事なのはそれだよなー、とあらためて思った。

　よし。麻耶さんの想おもいに応えるために、俺も本気でなでなでしよう。

「いくよ」

「……はい」

　麻耶さんは目を閉じて、頭をこちらに傾けた。

　小さく深呼吸して集中力を高め、俺は麻耶さんの頭にふれた。

　バクバクとうるさい心臓を無視して、丁寧になでる。

　さながらフィギュアスケートのごとく、艶めく髪の上を優雅にすべった。

　やはり十秒ほどで手を放す。

「…………」

　頭を傾けた姿勢で固まったままの麻耶さん。よく見ると耳が真っ赤に染まっていた。

「麻耶、どうでしたか？」

　藤とう花かがにこやかに声をかけると、思い出したようにゆっくりと顔をあげる。

　動揺しているのか目を泳がせて、ぽつりと、ひとことだけ感想を述べた。

「…………す、すごかったです……」

「ですよね！」

「その気持ちを共有できて嬉うれしいわ」

「麻耶さん、よくがんばったにゃ」

　ぱあっと笑顔になり、ロリたちは無邪気に麻耶さんを囲む。

　その微笑ほほえましい光景を尻目に、夕ゆ莉りちゃんは俺の耳元でささやいた。

「……なあ、なんかめっちゃエロくね？」

「……いちいち言わないでくださいよ」

　俺はジト目でツッコんだ。

　ロリたちの前でよこしまなことを考えるのはＮＧである。

　…………まったくもって同感だけど。







　それからしばらくなでなでの特訓を行う。

　実際に俺の技を受けるのはやはり有効だったようで、夕ゆ莉りちゃんも麻ま耶やさんもめきめきと上達していった。最終的に、俺のなでなで力を１００とすると、ふたりは50くらいだとロリたちは評価した。

「……それでも、こいつの半分か」

「……悔しいですね」

　夕莉ちゃんと麻耶さんはしょんぼりとため息をつく。

　そんなふたりをロリたちは笑顔で励ました。

「なに言ってるんですか。先生の半分ってかなりすごいですよ？」

「そうよ。もしオリンピックに『なでなで』があったら充分世界で戦えるわ」

「団体戦なら日本の圧勝にゃ。もっと自信を持つにゃ」

　そんなこんなでみんないい感じに空腹になり、夕食をいただくことにする。

　最高級のすき焼きだ。

　その味に舌した鼓つづみを打ち、話に花を咲かせ、素晴らしい時間を過ごした。
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「そういえば先生。わたし、ホストクラブを体験してみたいです」




　夕莉ちゃんが遊びに来てから一週間が経たった、十二月上旬の休日。

　俺と一緒にベッドでくつろいでいた藤とう花かが、出し抜けにそんなことを言ってきた。

　清純なロリらしからぬ発言に、戸惑いながら訊たずねる。

「……え、なんでまた急に？」

「先日出席した懇親会で、とある女社長さんが話しているのを聞いちゃったんです。ホストクラブは最高に楽しい、女であれば騙だまされたと思って一度は行くべき、と」

「…………」

　俺は言葉を失い、こっそり嘆息した。

　いやはや、なんというか、ヒモであるおまえが言うなって感じだけど……。

　ほんと『社長』って肩書きの持ち主は、ろくでもないやつばかりだな。

　べつにホストクラブに通うことは否定しない。それも娯楽の一種だし。

　だが、ＪＳがいる場所でおおっぴらに話すことではないだろう。

　しかも今回は女社長て。

　いや、考えてみれば充分にありえることだけど。

　魅力的な異性をはべらせたいという願望は、なにも男の専売特許ではない。

　コミケで旋風を巻き起こしたゴージャス姉妹にも『グッドルッキングガイ』って男性の付き人がいるみたいだしね。関係ないけど『グッドルッキングガイ』は口に出して言いたくなる、見事なパワーワードだ。この流れでいずれ『グッドルッキングロリ』って言葉も生まれるかもしれない。俺が使うのはなんか不ふ遜そんっぽいから遠慮するけど。

　さておき。

　たしかホストクラブは十八禁のはずである。

　いくら藤とう花かの願いでも、法律を破るわけにはいかない。

　だから答えは『ＮＯ』に決まっているのだが……。

　しかし、コトはそんなに単純じゃない。

　なぜ体験してみたいと思ったのか、きちんと把は握あくする必要がある。

　そこを無視して頭ごなしに否定すれば、将来に悪影響を及ぼしかねない。

　清純派の藤花ちゃんが、男遊びなんぞにハマってしまっては最悪だ。

　ヒモとして誠実に向き合い、場合によっては指導してあげなくてはならない。

　できたら麻ま耶やさんにも相談したいけど、あいにく今日は仕事で外出していた。

　まあ、仕方ない。ひとりでなんとかしよう。

　そう決意して、まずは確認してみる。

「……えーと、藤花。ホストクラブってどういうところか知ってる？」

　俺の偏見も交えて言わせてもらえば、チャラい男と高いお酒を飲むところである。

　いくら知り合いの女社長が絶賛していたとしても、藤花がそんな場所に行きたがるとは思えなかった。それに藤花は思いこみがけっこう激しい。これまでの経験から考えても、なにか勘違いしている可能性は大いにある。

　しかし、予想に反して藤花の答えはこうだった。

「素敵な男性にちやほやしてもらって、楽しくお酒を飲むところですよね？」

　……あれ、だいたい合ってるな。

　え、ということは、まさか……まじで男遊びに興味を抱いてしまったのか？

　いやいや、うちの藤花がそんなにビッチなわけがない。

　不安を払ふつ拭しよくしたくて率直に訊たずねた。

「じゃあ、藤花はチャラい男をはべらせたいの？」

「いいえ。そんなわけないじゃないですか」

　藤花は首を横に振り、きっぱりと否定した。

　なんならちょっと『むっ』としているくらいだ。

　んん……？

　信じていたとおりビッチじゃなくてよかったが、いまいち要領を得ないな。

　俺は内心で首をかしげて、問いを重ねる。

「えっと……じゃあ、ホストクラブのなにを体験したいの？」

「もちろん素敵な男性にちやほやされることです。お酒はダメなのでジュースですね」

　男をはべらせたいわけじゃないけど、素敵な男性にちやほやされたい……？

　なんだそりゃ。とんちか？

　俺は一休さんじゃないのでさっぱりわけがわからない。

　早々にギブアップして正解を訊たずねた。

「ごめん、どういうこと？」

「……わたしにとって素敵な男性は、世界にひとりしかいません」

　藤とう花かは顔を赤らめ、恥ずかしそうに答えてくれた。

「……つまり、先生にちやほやしていただきたいってことです」

　ああ、そういうことか。

　ようやく得心がゆく。我ながら鈍感で申し訳ない。

「要するに、いつか藤花たちにキャバクラ嬢をやってもらったように、俺がホストをやればいいってこと？」

「そうですっ」

　藤花はパッと笑顔を輝かせて、

「──あ、もちろんあれですよ？　下心とかじゃなくて、これも漫画の取材です」

　と、取り繕うように付け足した。

「漫画の取材」

「はい。異世界の酒場で『ハル』が店員としてクエストをこなす回とかあるかもしれないじゃないですか」

「まあ、たしかに」

　冒険やバトルもいいけれど、そればっかりじゃ息が詰まる。

　そういう街中での日常回みたいなのは個人的にも好みだった。

「というわけで、ぜひお願いしますっ」

「いいよ」

　勢いよく頭を下げてくる藤花に、俺は小さく笑って快諾した。

　お互いを甘やかす関係だし、キャバクラをやってもらった恩もある。

　そのうえ漫画の取材とくれば、ひと肌脱がざるを得ない。

「ありがとうございますっ」

　と、藤花がお礼を言ったところで、コンコンとドアがノックされる。

「おじゃまー」「にゃにゃにゃー」

　私服姿の千ち鶴づると紗さ奈なが入ってきた。

　藤とう花かが手を合わせて微笑ほほえむ。

「あ、ふたりともラッキーですね。ちょうどいいところに来ました」

「え、なに？」「にゃ？」

「実はこれから『ヒモホスト』の営業をはじめることになったんです」

「ヒモホストぉ……？」

「なんにゃ？　そのクズ感あふれるわくわくワードは？」

　千鶴がうさんくさそうに目を細め、紗奈が前のめりになって訊たずねた。

「ホストになった先生に、接客していただくんです」

　ここまでの流れをざっと説明する藤花。

「えぇー、ハルにホストなんてできるの？」

　千鶴は半笑いになって、挑発するように俺を見つめた。

「ほう、言ってくれるな」

　俺は不敵な笑みを浮かべる。

「なら、勝負するか？」

「……勝負？」

「ホストってのはお客をいい気持ちにして、お金を使わせる職業だろ？　だから、シミュレーションでもちゃんと飲み物とかに値段をつけて、三人に一定金額以上使わせたら俺の勝ちってことでどうだ？」

「ふうん、おもしろそうじゃない」

　千鶴はにやりと笑って、

「あたしたちが勝ったらなにしてくれるの？」

「そうだな。俺にできる範囲で、どんな願いでもひとつだけ叶かなえてやろう」

「──先生が、どんな願いでもっ!?」

「──これはすごいにゃ！」

　俺の強気な答えに、藤花と紗奈が驚いた。

　対して千鶴は警戒したのか、探るように問うてくる。

「……やけに自信ありげね？」

「実際、自信あるからな」

　俺が知っているなかで、ホストというのはもっともヒモに近い職業だ。

　そのためなにかの参考になればと、俺はいろいろ調べていた。

　ネットに書かれた体験談、ホストを題材にした漫画、伝説のホストが記した実用書。

　どこまでヒモ生活に役立っているかは自分でもわからんけど……。

　なんにせよ、最低限の知識はある。

　相手が熟知しているロリたちなら、真ま似ね事ごとくらいはできると思った。

「ちなみに、ハルが勝った場合は？」

「べつになんもなくていいよ」

　千ち鶴づるに問われ、あっさりと答えた。

「みんなが楽しんでくれたら、それだけで俺は満足だ」

　すると、藤とう花かと紗さ奈なが頰ほおを染めてそわそわする。

「……まだはじまってないのに、素敵すぎてやばいです」

「……にゃあ。この勝負、勝てる気がしないにゃ」

「くっ……たしかに、口だけってことはなさそうね」

　千鶴も照れたように目をそらした。

「それでどうする？　勝負するか？　やめるか？」

「……いいわ。べつに負けてもデメリットないし、受けてあげる」

「そうですね。どっちにしても、わたしたち的には大勝利です」

「ぼくも大賛成にゃ」

　千鶴、藤花、紗奈の順にうなずいて、そういうことになった。







　部屋着からラフな私服に着替えて、さっそく準備に取りかかる。

　家にあるものだけじゃ物足りないので、最寄りのスーパーに買い物に出かけた。

　ロリたちのリクエストに応えつつ、ソフトドリンク類はもちろん、お菓子やフルーツもテキトーに見繕う。あれこれ吟ぎん味みするのが楽しくて、けっこうな量になってしまった。

　さすがにひとりじゃ持ちきれないので、手分けして荷物を持って帰宅する。

　必要なものはいったん冷蔵庫へ。

　それから俺の部屋に行って、ＰＣを立ちあげた。

　レシートを見ながら、フォトショで手早くメニューを作る。枠をそれっぽいフリー素材で彩り、空いているスペースに即興でＳチＤビキャラを描いた。

　また、通貨の単位は『￥』じゃなくて『Ｈ』にした。むろんヒモの頭文字だ。『￥』だとちょっと生々しいし、このほうがお遊びっぽくていい。

　ついでに気分を出すため、値段はもとの数字の十倍くらいにした。たとえば缶ジュースなら１０００Ｈといった具合である。このへんこちらのさじ加減なので、ものによってはもっと高い倍率にさせてもらった。

　その作業を後ろで見ていたロリたちは、感心したように声をあげる。

「わー、メニューすっごくかわいいです♡」

「……ハルって集中すると、ほんとふつうにすごいわよね。だいたい遊びにしか発揮されないのがアレだけど」

「やる気になったにいさまの頼もしさは異常にゃ」

　完成したメニューをプリントアウトする。

　まずまずの出で来きに満足し、ロリたちにも見せて訊たずねた。

「三人合わせて10万Ｈ使わせたら、俺の勝ちでいいか？」

　缶ジュースなら百本ぶん。当然、俺たちだけで飲みきれる量ではない。

　つまり、より高額のものを頼ませる必要がある。正直、かなり厳しい条件だ。

　しかしだからこそ、これをクリアできたら一流のヒモホストと言えるだろう。

「そうね。それなら文句ないわ」「わたしもです」「異議なしにゃ」

　合意を得られたので、一階のリビングに移動する。

「じゃあ、三人ともちょっと隙間を空けて、ソファに座ってくれる？」

「隙間ですか？」

　きょとんとする藤とう花か。

「ああ。すくなくとも俺が座れるくらいはほしいな」

「了解です」「……ん」「にゃん」

　三人とも素直に従ってくれた。大きなソファなのでスペースは充分だ。

　そして俺は黒服ボーイよろしく藤花の前にひざをつき、

「ヒモホストクラブ『天』にご来店いただき、まことにありがとうございます」

　と、それっぽい台詞せりふを口にする。

　やや照れくさいけど、こういうのは真面目まじめにやらないと面白くない。

「二に条じようさまは本日がはじめてでいらっしゃいますね。ご指名はございますか？」

　初来店でいきなり指名することはほとんどないらしいけど（話してみないと性格がわからないので）、そこは雰囲気重視である。そもそも在籍してるの俺だけだからな。ほかにも手間がかかることや面倒なことはばっさり割かつ愛あいさせていただく。

「天てん堂どうハルさんをお願いします」

　心得たもので、藤花はにこやかにそう言ってくれた。

「かしこまりました」

　俺はうやうやしく一礼して、今度は千ち鶴づるの前でひざをつく。頭の挨拶は飛ばして、

「丹たん沢ざわさまのご指名は？」

「え、ひとりずつ訊きくの？」

「ああ。みんな同時に来店しているけど、テーブルは違うって設定で頼む」

　目をぱちくりさせる千鶴に、素すに戻って説明した。

「まあ、いいけど……じゃあ、天堂ハルでお願い」

「かしこまりました」

　同じように一礼し、続いて紗さ奈なのところへ。

「小こ森もりさまのご指名は？」

「もちろんにいさま、天てん堂どうハルにゃ」

「かしこまりました」

　俺は立ち上がって三人に告げる（いちいち言うのが面倒になった）。

「では呼んでまいりますので、十分ほどお待ちください」

「そんなにかかるの？」

　千ち鶴づるが眉まゆをひそめる。

「すいません。なにぶんうちのナンバーワンなものでして」

「下から数えても一番でしょ」

「それは言わない約束であります」

　俺は苦笑して、階段のほうに足を向けた。

　三階まで早足であがり、自室のウォークインクローゼットに入る。

　むろん着替えのためだ。

　コスプレ衣装が九割以上を占めるが、俺の服もちゃんとある。

　そのなかから丁寧にしまってある一着を取り出した。

　大阪で三人に買ってもらった高級スーツだ。

　やっぱホストといえばこれだよな。

　チャラく着こなすセンスはないけど、せっかくだからきめていきたい。

　一緒に買ってもらったネクタイや革靴も装備する。革靴はちょっと迷ったけどスーツに裸足はだしは間が抜けているし、新品なので室内でも平気だろう。

　できれば髪もセットしたいが、あいにく普段使わないためワックスなどは持っていなかった。しまった、さっき外に出たとき買っておけばよかった。まあ、あまり普段の俺から離れすぎるのもアレだし、これはこれでいいってことにしよう。

　着替えを完了して、俺は悠然と一階に戻った。

「お待たせしました」

「「「──っ!?」」」

　いいサプライズになったようで、三人は目を見開いて息をのんだ。

「ご指名いただきありがとうございます。天堂ハルです」

　俺なりに精一杯のイケボで挨拶する。

　名刺もあればよかったけど、今回はそこまで手が回らなかった。

「──か、カッコイイです！」

「──うぅ……これはちょっと、卑ひ怯きようでしょ」

「──やばいにゃ！　これは熱いにゃ！」

　三人とも頰ほおを染めて、食い入るように俺の全身を見つめた。

　……よかった。ちゃんと好評っぽい。

　これですべったら赤っ恥もいいとこなので、実はちょっと不安だった。

　気づかれないようこっそりため息をつき、あらためてヒモスイッチを入れる。

　ホストなんてぜんぜん柄じゃないけれど。

　三人を楽しませて、漫画に役立ててもらうために……。

　張り切ってナンバーワンを演じてやろうじゃないか。







　とまあ、そんなわけで。

　俺はさわやかな笑み（自称）を浮かべ、藤とう花かに声をかけた。

「姫、そちらに座ってもよろしいですか？」

「ひ、姫……？」

「あー、ホストクラブでは女性客をこう呼ぶらしいから」

　戸惑う藤花に、苦笑まじりに説明する。

　いかん、素すに戻ると照れくさいな。できるだけキャラになりきろう。

　あとずっと丁寧キャラだとしんどくなりそうだから、もうちょいフレンドリーな感じに調整する。

「なるほど。業界用語ってやつですね」

　藤花はにこっと笑い、「どうぞ」と右隣を示してくれた。

　遠慮なく腰かける。藤花にぴったりくっつくように。

　あまくてあたたかくてやわらかい、藤花の感触が伝わってくる。

「あぅ……ちょっと近くないですか？」

　藤花が顔を赤らめて身じろぎした。

「近いとダメ？」

「だ、ダメではないですけど……」

「よかった。このほうが早く仲良くなれそうだからね」

　フレンドリーというか、思ったよりチャラい感じになってしまった。

　実はいまの台詞せりふ、とある漫画のキャラの真ま似ねである。

　人懐こい系の一流ホストで、作中ではいい感じにさわやかだったのだが……。

　しかし、俺が言ってもギャグにしかなってないんじゃないかと不安になる。

　やはりリアルと漫画は違うということか。

　それとも単に、俺がイケメンじゃないからか……。

　まあ幸い、ツッコミなどは入っていない。

　あんま深く考えず、そのときのノリでやっていこう。

「ちょっと、なんで藤とう花かにだけべったりなのよ？」

「そうにゃ。こっちにも来てほしいにゃ」

　ツッコミの代わりに、千ち鶴づると紗さ奈なからクレームが入った。

　ここは黒服モードで対応する。

「すいません。そちらにもうかがいますので少々お待ちください」

「……むぅ、早くしてよね」

「……じれったいにゃ」

　ふたりは不満そうではあったが、いちおう引いてくれた。

　本来ならヘルプ（指名されてないホスト）が、王子（指名されているホスト）が来るまで退屈しないよう姫の相手をするらしいのだけど、例によってひとりなので致し方ない。

「とりあえず乾杯しないとね。藤花ちゃんはなにを飲む？」

　ヒモホストとして藤花に向き直り、メニューを見せながら訊たずねた。

「……お、おすすめはなんですか？」

「んー、甘いの好きだったらリンゴジュースとかどう？　俺も好きだし」

　果汁１００％の缶ジュース。ちょっといいやつなので一本２０００Ｈだ。

「では、それにします」

「どうも。んじゃ、準備してくるからちょっと待ってて」

　頭を軽くなでなでして、俺はいったん席を立った。

　そして、千鶴の前に移動する。

「お待たせ姫。隣に座ってもいい？」

「……いいけど、本当に待たせすぎよ」

「ごめんごめん」

　苦笑いで謝りつつ、千鶴の左隣に寄り添って腰かけた。

　千鶴は頰ほおを染めて文句を言う。

「……ちょ、ちょっと、そこまでくっついていいとは言ってないわよ？」

「いいじゃん。今日は寒いし、お互いの体温であたため合おうぜ」

　さきほど同様、これも漫画にあった台詞せりふである。ちょっとヤンチャ系のキャラが言っていて、セクハラっぽい軽かる口くちが作中ではいい感じにハマっていた。

　が、例によって俺が言っても、ただのセクハラにしかなってない気がする……。

　意図的にセクハラするのではなく、カッコつけた結果セクハラになるというのは、なんだか非常に情けないな……。

　実際千鶴はくすりともせず、しらっとした目つきになった。

「バカじゃないの？　第一、室内は快適でしょ」

「千ち鶴づるちゃんがそばにいないと、俺の心が寒いんだよ」

「その台詞せりふのほうがよっぽど寒いんですけど？」

　心が折れそうになるので、そういうマジなツッコミはやめていただきたい……。

　しかし、恥を捨てられるのがヒモの特技のひとつである。

「だったら尚なお更さらくっつかないとな」

　と、右腕で千鶴の肩を抱いた。

「──あっ、こら」

「あー、あったかくてやすらぐ」

「…………もう、わかったわよ」

　千鶴はため息をつき、受け入れてくれた。

「じゃあ、なに飲むか決めようぜ。千鶴ちゃんはどれな気分？」

　メニューを見せて訊たずねると、千鶴はにやりと小悪魔っぽい笑みを浮かべた。

「あたしは水でいいわ」

「え、水？」

「そう。それもミネラルウォーターじゃなくて水道水ね。それならタダでしょ？」

　……なるほど。真面目まじめに勝負のことを考えているってわけか。

　さて、どうしよう。

　こちらもプライドを賭けて臨んでいる以上、負けるつもりは毛もう頭とうない。

　なんとかうまいこと言って、なにか注文させてやらねば。

「了解。たしかに水道水ならタダだよ。千鶴ちゃんはしっかりものだね」

「ふふ、まあね」

「でも千鶴ちゃんみたいなかわいい娘こに、水道水は似合わないと思うな」

「そういうのいいから」

「え？」

「無駄口叩たたかないで、さっさと持ってきなさいって言ってるの」

「…………はい、かしこまりました」

　姫というよりむしろ女王さまって感じの口調に、俺は従うしかなかった。

　さすが千鶴、一ひと筋すじ縄なわではいかない。乾杯の前に完敗である。

　まあ、あれだ。お客さまの要望だしな？　ここで言い返して変にこじれたほうが損である。それにまだ初しよ手てだ。あとで挽ばん回かいすればいいし、焦ることはない。うん……。

　勝ち誇ったように笑う千鶴に頭を下げて、席を立った。

　紗さ奈なの前に移動する。

「遅くなってごめん姫。隣に座ってもいい？」

「いいにゃ。主役は遅れて来るものにゃ」

　紗さ奈なは寛容に言ってくれ、左隣をぽんぽんと叩たたいた。

「ありがとう」

　俺は自然と頰ほおをゆるませ、例によって寄り添うように腰をおろした。

　当たり前だけどホストも人間である。

　やさしいお客さんのほうが気持ちよく仕事ができるに決まっている。

　そんな俺の思考を読んだように、

「にゃふふ、ぼくの席では仕事ってことを忘れて、リラックスしていいにゃ」

　紗奈はこちらにしなだれかかり、頭をなでなでしてくれた。

　初来店とは思えないこなれっぷりだ。おかげでやりやすい。

　なでなで返しをしながらメニューを見せた。

「紗奈ちゃん、なにが飲みたい？」

「そうにゃあ……とりあえず乙女の生き血にするにゃ」

　トマトジュースね。健康的でよろしい。ちなみに１０００Ｈなり。

「じゃ、準備してくる」

「早く戻ってきてにゃ」

　手をふりふりしてくれる紗奈ちゃん。かわいい。

　気持ち長めになでなでして、席を立った。

　とりあえず食器棚に向かう。グラスを六つ用意してテーブルまで運んだ。

　微妙に数が多いのは俺のぶんで、席ごとに使うためである。

　続いてドリンク。リンゴジュースとトマトジュースは缶なのでそのまま、水道水はタンブラーに入れて運ぶ。ちなみに水道水はもちろん、買ったばかりのドリンク類も冷やしてないので常温である。そのため、アイスペールに氷をたくさん入れて持って行った。

　……なんというか、思ったより忙しいな。

　やはり人手不足はいかんともしがたい。せめて麻ま耶やさんがいるときにやればよかっただろうか。その場合、そもそも営業を認めてもらえないかもしれないけど。

　ともあれ。ひととおりそろったところで、藤とう花かの隣に戻った。

　ふたつのグラスに氷を入れ、缶をぷしゅりと開ける。

　ジュースをとぷとぷと注ついで、ようやく乾杯までこぎつけた。

「じゃあ、いただきます」

「はい。かんぱいです♡」

　カツンと控えめな音を立てて、グラスに口をつける。

　ここでちょびっとなんてセコいことはしない。一気に飲み干した。

「わあ、素敵な飲みっぷりです！」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんで、藤とう花かがぱちぱちと拍手しながら褒ほめてくれる。

「だろ？　藤花ちゃんもぐいっと行きなよ」

「えぇー、わたしはそんなに飲めないですよ」

「大丈夫だって。せっかくこうして会えたんだし、今日はハメを外しちゃおう」

　言いながら二杯目を注ついで缶を空ける。一流のホストは自分で飲むだけでなく、お客に飲ませるのがうまいと、とある本に書いてあった。

「ほら、俺と一緒に行こう。飲めたらごほうびになでなでしてあげるから」

「んー、わかりました。がんばりますっ」

　ふたたびグラスを合わせて、俺たちは同時に一気飲みした。

　……でも、あれだな。ジュースとはいえ藤花にやらせるのは、やっぱりちょっと気がとがめる。強引に飲ませるのはこの一杯だけにしておこう。

　俺は一足先に飲み終え、藤花を見守る。

「……んっ……んっ……」

　両手持ちで一生懸命ごくごくしていた。かわいい。

　ぷはぁー、とこれまたかわいらしく息をついて、空になったグラスを置いた。

「おお、やったね藤花ちゃん！」

　約束のなでなでだけでなく、思わずぎゅっと抱きしめてしまった。

「……えへへ、ありがとうございます♡」

　藤花は幸せそうに言って、俺の胸に顔をうずめた。

　テキトーなところで手を放し、またメニューを見せる。

「次はなにを飲もうか？」

「えーと、そうですね。先生はなにが飲みたいですか？」

　担当ホストを『先生』と呼ぶ人はあんまりいないだろうけど、そこはスルーして、

「そうだなー。あんまり早いペースもあれだし、俺としてはちょっといいものをゆったり飲みたいかな」

「なるほど、いいものですか」

「ああ。このあたりを入れてくれると嬉しいな」

　できるだけさりげない感じを装よそおって、カルピスのボトルを指さした。

　値段は高めに設定したので１万Ｈ。しかもボトルなので今日中に飲みきらなくてもいい。

　ゆえにこれが入ると非常にでかい。

　というか、ここでＯＫしてもらえないと俺の勝ち目はほとんどなくなる。

　まだ序盤ではあるが……一番の勝負どころだ。

「カルピスですか。いいですね」

「うん。あと、水割り用のミネラルウォーターもお願い」

「わかりました。ではそれにしましょう」

　素直な藤とう花かちゃんはあっさりと承知してくれた。やったぜ。

　しかし、ツインテから横やりが入る。

「待って藤花。それを頼んだらハルの思うつぼよ」

　ほかの席の人間に声をかけるとかマナー違反もいいところだけど、それを注意する前に千ち鶴づるは言った。

「勝負に勝てばどんなお願いでも聞いてくれること、忘れないで」

「──そういえば、そうでしたね」

　藤花はハッとして、申し訳なさそうに言葉を継ぐ。

「すいません、やっぱりカルピスはなしにしてもらってもいいですか？」

「……やだ」

「え？」

　俺としてもここは引けない。

　どうしても注文してほしくて、抱きしめながら耳元でささやいた。

「もう決めたから。藤花と一緒に極上のカルピスを飲むって」

「──っ」

「頼む。俺をその気にさせたんだ。きちんと責任をとってくれ」

　駆け引きもなにもなく、子どものように駄だ々だをこねる。

　こんなのは、相手をうまく乗せるホストのやり口ではない。

　普段の俺と変わらない、ただのヒモだ。

　けれど、効果はあった。

「…………はい」

　俺の腕のなかで、藤花はこくりとうなずいてくれた。

「──ちょっ、藤花！　なに言ってるの!?」

「すいません千鶴。こんなふうに先生にお願いされて、断れるわけないです」

　声を荒らげる千鶴に、藤花は半ば開き直った感じで謝った。

　俺は笑みを浮かべ、伝票（メモ帳）にペンを走らせる。

「ありがとう藤花！　じゃあ、持ってくるからちょっと待ってて」

「はい、お願いします♡」

　お礼にひときわ丁寧になでなでして、席を立った。

　次は順番的には千鶴である。だけど、あえて飛ばして紗さ奈なのほうに歩み寄った。

　ホストの優先度は、売り上げをあげてくれるお客さんの順になる。

　と、ネットの記事で読んだからだ。

　微妙に罪悪感がないでもないが、ここはそのとおりに動いておこう。

「え、なんでそっちに行くのよ？」

「すいません。このあとうかがいますので、もう少々お待ちください」

　千ち鶴づるのツッコミに黒服モードで応じ、俺はそのまま紗さ奈なの隣に座った。

「にゃあ、おかえりにゃ♡」

　紗奈は笑顔で迎えてくれ、甘えるように密着してくる。

「ただいま。いい子にしてたか？」

「もちろんにゃ」

「ん、よしよし」

　頭をひとなでして、トマトジュースの用意をする。

　ミニサイズの缶なので、お互いのグラスにちょっとずつしか入らなかった。

　少量で売り上げが出るので、こちらとしては助かる。

「乾杯」

「かんぱいにゃ」

　グラスを合わせて一気に呷あおった。

　……う、けっこうトマト感が強いな。

　甘さはほとんどなく、身体からだによさそうな味だった。つまり、おいしくない。

　グラスを置くとき思わず「……ふう」と吐息がもれた。

　トマト自体は嫌いじゃないけど、トマトジュースってなんか変なクセがあるよな。

　紗奈がリクエストしたから買ったけど、これはやめておけばよかった……。

「さすがにいさま。いい飲みっぷりにゃ」

　紗奈は満面の笑みで、こちらの肩をぽんぽんした。

　なんか上司みたいな褒ほめ方ですね……。

　いや、漫画とかドラマのイメージなので実際は知らんけど。

　そこで、紗奈のトマトジュースがぜんぜん減ってないことに気づく。

「あれ？　紗奈は飲まないの？」

「遠慮しておくにゃ」

「え、なんで？」

「おいしくないからにゃ」

　きょとんとして訊たずねると、紗奈はこともなげに言った。

「トマトはきらいじゃないけど、トマトジュースはクセがあって苦手にゃ」

　俺とまったく同じじゃねーか。

「てかトマトジュースって、生き血じゃなかったのか？」

　我慢できずにツッコむ。

　紗奈は目をぱちぱちさせて、わざとらしく小首をかしげた。

「……そう言ったにゃ？」

「言ってない」

　仕草はめっちゃかわいいけども、ぜったいに言ってない。

「言ったにゃ。姫の言うことはぜったいにゃ」

　王さまゲームか。……いや、それはこの際どうでもいい。それより気になるのは、

「じゃあ、なんで頼んだの？」

　ってことだ。まさか生き血って言いたかっただけじゃないだろうな……。

「にいさまの健康のためにゃ」

「俺の健康？」

「瘴しよう気きをたくさん吸収するお仕事だから、身体からだにいいものを飲んでほしかったにゃ」

　……むぅ、そういう理由なら怒るわけにもいかないな。

　好き嫌いはよくないぞ、とか言って紗さ奈なにも飲ませようかと思ったけど……。

　まあ、ここはヒモとして甘やかしてやろう。

「というわけで、ぼくのぶんも飲むにゃ」

「はいよ」

　残すのもアレなので、お言葉どおり飲み干した。

「じゃあ、同じやつをもう一本にゃ」

「……いや、次はべつのがいいな」

　さすがにこれ以上のおかわりはしんどい。

　売り上げ的にもぜひともボトルを頼んでいただきたかった。

「ちょっと炭酸が飲みたい気分かも」とやんわり希望を述べる。

「にゃあ、にいさまはしょうがないにゃー。それなら闇のポーションにするにゃ？」

　紗奈はやれやれと肩をすくめて、メニューの真ん中あたりを指さした。

　闇といえば黒。すなわちコーラだった。

「奮発して特大サイズでいいにゃ」

　１５００[image: ]のペットボトルで１万Ｈ。

　カルピスより原価は安いが炭酸ということで、高額な設定にしておいた。

「いいね。ぜひお願い」

　もちろん俺としては大歓迎。頭をなでながら言った。

「ダメよ紗奈。ハルの言葉に乗せられないで」

　またしても千ち鶴づるから横やりが入る。

「わかってるにゃ千鶴。ぼくは藤とう花かほど甘くないにゃ」

　紗奈は鷹おう揚ようにうなずき、悪そうな笑みでこちらを見た。

「ただし、条件があるにゃ」

「……条件？」

「さっきの藤とう花かみたいに熱い抱擁をして、ぼくへの愛をささやくにゃ」

　俺は苦笑まじりにツッコむ。

「この席では、仕事ってことを忘れていいんじゃなかったの？」

「そうにゃ。だからヒモホストじゃなくて、ひとりの男性としてやるにゃ」

　なるほど。そういうことなら是ぜ非ひもない。

　その言葉を聞くと同時に、俺は紗さ奈なを抱きしめた。

「──ああっ！」

　千ち鶴づるがとがめるような声をあげる。

　しかし華麗にスルーして、紗奈のリクエストに応えた。

「紗奈、大好きだよ。ずっと一緒にいよう」

「…………闇のポーションでかんぱいするにゃ♡」

　紗奈も俺の背中に手を回し、ぎゅっとしながらそう言ってくれた。

　しばらくそのままでいて、よきところで身体からだを離す。

　俺はなでなでしながら伝票をつけた。

「ありがとう。すぐに準備するな」

「にゃあ♡」

　手を振り合って席を立った。

　後回しにしていた千鶴の隣に座る。

「やあ、元気？」

「……べつに、ふつうよ」

　ツンとそっぽを向いて、ツインテ姫はぶっきらぼうに言った。

　自分の制止を聞かず親友ふたりがボトルを入れた影響か、あきらかに不機嫌そうだ。

　すこしでも機嫌を直してもらえるよう、なでなでしてあげたい。

　が、千鶴の場合は下へ手たにさわるのも逆効果だしな……。

　どうケアしたものか考えながら飲み物の用意をした。

　グラスに氷を入れて、タンブラーから水道水を注つぐ。

「じゃあ、乾杯」

「……かんぱい」

　千鶴は仏ぶつ頂ちよう面づらのままだったが、いちおうグラスを合わせてくれた。

　口をつける。まあ、うまくはない。ミネラルウォーターはわりと好きなんだけど、やはり水道水をごくごく行く気にはなれなかった。リンゴジュースとトマトジュースを続けて飲んだあとなのもあって、思わず半分ほどでグラスを置いてしまった。

「……ちょっと。なんでさっきみたいに一気に飲まないのよ？」

　千ち鶴づるが眉まゆをひそめてツッコんでくる。

「なんでって、そりゃそうですよ」

「水道水を喜んで飲むホストなんていないにゃ」

　答えたのは藤とう花かと紗さ奈なだった。千鶴は不満そうに言い返す。

「でも、それが仕事でしょ？」

「仕事であればなおさらです。お金にならない水道水を飲む必要がありますか？」

「う……」

　藤花にずばり指摘され、千鶴は言葉に詰まった。

　そのドライな正論を聞いて、俺はふと思い出す。

　そういえばとある漫画に『オレに席に着いてほしかったら、まずシャンパンを入れな』と平然と言い放つ強キャラのホストがいたな……。

　たしか業界用語で、オラオラ営業とかなんとか。

　ふつうの接客業ならありえないが、オレ様キャラが好きなお客さんにはハマるらしい。

　まあ、オタク業界でも罵ののしられることを『ご褒ほう美び』と呼ぶ層も一定数いるからな。

　俺自身は甘やかされるほうが好きだけど、そういう性癖があることは理解できる。

　それに頼んだ額によって態度を変えるのは、なにもホストに限らない。

　ＶＩＰは丁重に扱い、そうでないものはそれなりに。ビジネスでは当然のことだ。

　むしろどちらも同じように接したら、かえって不公平になってしまう。

　売り上げに貢献してくれている藤花と紗奈に、損をしたと思わせてはならない。

　順番を前後させるだけでなく、もっとはっきり差をつけたほうがいいだろう。

　心を鬼にして、この流れに乗ることにした。

「んじゃそんなわけで、ほかのドリンクを飲みたくなったらまた呼んでくれ」

　自分の塩対応に胸を痛めつつ、俺は席を立った。

「なっ……ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　もうあたしの番終わり!?」

　俺のジャケットをつかみ、慌てて引き留めてくる千鶴。

　それをふたたび、藤花と紗奈がたしなめた。

「千鶴。よいサービスには相応のお金がかかるものですよ」

「水道水でにいさまに接待してもらおうなんて、図ずう々ずうしいにもほどがあるにゃ」

「──そ、それはそうだけど、遊びでここまで露ろ骨こつにやる!?」

「これはただの遊びではなく、漫画の取材も兼ねています。であれば当然、先生は真剣にヒモホストになりきるでしょう」

「どんなことでも、にいさまはいつだって本気にゃ」

　さすが俺を甘やかすことに定評があるふたり。

　俺の気持ちをすべて代弁してくれた。

「……っ」

　千ち鶴づるは返す言葉がないようで、くちびるを嚙かみしめてうつむく。

　俺はジャケットをつかまれたまま、じっと様子を見守った。

「──ああもう、わかったわよ！」

　やがて頰ほおを染め、降参とばかりに叫ぶ。

「いますぐボトルを入れるから、あたしにもちゃんと構って！」

「喜んで」

　素直になってくれた千鶴に微笑ほほえみかけながら、俺は丁寧に頭をなでた。

　そういうことならこちらも全力で接客できる。

　売り上げどうこうよりも、千鶴にやさしくできることが嬉うれしかった。

　というわけで、これでボトルは三本目。

　カルピス、コーラと甘いものが続いているので、黒ウーロン茶にしてもらった。

『黒』なぶん通常のウーロン茶よりも高く、これも値段は１万Ｈ。

　藤とう花かと紗さ奈なには申し訳ないが待ってもらい、即座に冷蔵庫から取ってくる。

　新しいグラスに注ついで、あらためて乾杯した。

　言うまでもなく今度は一気に飲み干す。

　そして千鶴を抱きしめた。頭と背中をなでなでしながら気持ちを伝える。












「おいしいウーロン茶をありがとう。大好きだよ、千ち鶴づる」

「……ん……」

　千鶴は俺の胸に顔をうずめて、熱い吐息をもらした。

　その様子に、紗さ奈ながやれやれといった調子でコメントする。

「ぼくたちにあれだけ言っておいて、千鶴もけっきょくにいさまの虜とりこにゃ」

「それだけ先生がすごいってことですよ」

　藤とう花かはくすくすと笑った。







　で。

　そこからみんなの席をまわりつつ、俺は順調に売り上げを伸ばしていった。

「この山梨県産の高級ぶとうジュース飲んでもいい？」

「いいですよ♡」

　藤花とお互いの頭をなでなでしながらガチでうまいぶどうジュースをいただいたり、

「ちょっと小こ腹ばら空すいてきたし、ポテチとか食べさせてくれない？」

「……もう、しょうがないわね」

　千鶴にポテチを『あーん』と食べさせてもらったり、

「にいさま。ぼく、イチゴが食べたいにゃ」

「よしきた」

　紗奈をひざの上に乗せてイチゴを食べさせたりした（俺も何個かもらった）。

　……しかし、10万という壁は想像以上に高く。

　残り２万Ｈを切ったところで、手が止まってしまった。

「くっ……」

　グラスの中身が『早く飲み干せ』とばかりに、しゅわしゅわ泡を立てている。

　たった一杯のサイダーが、やたらと重く感じられた。

　なんやかんやですでに二リットル以上は飲んでるからな……。

　人生でこんなにがぶ飲みしたのははじめてだ。

　特に炭酸系のダメージが蓄積しており、身体からだが拒否するようになっていた。

「……先生、あまり無理はなさらないほうが……」

　そんな俺に寄り添い、藤花が心配そうに言ってくれる。

　その気き遣づかいは嬉うれしい。けど、俺はかぶりを振った。

「ダメだ。10万Ｈを達成して、本物のナンバーワンになるんだ」

「……でしたら、わたしが新しくボトルを入れます」

「それもダメだ」

　すでにテーブルは飲みきっていない缶、ビン、ペットボトルでいっぱいになっている。

　俺の目算では、これがぎりぎり賞味期限内に飲みきれる量だ。

　この状態で追加しても、最終的には流しに捨てることになるだろう。

　そんなのはただの浪費である。

　もし俺が本物のホストなら、それでもいいかもしれないが……。

　ヒモホストの流儀には反する。

　楽しむための贅ぜい沢たくはしても、贅沢のための贅沢はしない。

　俺がヒモ生活を送るにあたって、ひそかに決めていることである。

　ゆえに数字のためだけの注文なんて、認めるわけにはいかなかった。

　そしてもちろん、あきらめるわけにもいかない。

　さきほど藤とう花かが言ったように、これは遊びであると同時に漫画の取材でもある。つまり俺は『ヒモクロニクル』の主人公として、このシミュレーションに臨んでいるのだ。

　現実の俺はヘタレだけど、あの世界の『ハル』はそうではない。

　ロリたちのために命をかけて、己の役目を果たす。

　であれば俺も、そうあるべきだ。

「──あっ、先生！」

　止めるような藤花の声を振り切って、グラスの中身をぐいっと呷あおる。

　きつい炭酸に涙目になりながらも、根性で一気飲みした。

　だが、これで終わりではない。むしろまだまだこれからだ。

　大きく息をついて、たっぷり残っているペットボトルをつかんだ。

「にいさま、もういいにゃ」

　そこでほかの席、紗さ奈なからも声がかかる。

「目標を達成することは大事にゃ。でも、にいさまの身体からだはもっともっと大事にゃ」

　……それはたしかに。健康を損ねて、ロリたちを悲しませては本末転倒だ。

　勇気を持って撤てつ退たいするのもひとつの選択である。

「にいさまはよくがんばったにゃ。価格がリーズナブルすぎただけで、充分一流のヒモホストであることは示したにゃ」

「そうですよ。先生はわたしたちにとって、世界にただひとりのナンバーワンです」

「…………」

　ふたりに心配そうに言われて、俺は返す言葉が見つからない。

　やはりここが潮しお時どきなのだろうか……。

「ハルがしたいようにすればいいわ。ふたりの言うとおり、よくやったと思うし」

　無言のまま悩んでいると、千ち鶴づるが口を開いた。

「でも、ギブアップするにはまだすこし早いんじゃない？」

　それは挑発的でいて、どこかやさしさが感じられる声音だった。

　藤とう花かと紗さ奈なが眉まゆをひそめて言う。

「そうですか？　個人的にはむしろ遅いくらいだと思いますけど」

「そうにゃ。にいさまはもう限界にゃ。ゆっくり休むべきにゃ」

　さきほどもふたりに注意された千ち鶴づるだけど、今回は悠然と言い返す。

「勘違いしないで。べつにハルに無理をしろとは言ってないわ」

　……んん？　ちょっとよくわからんぞ。

　意図が読めなくて、俺、藤花、紗奈の頭上に疑問符が浮かんだ。

　照れたようにツインテをいじり、千鶴は説明してくれる。

「……だから、ハルには仲間がいるでしょ」

　そのひとことで、藤花と紗奈はみるみる表情が明るくなる。

「──なるほど、その手がありましたか！」

「──ぼくとしたことがうっかりしてたにゃ！」

　察しの悪い俺は、まだ理解できない。

　いや、なんとなくはわかる。俺を助けるために、三人も積極的に飲んでくれるということだろう。たしかにそれはありがたい。力合わせてがんばれば、たぶん目標もクリアできる。三人が望んだことなら流儀的にもなしじゃないし。

　だが、どうして勝負にこだわっていた千鶴が、俺の応援をしてくれるんだ……？

　そこだけ腑ふに落ちずにいると、藤花が訊たずねてくれた。

「でも千鶴、いいんですか？　勝負に負けちゃいますよ？」

「……そうね。惜しくないと言えば、うそになるわ」

　千鶴は盛大に苦笑して、あきらめたように告げる。

「でも、こんなに一生懸命なハルを見せられたら……しょうがないでしょ？」

　その答えに、藤花と紗奈は笑みをこぼした。

「ふふ、そうですね」

「にゃん。それでこそ千鶴にゃ。なんだかんだ言って甘いにゃ」

　なにやら、すっかりなごやかな雰囲気になっている。

　すこしだけ蚊か帳やの外みたいな気分を味わいつつ、俺はおずおずと訊ねた。

「えーと、つまり、どういうこと？」

「……ほんとあんたは鈍感ね」

　千鶴はこれ見よがしにため息をつく。

　そしてそっぽを向いて、照れくさそうに教えてくれた。




「……ハルの願いを叶かなえるのが、あたしたちの願いってことよ」




　ああ、そういうことか。ようやく納得して、俺は頰ほおをゆるませた。

　──まったく、嬉うれしいことを言ってくれるな！

「よし！　それなら三人とも俺のそばに来い！」

　もう席を離している必要もない。両腕を広げて宣言した。

「とっておきの『なでなでコール』をやってやるぞ！」

「わっ、なんですかそれ！」

　もともとそばにいた藤とう花かは目を輝かせてはしゃぎ、

「ぜったい楽しいやつにゃ！」

　紗さ奈なはハイテンションですぐさま呼びかけに応じて、

「……ふん、そんなのあるなら最初からやりなさいよ」

　千ち鶴づるはそうツッコみつつも、そわそわとこちらに寄ってきた。

「俺がなでなでしまくるから、ローテーションで飲んでいこう！　もちろん、無理のない範囲でな！」

「了解です！」

「炭酸はつらいから、ミネラルウォーターとかウーロン茶を空けていきましょう」

「みんなでこのクエストを乗り切るにゃ！」







　そんなこんなで。

　それからわいわいと愉ゆ快かいな宴うたげを楽しんだ。

　ちなみに『なでなでコール』は「なでなでー、なでなでー、なでなでなでなでー♪」とコールのように歌いながらリズムよくなでなでする、という新しいヒモスキルである。

　もちろんただの思いつきで、べつに出し惜しみしていたわけではない。

　単純ではあるがノリがいいので、ロリたちには好評だった。

　また、これによって体力を消耗したおかげで、限界だった俺もふたたび飲めるようになる。最終的にはハグをしまくる『ハグハグコール』も開発し、見事10万Ｈを達成したのであった。帰ってきた麻ま耶やさんにめちゃくちゃお説教されたのは言うまでもない。
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「先生、ただいまです」

「おー、おかえりー」

　ヒモホストクラブで盛り上がった数日後。

　十二月も中旬に入り、いよいよ年末感が漂ってきたある日のこと。

　ベッドでごろごろしていると、藤とう花かが学校から帰ってきた。

　千ち鶴づると紗さ奈なの姿はない。ふたりとも仕事だろうか……？

　訊たずねてみようと口を開き──咄とつ嗟さにべつの疑問がこぼれた。

「……あれ、どうしたの？」

　藤花の様子がおかしかった。

　いつもならすぐベッドに乗り、俺に密着して甘えてくるのに……。

　なぜかベッドの手前で立ち止まり、なにやら沈痛な面おも持もちをしていた。

「……すいません先生。大事なお話があります」

「え、なに？　そんなあらたまって……」

　神妙に切り出され、俺は身構える。

　雰囲気から察して、いい話ではなさそうだけど……。

　その予感は的中する。藤花はこう言った。




「……わたし、実家に帰らせていただきます」




「──え？」

　なにを言っているのかわからなかった。

　耳はしっかりと機能しているけど、脳が情報を処理することを拒んでいた。

　考えるよりも前に身体からだが動く。ベッドから飛び起きて、藤花の目の前に立った。華きや奢しやな両肩に手をおいて、どうか聞き間違いであってくれと、切実に祈りながら訊ねる。

「ごめん。いまなんて言った？」

「……実家に帰らせていただきます、と言いました」

　聞き間違いじゃなかった。

　同じ言葉を繰り返し、藤花はつらそうに目を伏せる。

　俺は突然のことに狼ろう狽ばいし、気がつくと藤花を抱きしめていた。

「そんなのいやだ！」

「──っ！」

「藤とう花かがそばにいない人生なんて俺には考えられない！　ずっと俺と暮らしてくれ！」

「──ちょ、先生、落ち着いてください！」

「ダメなところがあったら直すから！　ヒモとしてもっと精しよう進じんするから！」

「だから落ち着いてくださいって！」

　藤花が慌てて大きな声を出した。

「その、お気持ちはすごく嬉うれしいのですが、たぶん誤解してます！」

「……誤解？」

　俺はきょとんとして、抱きしめていた腕を放す。

　話しやすい距離に戻ると、藤花は赤らんだ顔で言った。

「はい。実家に帰ると言っても、ちょっとのあいだだけですから」

「……なんだ、そうだったのか」

　深々と嘆息し、胸をなでおろした。あー、よかった。

　しかし毎度のことだけど、もうちょっと心臓にやさしい言い方をしてほしい……。

　取り乱したことをごまかすように小さく咳せき払ばらいをして、俺は訊たずねた。

「ちょっとって具体的にはどれくらい？」

「今日から半月くらいですね」

「……え、けっこう長いね」

　せいぜい二、三日だと思っていた……。

「……はい。わたしとしてもいろいろがんばったのですが……」

　気落ちした様子で藤花が言う。

　いかん。俺がへこむと、藤花はますます落ちこんでしまうだろう。

　気を引き締めてトーンをあげた。

「それは、やっぱり仕事の関係？」

「そうですね。年末年始はいろんなご挨拶が多くて……」

　いわく、親戚や取引先などたくさんのお偉いさんと挨拶するのが二に条じよう家のしきたりで、政財界でご活躍されている方々が大勢やってくるんだとか。

「先生との時間を削りたくなかったので、最初は全部欠席しようとしたのですが、さすがにダメでした……」

「まあ、そうだよね……」

　そういった付き合いが大事なのは俺にだってわかる。

　一般人だって『正月くらいは帰省しなさい』とか親から言われるみたいだし。

　まして藤花の家なら……冠婚葬祭に匹敵、あるいはそれ以上に重要なことなのだろう。

　そりゃいくら藤花でも、わがままは通用しないよな……。

「ですがそのぶん、最低でも二十八日から一週間は、きっちりお休みがとれました」

　すこし明るい表情になり、藤とう花かは言った。

「……あれ、そういう挨拶って正月こそしなきゃいけないもんじゃないの？」

「そうですね。でもせっかくのお正月は、先生とゆっくり過ごしたいじゃないですか」

　俺の素朴な疑問に、藤花はこともなげに答える。

「なので、欠席できないのであればせめてもの妥協案として、この半月ほどにすべてのスケジュールを詰めこませていただきました」

　……わがままは通用しないというのは、どうやら俺の早とちりだったようだ。

　想像もつかないけど、きっとかなりの無む茶ちやを通しているのだろう。

　つい心配になって訊たずねる。

「……そんなことして、お父さんとお母さんに怒られなかった？」

「大丈夫です。お父さんには軽く注意されましたけど、『二度と実家に帰らないのとどっちがいいですか？』と言ったら快く許してくれました」

　……それは本当に大丈夫なんだろうか。

　余計に心配を募らせると、藤花ははにかみまじりに続けた。

「お母さんも『うちのことは気にせず大切な人と過ごしなさい』って言ってくれました」

　であればすこしは安心か。寛容なお母さんでよかった。

「それに冬コミもありますし」

「たしかにな」

　実は『ヒモクロニクル』を描きあげて、俺がヒモとしてみんなに愛の告白をした翌日に通知があり、無事に当選していた。合同誌もすでに入稿済みである。

「ちなみに、千ち鶴づると紗さ奈なの予定は？」

「ふたりもだいたい同じですね」

　やっぱりそうなるか。

「というか、ほとんどうちに泊まってもらおうと思っています。お付き合いのある方々がかなりかぶっているので、三人一緒に済ませてしまったほうが効率的なんです」

　あー、これほどの成功者は本当に一握りだろうし、それも納得である。

「あと、できたら麻ま耶やもこっちに来ていただきたいと思っています」

「え、麻耶さんも？」

「はい。麻耶がいてくれると効率が段違いなので。無駄に話が長いおじさんとかをいい感じにさばいてくれるんです」

　なるほど。それは重要な役目だな。

　麻耶さんなら上場企業の社長だって物もの怖おじせずに遮さえぎっていけるだろう。

「先生のご希望によっては家に残るように言いますけど、その場合、滞在が数日延びてしまうかもしれません……」

「いや、大丈夫。こっちは気にせず、遠慮なく麻ま耶やさんも連れて行って」

　それで仕事が早く片づくなら是ぜ非ひもない。てか、うちに残れなんて言ったら麻耶さんから死ぬほど怒られるに決まっているし、端はなから選択の余地はない。

「てか、いっそ俺もそっちで過ごす？」

　なにげなく訊たずねると、藤とう花かは困ったように眉まゆを曇らせた。

「それはわたしも考えたのですが、麻耶から『ぜったいにありえません。下へ手たしたら暗殺されますよ？』と言われてしまいました……」

「……それもそうだな」

　麻耶さんが実家側にどんな報告をしているかは知らないが、だいぶいいように編集して伝えてくれているだろうし、たしかに下手に近づくのは避けるべきか。

「んじゃ、おとなしく留守番してるよ」

「……すいません。なにかありましたらいつでもご連絡ください」

「ああ。がんばってな。終わったらたくさん遊ぼうぜ」

「はい！」

　というわけで。およそ半月のぼっち生活がスタートした。







　──さびしくて死にそうなんですけどおおおおおおおぉぉぉぉ……っ！

　藤花と麻耶さんが実家に戻って二日。俺は早くも禁断症状に陥おちいっていた。

『ヒモクロニクル』を描く際、集中するため自ら『ロリ断ち』と『おっぱい断ち』をしたけれど、あれはそれだけの覚悟があったからで、通常状態では予想以上にしんどかった。

　もともと俺はひとりの時間は嫌いじゃない。むしろ好きだった。本やアニメやゲームさえあれば、ひとりでも充実した時間を過ごせるのがオタクという生き物だ。実際昨日は、一日中たっぷりとインプットにいそしんだ。

　しかし、それだけでもうエネルギー切れ……。

　快適すぎるヒモ生活によって、俺の身体からだはすっかりダメになっていた。

　定期的にロリ成分と巨乳成分を摂取しないと気力が持たない……。

　しかもこれがあと十日以上も続くとか、ちょっとつらすぎて泣きたくなる。

　せめて声だけでも……と、スマホを手にして電話帳を開く。

　しかし、ぎりぎりのところで思いとどまった。ＪＳががんばって仕事をしているのに、ヒモが邪魔をするなんて情けないにもほどがある。

　代わりに夕ゆ莉りちゃんに電話してみようかと思ったが、あっちはあっちで年末進行だ。

『くそ忙しいのになんの用もなく電話してくんなクズ！』

　とマジギレされる未来がありありと想像できて、自じ重ちようした。

　……しょうがない。漫画でも読んで気を紛まぎらわせるか。

　いまいち入りこめないまま惰性で読み続け、気がつくと夕飯時になる。

　それなりに腹は減っていたが、あまり食事する気分になれない。

　いまのコンディションで、ひとりで食べるのが嫌だった。

　……ちょっと外に食べに行くか。

　わざわざ外出するのは億おつ劫くうだし、冷蔵庫には家政婦さんが作ってくれたおいしい料理が入っているけど、人のいるところに行きたかった。

　身支度を整えて外に出る。

　なんとなく夜空を仰あおぐも、曇っているせいで月や星は見えなかった。

　首筋に風が当たり、ぶるりとふるえる。思ったより寒い……。

　引きこもってばかりいると、気温の変化に鈍感になるからな……。

　しかし三階の自室まで戻って厚着してくるのも面倒なので、我慢することにした。

　とりあえず駅前のあたりにやってくる。きらきらした照明と、赤を中心とした色とりどりの飾りつけ。当然のようにクリスマス一色の雰囲気だった。そのなかを大勢の人が行き交っている。家族連れや友達連れの人たちは、みな楽しそうに笑っていた。

　……失敗したな。さびしいから外に出たのに、ますますさびしくなってしまった。

　しかし、なにも食べずに帰るというのもなんだ。

　ひさびさにファーストフードでも食べるか。藤とう花かたちとはまず食べないから、タイミングとしてはちょうどいい。そう思うと、無性にジャンクな味が恋しくなってきた。

　気を取り直して、ハンバーガーショップに入った。

　テイクアウトにすべきか迷ったが、せっかくなので店内で食べることにする。

　バーガー＆ポテト＆ドリンクのセットを注文し、席に向かう。けっこう混んでいる。それでもひとり席ならいくつか空きがあって、そこに腰をおろした。

　包装をはがしてバーガーをほおばる。素直にうまい。高級なものをたくさん食べても、舌ってやつはそうそう変わらないらしい。庶民の味をしっかりと覚えていて、なんだかほっとした。

　バーガーをぺろりとたいらげ、テキトーにスマホをいじりながらポテトをつまむ。

　そうしてまったりしているうちに、近くの席で話していた男子大学生とおぼしき連中が席を立った。そして、それと入れ替わるようにろりろりしい三人組がやってくる。藤花たちと同い年くらいだ。スマホをいじる振りをしながら、思わず観察してしまう。これくらいならぎりぎり事案じゃないだろう。たぶん。

　彼女たちはＬサイズのポテトをシェアしながら、クリスマスについて相談していた。

　どうもお世話になっている近所のお姉さんに、なにかプレゼントをあげようとしているらしい。なんとも微笑ほほえましいことである。やはりロリの純粋さはいいものだ。

　しかし、『アクセサリーがいい』『カバンがいい』とあれこれ意見は出るものの、だいたいは予算の都合で却下となっていた。できることなら俺が金を出してあげたい。が、そんなことしたらそれこそ事案になりかねない。プレゼントをもらう相手だってＪＳから高価なものをもらったら逆に困ってしまうだろう。

　最終的に、ケーキを手作りしようということで落ち着いた。いいと思う。それならお姉さんも喜んでくれるはずだ。ＪＳの手作りを喜ばない人間はいないからな。ただし、余計なアレンジを加えなければ……。

　彼女たちはテーブルの上を綺き麗れいに片づけて、フロアをあとにした。

　やはり外出して正解だったと思う。おかげでひとときの癒いやしを得ることができた。

　そして、素晴らしいアイデアがひらめく。俺もお世話になっているみんなにクリスマスプレゼントをあげよう。仕事をがんばったごほうびにもなるし。むしろあげない理由がなさすぎて、これまで思いつかなかったことを反省したほうがいいレベルだ。

　さておき。なにがいいだろうか。幸い予算はたっぷりある。

　藤とう花かたちのお金で、自由に藤花たちへのプレゼントを買えるわけだ。それはそれでヒモらしいと言えるだろう。俺が選んだものならそれだけで喜んでくれそうだし。

　けど、ここはやっぱり手作り一択だ。

　さきほどのＪＳたち同様、金をかけずに手間をかける。

　お金では買えない気持ちがこもったものこそ、藤花たちには価値がある。

　では、なにを作るべきか。俺にできることはなにか？

　そんなもん考えるまでもない。漫画だ。

　藤花たちが帰ってくるまでに、一本新作を描きあげよう。

　そうと決まれば長居は無用。俺は店をあとにする。カロリーをとったおかげか、はたまた気分が高揚しているからか、寒さはあまり感じなかった。

　帰り道を歩きながら、さっそく内容について考えはじめる。まあ、プレゼントでもあるわけだし、奇をてらうのはやめといたほうが無難だろう。藤花ひとりならそれもありかもしれないが、きちんと三人、できたら麻ま耶やさんも喜ばせたい。

　となると『ヒモクロニクル』の番外編ってところか。『ハル』が日頃の感謝をこめて仲間たちにプレゼントをしようと思い、そのためにあれこれがんばる話。

　三人はあの漫画が大好きだから、これならまず外すことはないだろう。

　自分がモデルの主人公を、自分の考えで描くことにはいくらか抵抗があるけど、これにはヒモホストの経験を活いかせそうだ。つまり、現実の俺とは別人格だと割り切って、理想の自分になりきるようにイメージをふくらませればいい。うん、それならやれそうだ。

　考えがまとまったところで、ちょうど藤花邸にたどり着く。

　手洗いうがいをしたのちスウェットに着替えて、さっそく作業にとりかかった。

　……………………。

　そして。

　漫画が完成したのはそれから十日が過ぎた、二十四日の明け方だった。

　いや、明け方どころかもうすぐ正午だ。ラストスパートとばかりに徹夜してしまった。

　藤とう花かたちが帰ってくるまでたぶんあと数日かかるので、そこまで急ぐ必要もなかったのだが、筆が乗っていたのだからしょうがない。

　でも、せっかくクリスマスに間に合ったのだ。麻ま耶やさんに連絡して、せめてプレゼントだけでも誰かに届けてもらおうか。

　……いや、やっぱやめておこう。仕事の途中でそんなもんを渡されたら、集中が途切れてしまうかもしれない。俺が作業に専念するため『ロリ断ち』をしたように、ロリたちは『ヒモ断ち』を敢かん行こうしているのだ。クリスマスプレゼントだけでなく、仕事をがんばったごほうびでもあるし、帰ってきたときに渡してあげよう。

　そう結論を出して、休むことにする。

　当然ながら身体からだは疲れていた。しかし、気が昂たかぶっているので眠気はない。

　それで、とりあえず風呂に入ってさっぱりすることにした。

　すると目もく論ろ見みどおり、いい感じに睡魔が襲ってくる。

　ベッドに入って数分と経たたずに、夢の世界に旅立っていった。







　────ガチャリ。

「……あ、にいさま、寝てるにゃ……」

「……どうする？　起こす？」

「……いえ、お疲れかもしれませんし、それはやめておきましょう」

　んん……？　なんだ……？

　なにやら物音とささやくような声が聞こえてきて、俺はうなりながら身じろぎする。

　思考できるほど脳は働いていなかったが、それはずっと聞きたかった声だ。

　ほとんど無意識に身体を起こしていた。

「あ、起きちゃったみたい」

「あぁ……すいません先生」

「こうなったらしょうがないにゃ」

　また声がしたかと思うと、足音がこちらに近づいてきた。

　まだ意識がはっきりとせず電気もついていないため、相手の姿がよく見えない。

　けれど、その慣れ親しんだ気配だけで、誰の足音か理解できた。

「……藤花、千ち鶴づる、紗さ奈な……？」

「はい、藤とう花かです」

　寝言のような声に黒髪ロングのお嬢さま、藤花が返事をしてくれた。

　三人はそのままベッドにあがってくる。

　俺はぼんやりしたまま疑問に思う。なんで三人がここにいるんだ……？

　今日はまだ二十四日。もしかしたら寝ているうちに日付が変わっているかもしれないが、それにしたって二十五日。藤花たちはまだ向こうにいるはず……。

　ああ、そうか。つまりこれは夢か。

　がんばって漫画を描いたごほうびとして、いい夢を見させてくれているのだ。

　そう思った俺は、とりあえず目の前にいた藤花をぎゅっと抱きしめた。

「──ふぁっ、先生!?」

　藤花はびくりと身をすくめるも、抵抗することなく俺に身体からだをゆだねてくれた。

「あ、こらハル！　なにしてんの！」「にゃあ、藤花だけずるいにゃ！」

「──いでっ」

　千ち鶴づると紗さ奈なからバシバシ背中を叩たたかれる。地味に痛い。

　……え、ということは、夢じゃない……？

　さすがに完全に目が覚めたところで、パッと照明がつく。

　そこには三人の天使がいた。

　──否いな、サンタクロースだ。




「先生、メリークリスマスです！」「メリークリスマス」「メリクリにゃ！」




　ミニスカサンタのコスプレをしたロリたちだった。

「……え？　なんでみんなここにいるの？」

　呆ぼう然ぜんとして訊たずねると、三人はやわらかな笑みで応える。

「えへへ、先生とクリスマスを過ごしたくて、がんばって仕事を巻いてきました！」

「ぎりぎりイブに間に合ったわね」

「麻ま耶やさんがいてくれなかったらぜったいムリだったにゃ」

　その麻耶さんもいつの間にかベッドのそばに立っていた。こちらはサンタではなくメイド服だ。ただしヘッドドレスがトナカイの角仕様になっている。察するにロリたちから頼まれたのだろう。やや恥ずかしそうにしていた。

　ちなみに手には照明のリモコンがある。どうやら照明をつけたのは麻耶さんらしい。

「わたしたちがいないあいだ、なにか問題などはありませんでしたか？」

「いや、特にないよ」

　藤花の問いに首を横に振る。本当はさびしくて死にそうだったけど。

「それはなによりです」

　藤とう花かはにっこり微笑ほほえんで、

「では、いいヒモにしていた先生には、わたしたちからプレゼントをあげます」

「え、まじで？」

「まじにゃ。どうぞにゃ」

　紗さ奈なからリボンやシールでデコレーションされた袋を差し出される。

　受け取ると、軽くてやわらかい感触がした。なんだろう。

「……あんまり期待しすぎちゃダメよ」

　千ち鶴づるにそう言われるが、こんなもん期待するなというほうが無理だ。

　丁寧に開封し、ドキドキワクワクしながら袋のなかに手を入れる。

　入っていたのはマフラーだった。しかもこれは──

「……もしかして、手編み？」

　市販品のように綺き麗れいだったが、そうだったらいいな、という願望もこめて訊たずねる。

　果たして、三人はうなずいてくれた。

「はい。麻ま耶やに編み方を教えてもらって、みんなで交代しながら編みました」

「麻耶さんにもちょっとだけ手伝ってもらったわ」

「にゃあ、最後のほうは挨拶しながら編んでたにゃ」

　おお、それはすごい！　つまり、四人の気持ちがこもっているということだ。

　これぞまさしくお金では買えない価値。思わず目め頭がしらが熱くなった。

「ありがとう！　こんなに嬉うれしいクリスマスプレゼント、生まれてはじめてだ！」

　心からお礼を言って、俺はさっそくマフラーを巻いてみる。

　いい毛糸を使っているのか、ふわふわでとても心地よかった。あたたかい。

「よくお似合いです！」「ふうん、まあまあね」「この冬、最強の防具にゃ」

「本当にありがとう。大事に使わせてもらうよ」

　三人の言葉に照れつつ、順番に感謝のハグとなでなでをした。

「麻耶さんもありがとね」

「いえ、私はすこし手伝っただけなので」

「ハグとなでなではいる？」

「……いりません」

　ですよね。残念だけどわかっていたことなので、さくっと切り替えて告げる。

「んじゃ、俺からもプレゼントを渡していい？」

「え、先生からもあるんですか？」

「なによ、ハルにしては気が利くじゃない」

「さすがにいさまにゃ」

　三人から期待に満ちたまなざしを向けられる。

　俺はベッドからおりて、机の上にある原稿をとりにいった。すでに人数ぶんのコピーは済ませてある。どうせならラッピングまでしておけばよかったが、突然のことなのでまあ仕方ない。喜んでくれるといいな、と思いながらそれぞれに手渡した。

「──これは、先生の新作ですか！　すごいです！　最高のプレゼントです！」

「にゃあ、しかも『ヒモクロニクル』の番外編にゃ！」

　藤とう花かと紗さ奈なは興奮した様子で、食い入るように原稿を見つめ、

「へえ……ハルも珍しくがんばってたのね。偉いわ」

　千ち鶴づるは感心したように褒ほめてくれ、

「……相変わらず、絵は素敵ですね。中身はどうかわかりませんが」

　麻ま耶やさんはちょいと辛めだったけど、それでも柔にゆう和わな笑みを浮かべていた。

　そして、四人ともすぐに読みはじめてくれる。作者としてはとても嬉うれしい反応だ。これで内容も楽しんでくれたら言うことない。どうだろうか。やっぱりちょっと緊張する。

　ほどなくして、四人に笑みがこぼれた。よかった。大丈夫っぽい。

　…………ああ、幸せだ。

　本当に、これだからヒモ生活はやめられない。

　愛いとおしい読者たちを眺めつつ、俺はしみじみとそう思った。












あとがき







　ロリークリスマス！

　本書の発売が12月25日ということで、とりあえずテンションをあげてみました！

　が、びっくりするくらいあとがきに相応ふさわしい小粋なネタが思いつきません！

　ので、各エピソードにコメントをつけていく方式でいかせていただきたいと思います！

・オマワリサンニハツカマラズ──ネタにしていいものか悩みましたが、担当さんからＮＯと言われなかったのでやってしまいました。すいません。たいへん恐縮しております。ちなみにサクッといきたかったので、オリジナルよりもだいぶ短めにアレンジしました。

・ロリデレラ──ロリたちにお姫さまの格好をしてもらいたいなと思いました。

・ロリパティシエール──ロリたちにパティシエールの格好をしてもらいたいなと思いました。デビュー作のヒロインを思い出し、ちょっと懐かしくなりました。

・ロリ巨乳（偽）──今回一番ひどいエピソードかもしれません。ひどい。

・ききヒモ──素直なだけでなく、こういうふうにちょっとズルい部分もあったほうが、女の子はかわいいと思います。まあ、二次元に限るかもしれませんが！

・相合い傘──ふたりきりのシチュを入れたいなと思いました。それぞれ書いていて楽しかったのですが、ダントツで書きやすかったのは紗さ奈なでした。

・ロリＡＶ──ロリとアニマルの組み合わせはぜったいかわいいので、いつか動物ネタはやりたいと思っていました。それにしてもひどいタイトルだ……。

・ヒモの学校──あなたはロリのお金でガチャをまわせますか……？

・ヒモホスト──実は以前、ホストをやっているオタクの知り合いがいました。源氏名を好きな作品の主人公にしており、そのアニメを観みると「ヒロイン（某有名声優さん）に名前を呼ばれている気分になれていい」とか言っていました。天才か。

・ロリークリスマス──今年のクリスマスはあにしゅがさまより、ロリヒモの限定ケーキが発売予定です。購入してくださった方、スタッフの皆様、ありがとうございました！




　というわけで、謝辞でございます。

　へんりいだ先生。今回もカワワなイラスト、まことにありがとうございます！

　担当さまをはじめ、本書に携わってくださったすべての方にも多大な感謝を。特にドラマＣＤやＭＦの学園祭でお世話になった皆様、本当にありがとうございました。

　そしてもちろん読者さま。皆様のおかげで、こうして５巻をお届けすることができました！　ありがとうございます！　大好きです！　皆様を楽しませることができたなら、こんなに嬉うれしいことはございません。またお会いできることを心から願っています。









　著者

　暁雪（あかつき・ゆき）

　　第10回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　「ひとりで生きるもん！」でデビュー。神奈川県在住。

　　自分の人生に大きな影響を与えた作品に対して、「記憶をなくしてもう一度体験したい」と思う人はわりといると思いますが、その例で言うと、僕は自作を読んでみたいです。いったいどんな感想を抱くんだろう……。




　イラストレーター

　へんりいだ

　　漫画家、イラストレーター。

　　女児向けファッション雑誌集めが趣味。

　　最近はフリースタイルラップの動画漁りにお熱。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／へんりいだ

　　装丁／AFTERGLOW
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